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ご注意

保証

HP製品、 またはサービスの保証は、 当該製品、 およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定されるものと し

ます。 こ こでの記載で追加保証を意図するものは一切あ り ません。 こ こに含まれる技術的、 編集上の誤り、 または欠如につい

て、 HPはいかなる責任も負いません。

こ こに記載する情報は、 予告なしに変更されるこ とがあ り ます。

権利の制限

機密性のあるコンピュータ  ソフ ト ウェアです。 これらを所有、 使用、 または複製するには、 HPからの有効な使用許諾が必要

です。 商用コンピュータ  ソフ ト ウェア、 コンピュータ  ソフ ト ウェアに関する文書類、 および商用アイテムの技術データは、

FAR12.211および12.212の規定に従い、 ベンダーの標準商用ライセンスに基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 2003-2009 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

UNIX® は、 The Open Group の登録商標です。 

Windows® は、 米国における  Microsoft Corporationn の登録商標です。

JavaTMは、 Sun Microsystems, Inc. の米国内での登録商標です。
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ドキュ メン トの更新情報

このマニュアルの表紙には、 以下の識別情報が記載されています。

• ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号は、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ンを示します。

• ドキュ メン ト  リ リース日は、 ドキュ メン トが更新されるたびに変更されます。

• ソフ ト ウェア リ リース日は、 このバージ ョ ンのソフ ト ウェアのリ リース期日を表します。

最新の更新のチェッ ク、 またはご使用のドキュ メン トが最新版かど うかのご確認には、 次のサイ ト をご利用ください。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

このサイ ト を利用するには、 HP パスポートへの登録とサインインが必要です。 HP パスポート ID の取得登録は、 次の Web
サイ トから行な う こ とができます。 

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

または、 HP パスポートのログイン ページの [New users - please register] リ ンクをク リ ッ ク します。

適切な製品サポート  サービスをお申し込みいただいたお客様は、 最新版をご入手いただけます。 詳細については、 HP の営業

担当にお問い合わせください。
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サポート

次の HP ソフ ト ウェアサポート  オンライン Web サイ ト  を参照してください。

http://www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

HP ソフ ト ウェアが提供する製品、 サービス、 サポートに関する詳細情報をご覧いただけます。

HP ソフ ト ウェア サポート  オンラインではセルフソルブ機能を提供しています。 お客様の業務の管理に必要な対話型の技術支

援ツールに素早く効率的にアクセスいただけます。 HP ソフ ト ウェアサポート  Web サイ トのサポート範囲は次のとおりです。

• 関心のある技術情報の検索

• サポート  ケース とエンハンス メン ト要求の登録と ト ラ ッキング

• ソフ ト ウェア パッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポート窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソフ ト ウェア カスタマとの意見交換

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索と登録

一部を除き、 サポートのご利用には、 HP パスポート  ユーザーと してご登録の上、 ログインしていただく必要があ り ます。 ま

た、 多くのサポートのご利用には、 サポート契約が必要です。

アクセス  レベルに関する詳細は、 以下のWeb サイ ト を参照してください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 

HP パスポート ID を登録するには、 以下の Web サイ トにアクセスして ください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html
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第1章 HP Operations Smart Plug-in for BEA 
WebLogic Server の概要
HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server (WebLogic SPI) を使用する と、 HP Operations
Manager for Windows (HPOM) のコン ソールから  BEA WebLogic サーバーを管理でき ます。 WebLogic
SPI には、 HPOM にはない監視機能があ り ます。 HPOM の詳細は、 『HPOM コンソール オンラ イン ヘル

プ』 を参照して ください。

WebLogic SPI について

HPOM for Windows コンソールからは、 HPOM 管理対象ノード上で動作している  WebLogic サーバーの可

用性、使用、パフォーマンスが監視できます。 WebLogic SPI を、HP Reporter や HP Performance Manager
のよ う な他の HP Software 製品と統合すれば、 統合的なレポートおよびグラフを取得でき、 サーバーの使

用、 可用性、 パフォーマンスの分析が可能になり ます。 

『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic SPI オンライン ヘルプ』 および 『HP Operations Smart
Plug-in for BEA WebLogic SPI オンライン ヘルプ PDF』 には、 WebLogic SPI の概念などの ト ピッ クが記

載されてお り、 製品の理解に役立ちます。

WebLogic SPI のコンポーネン ト

WebLogi SPI には、 以下の 4 つの主要コンポーネン トがあ り ます。

• ポ リシー

• ツール

• レポート

• グラフ

ツールとポ リシーを使用して、データを メ ッセージ、注釈、 メ ト リ ッ ク  レポートの形式で設定および受信で

きます。 これらのメ ッセージ ( メ ッセージ ブラウザに表示 )、 注釈 ( メ ッセージ プロパティで使用可能 )、 お

よびメ ト リ ッ ク  レポート  ( ツールで使用可能 ) は、 特定の管理ノード上で実行されているサーバーの現在の

状態についての情報を提供します。

WebLogic SPI 設定ツールでは、 特定の管理ノード上のサーバー インスタンスを選択し、 そのインスタンス

と管理サーバーの接続を設定できます。 接続の設定完了後、ノードにポ リシーを割り当てるこ とができます。

管理ノードで HP Operations エージェン ト  ソフ ト ウェアが実行されている場合、WebLogic SPI のレポート

ツールを使用してメ ト リ ッ ク  レポート を生成できます。 さ らに、 WebLogic SPI のデータを示すグラフも生

成できます ( メ ッセージ プロパティで作成可能 )。 
9



ポリシー

WebLogic SPI は、 WebLogic Server を監視するポ リ シーで構成されます。 ポ リ シーには、 着信データを事

前定義済みのルールに照らして評価するための設定が含まれています。 このルールによ り、 有益な情報を含

むメ ッセージが生成されます。 メ ッセージは、重要度レベルで色分けされて表示されます。 これらのメ ッセー

ジを調べて、問題の分析と解決に役立てるこ とができます。 また、特定のイベン トやしきい値の違反に対し、

修復アクシ ョ ンが事前に定義されています。 この修復アクシ ョ ンは、自動的に実行されるか、またはオペレー

タによ り開始されます。 メ ッセージ テキス ト をダブルク リ ッ クする と、 [指示文 ] タブ内に修復アクシ ョ ンが

表示され、 [ メ ッセージ プロパティ ] ウ ィンド ウの [注釈 ] タブ内に、 自動で生成されたメ ト リ ッ ク  レポート

が表示されます。 監視機能は、ツールのク リティカルなイベン トに関する警告機能と、アプリ ケーシ ョ ン サー

バーの重要なパフォーマンス  メ ト リ ッ クのログ機能で構成されています。 ログに記録されたメ ト リ ッ クは、

グラフの作成に使用できます。 ポ リシーの詳細は、 概要 (45ページ ) を参照してください。

ツール

WebLogic SPI を HPOM と共に使用するこ とによ り、 WebLogic Server を使用するシステムを一元的に監

視して管理できるツールが提供されます。 WebLogic SPI ツールでは、 特定の管理ノード上のサーバー イン

スタンスを選択し、そのインスタンス と管理サーバーの接続を設定できます。 WebLogic SPI ツールには、設

定、 ト ラブルシューティング、 レポート生成ユーティ リ ティがあ り ます。 WebLogic ツールのための SPI は、

次のツール グループに分かれています。

• WebLogic Admin

• メ ト リ ッ ク  レポート

• SAP Admin

• JMX Metric Builder: このツール グループは、 SPIJMB ソフ ト ウェア バンドルをインス トールしてい

る場合にのみ利用できます。 

ツールの詳細は、 第4章 「ツールの使用」、 『 HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オン

ラインヘルプ 』、または『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ PDF』
を参照して ください。 

レポート

SPI パッケージには、SPI で提供されるデフォルトのレポート作成ポ リシーが含まれています。 レポートは、

WebLogic SPI データを使用して、Reporter によって生成されます。 レポートでは、統合的な履歴データが、

管理用のプレゼンテーシ ョ ン形式で Web ページと して生成されます。 このレポート を参考にして、一定期間

の WebLogic Server のパフォーマンスを分析できます。 WebLogic SPI と  HP Reporter を統合して、統合的

なレポー ト を取得する方法の詳細は、 第6 章 「HP のレポー ト 作成およびグラフ作成 ソ リ ューシ ョ ン と

WebLogic SPI との統合」 を参照してください。

グラフ

SPI パッケージには、SPI で提供されるデフォルトのグラフ作成ポリシーが含まれています。 グラフは、SPI
によって作成されたデータソースで収集されたメ ト リ ッ クから描画されます。 これらのグラフは、 サーバー

の用途、 可用性、 およびパフ ォーマンスの傾向を分析するために使用されます。 WebLogic SPI と  HP
Performance Manager を統合して、 統合的なグラフを取得する方法の詳細は、 第6章 「HP のレポート作成

およびグラフ作成 ソ リ ューシ ョ ンと  WebLogic SPI との統合」 を参照して ください。
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WebLogic SPI の機能

WebLogic SPI のメ ッセージ生成、 レポート作成、 アクシ ョ ン実行の各機能は、 HPOM のポリ シーの概念を

基にしています。 このポ リシー内の設定によ り、 WebLogic Server 内のさまざまな条件が定義され、 HPOM
管理サーバーに情報が送り返されます。 この情報を利用して、潜在的または既存の問題に未然に対処し、Web
ト ランザクシ ョ ン処理に深刻な悪影響が出ないよ うにするこ とができます。 WebLogic SPI は、 以下のセク

シ ョ ンで説明される機能を備えています。

サーバーのパフォーマンスおよび可用性の情報の収集と解釈

WebLogic SPI を設定し、 ポ リシーを管理対象のノードに配布する と、 SPI はサーバー パフォーマンスと可

用性データの収集を開始します。 このデータは配布されたポ リ シー内の設定と比較されます。 これらのポ リ

シーは、 キューのスループッ ト率、 キャ ッシュの使用の割合、 タイムアウ ト率、 平均ト ランザクシ ョ ン時間

など、 WebLogic Server 内で発生する条件を定義します。 ポ リシーでは、 デフォルトのしきい値と比較して

これらの条件が監視され、 しきい値を超える と メ ッセージが生成されます。

情報の表示

しきい値を超える と、 WebLogic SPI ポ リ シーはメ ッセージを生成します。 このメ ッセージは、 以下のよ う

に表示されます。

メ ッセージ ブラウザのメ ッセージ : HP Operations エージェン ト  ソフ ト ウェアは、 WebLogic Server のパ

フォーマンス と可用性に関して取得した値をこれらの特定領域に関連するモニタ  ポ リ シー設定と比較しま

す。 適切なメ ッセージを HPOM コンソールに転送します。 これらのメ ッセージは、 HPOM メ ッセージ ブラ

ウザでは重要度レベルで色分けされて表示されます。

指示文 : WebLogic DB SPI プログラムが生成したメ ッセージには、 問題を分析し、 解決するのに役立つ指示

文が含まれています。 イベン トに割り当てられている修復アクシ ョ ンを手動で実行するか、 自動で開始でき

ます。

指示文は、 [ メ ッセージ プロパティ ] ウ ィンド ウに存在します。 メ ッセージ テキス ト をダブルク リ ッ  ク しま

す。 [ メ ッセージ プロパティ ] ウ ィンド ウが表示されます。 指示文を表示するには、 [指示文 ] タブをク リ ッ ク

します。 指示文は、 HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server SPI オンライン ヘルプおよび

HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server SPI オンライン ヘルプ PDF にも記載されていま

す。

ASCII テキスト  レポート : 指示文以外に、一部のメ ッセージでは自動アクシ ョ ン レポートが生成されます。

このレポートには、特定の WebLogic Server インスタンスの状態が表示されます。 レポートが使用可能な場

合、 [ メ ッセージ プロパティ ] ウ ィンド ウの [注釈] タブをク リ ッ ク して表示できます。

HP Reporter を使用したレポートの生成

WebLogic SPI を HP Reporter と統合し、 管理用の Web ベースのレポート を生成できます。 WebLogic SPI
レポート  パッケージには、 これらのレポート生成のポ リ シーが含まれています。 レポー ト  パッケージは、

Reporter の Windows システムにインス トール可能です。
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製品のインス トールと基本設定を完了する と、Reporter によ り、要約および統合されたデータのレポートが

毎晩生成されます。 このレポート を参考にして、一定期間の WebLogic Server のパフォーマンスを評価でき

ます。

Reporter は WebLogic SPI データを使用して、 サーブレッ ト の要求率、 ト ランザクシ ョ ンのスループッ ト

率、 平均ト ランザクシ ョ ン実行時間などを示すレポート を生成します。

HP Performance Manager によるデータのグラフ作成

WebLogic SPI によ り収集されたメ ト リ ッ クはグラフ化できます。 値を表示して ト レン ドの分析に使用でき

ます。

WebLogic SPI を HP Performance Manager に統合し、 グラフを生成して表示できます。 (SPI Admin ツー

ル グループから  [View WLSSPI Graphs] ツールを使用し てグ ラ フを表示し ます )。 これらのグ ラ フは、

WebLogic SPI によ り収集されたメ ト リ ッ ク値を示します。 

ポリシーおよびメ ト リ ッ クのカスタマイズ

WebLogic SPI ポ リ シーはカスタマイズせずに使用するこ と も、 使用する環境に応じて変更するこ と もでき

ます。 実行可能な変更とカスタマイズの一部を以下に示します。

• デフォルト  ポ リシーの変更 : ポ リシー内で次のデフォルト設定を変更できます。

― 収集間隔

― しきい値

― メ ッセージ テキス ト

― 期間

― 条件の重要度レベル

― 条件に割り当てられたアクシ ョ ン (自動またはオペレータによる )

• カスタム ポ リ シー グループの作成 : デフォルトのポ リシーを土台と して、 カスタム ポ リシー グループ

を作成できます。 詳細については、第5章「WebLogic SPI ポ リシーのカスタマイズ」を参照してください。 

• カスタム メ ト リ ッ クの作成: ユーザー独自のメ ト リ ッ ク  (ユーザー定義メ ト リ ッ ク  (UDM)) を定義して、

WebLogic SPI の監視機能を拡張できます。 UDM の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for User
Defined Metrics Installation and Configuration Guide （HP Operations Smart Plug-in ユーザー定義

メ ト リ ッ ク  インス トールおよび設定ガイ ド）』 を参照してください。 
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第2章 WebLogic SPI のインストールおよびアップ

グレード
この章では、 さまざまな環境への WebLogic SPI のインス トールについて説明します。 WebLogic SPI をイ

ンス トールするために必要なすべての前提条件、 指示および手順について説明します。 以下のフローチャー

トに、 WebLogic SPI のインス トールおよび設定の概要を示します。

図1　 　 SPI のインストールと設定の手順のフローチャート

以下のハイパーリ ンクをク リ ッ クする と、 詳細な情報を検索できます。

表 1　 　 フローチャートの凡例の参照先

A 前提条件 (15ページ ) 

B WebLogic SPI のインス トール (16ページ ) 

C インス トールの確認 (19ページ ) 

D 前提条件 (23ページ ) 

E プログラムの配布 (26ページ ) 

F Discovery の実行 (26ページ ) 

G 検出プロセスを確認する  (28ページ ) 
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以下のフローチャートに、 WebLogic SPI のアップグレードの手順を示します。 

図2　 　 SPI のアップグレードの手順のフローチャート

以下のハイパーリ ンクをク リ ッ クする と、 詳細な情報を検索できます。

インス トール パッケージ

SPI パッケージ

最も重要なパッケージは、 HP Operations Smart Plug-ins.msi で、 すべての SP 機能が含まれています。 こ
のパッケージは、 HPOM によって管理されているサーバーにインス トールする必要があ り ます。 この SPI
は、 アプリ ケーシ ョ ン サーバーを監視するためのポ リシーと インス トルメンテーシ ョ ン (バイナリ またはス

ク リプ ト ) で構成されています。 監視機能は、アプリ ケーシ ョ ンのク リ ティカルなイベン トに関する警告機能

と、アプリ ケーシ ョ ン サーバーの重要なパフォーマンス  メ ト リ ッ クのログ機能で構成されています。 ログに

記録されたメ ト リ ッ クは、 グラフの作成に使用できます。 WebLogic SPI パッケージは、 メディアの以下の

場所にあ り ます。 <SPI DVD>\SPIs\WebLogic SPI\WLSSPI-Server.msi。

H 検出プロセスのト ラブルシューティング (82ページ ) 

I ポ リシーの配布 (29ページ ) 

J 設定を実行する  (30ページ ) 

表 1　 　 フローチャートの凡例の参照先

表 2　 　 フローチャートの凡例の参照先

A HP Operations Smart Plug-in Upgrade Toolkit を使用した WebLogic SPI の アップグ

レード  (19ページ ) 

B 前提条件 (20ページ ) 

C HPOM コンソールによる  WebLogic SPI のアップグレード  (20ページ ) 
14 第 2 章



グラフ作成パッケージ

このパッケージには、SPI で提供されるデフォルトのグラフ作成ポ リシーが含まれています。 グラフは、SPI
によって作成されたデータソースで収集されたメ ト リ ッ クから描画されます。 グラフ作成パッケージの名前

と場所は、 次のとおりです。 <SPI DVD>\SPIs\WebLogic SPI OVPM Configuration 

Package\HPOvSpiWlsGc.msi

レポート  パッケージ

このパッケージには、 SPI で提供されるデフォルトのレポート作成ポ リシーが含まれています。 これらのテ

ンプレートは、静的であ り、変更するには、 Crystal Reports 10.0 以降をインス トールする必要があ り ます。

Reporter は、 SPI によって管理されている ノードからのデータを HPOM サーバー経由で収集し、 ローカル

のデータベースに保存して、 デフォルトの SPI レポート  ポ リシーに基づいて .html レポート を作成します。

レポート  パッケージの名前と場所は、 次のとおりです。 <SPI DVD>\SPIs\WebLogic SPI Reporter
Package\WLSSPI-Reporter.msi

インス トール環境

HPOM 8.10 サーバーへの SPI コンポーネン トの標準インストール

HPOM 8.10 サーバーに、 HP Performance Manager のフル バージ ョ ンを イ ン ス ト ールでき ます。 HP
Operations Smart Plug-Ins DVD から、グラフ作成パッケージはインス トールせず、SPI パッケージだけを

インス トールするこ とができます。 ただし、 同じマシンに Performance Manager のフル バージ ョ ンがイン

ス トールされている場合は、 対応するパッケージのインス トールまたはアンインス トールを HPOM 8.10
サーバーで行う こ とができます。

スタンドアロンの HP Performance Manager

スタンドアロンの HP Reporter または HP Performance Manager がインス トールされているマシンでは、

HP Operations Smart Plug-Ins DVD の SPI の対応するパッケージだけが有効になり、使用するこ とができ

ます。 たとえば、 HP Performance Manager だけがインス トールされているシステムには、 WebLogic SPI
のグラフ パッケージをインス トールできます。

HPOM クラスタ環境への SPI コンポーネン トのインストール

HPOM ク ラスタ環境では、ク ラスタに存在する各システムに HPOM 8.10 サーバーをインス トールする必要

があ り ます。 SPI は、 ク ラスタ環境に存在する各ノードにインス トールするこ とができます。

前提条件

SPI をインス トールする前に、 ハード ウェアと ソフ ト ウェアの要件を満たします。 WebLogic SPI をインス

トールする前に、 HPOM サーバーおよび検出パッケージをインス トールします。 WebLogic SPI のインス

トールを始める前に HPOM セッシ ョ ンを停止する必要はあ り ません。
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ハードウェア要件

管理サーバーと管理ノードのハード ウェア要件の詳細は、 HP Operations Manager for Windows のマニュ

アルを参照して ください。

ソフ トウェア要件

WebLogic SPI のインス トール前に、 以下のソフ ト ウェア要件が満たされているこ とを確認します。

管理サーバーの場合 :

• WebLogic Application Server のバージ ョ ン : 9.x, 10.x

• HP Operations Manager for Windows: 8.10 および最新パッチ

• HP Performance Manager (HP-UX、 Solaris、 Windows): 8.20 (グラフを生成する場合に必要です )

• HP Reporter: 3.80

• HP Operations SPI Data Collector (DSI2DDF): 2.40

• HP SPI Self-Healing Services。 (SPI-SHS-OVO は SPIDVD を使用した SPI のインス トール時に自動

的にインス トールされる ): 3.00

• JMX Component (SPIDVD を使用した SPI のインス トール中に自動的にインス トールされます ): 7.00

管理ノードの場合 :

• HP Operations エージェン ト  (バージ ョ ン 8.53 または 8.60 (HTTPS) および 7.35 (DCE)) がインス トー

ルおよび設定されている必要があ り ます。

• HP Performance Agent: 5.00 (データのログ記録に HP Performance Agent を使用する場合に必要です)

WebLogic SPI のインストール

ローカル管理サーバー

管理サーバーに WebLogic SPI をインス トールするには、 以下の手順を実行します。

1 HP Operations Smart Plug-ins DVD を管理サーバーの DVD ド ラ イブに挿入します。 

[HP Operations Smart Plug-ins InstallShield ウ ィザード ] が起動されます。

2 [次へ ] をク リ ッ ク します。

[SPl リ リース ノートおよび他のドキュ メン ト ] ウ ィンド ウが開きます。

3 [次へ ] をク リ ッ ク します。

 [プログラムの保守 ] ウ ィンド ウが表示されます。

4 [製品のインス トール ] チェッ クボッ クスを選択し、 [次へ] をク リ ッ ク します。 

管理サーバーに SPI がインス トールされていない場合は、[プログラムの保守 ] ウ ィンド ウの代わりに [製品

の選択 ] ウ ィンド ウが開きます。
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[アンインス トールする製品の選択 ] ウ ィンド ウが表示されます。

5 表示されたオプシ ョ ンから  [BEA WebLogic Server] のチェッ クボッ クスを選択し、 [次へ ] をク リ ッ ク し

ます。

[自動配布の有効化 / 無効化 ] ウ ィンド ウが開きます。

6 HP Operations Manager は、必要な場合にのみポ リシーを自動配布します。 自動配布機能を無効にする

か、 有効にするかを選択して、 [次へ ] をク リ ッ ク します。

[使用許諾契約 ] ウ ィンド ウが開きます。

7 [使用許諾契約書の条項に同意します ] チェッ ク  ボッ クスを選択するこ とによって、ライセンスの使用許諾

条件に同意し、 [次へ ] をク リ ッ ク します。

[プログラムを変更する準備ができました ] ウ ィンド ウが開きます。
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8 [戻る ] ボタンを選択する と、 以前に選択した項目を変更できます。 編集しない場合は、 [ インス トール ]

をク リ ッ ク してインス トールを開始します。

9 インス トール プログラムの進捗に伴って、 ダイアログに表示されるステータスがさまざまに変化しま

す。 システムの処理速度やインス トール対象のコンポーネン トにもよ り ますが、 インス トール プロセス

の完了までには数分かかり ます。

10 [完了 ] をク リ ッ クする と インス トールが完了します。

BEA WebLogic Server SPI がインス トールされました。

クラスタ環境の場合

まず、 ク ラスタの各システムに HPOM 管理サーバーをインス トールする必要があ り ます。 管理サーバー ク
ラスタのインス トールが完了後、 WebLogic SPI をインス トールする設定の準備が整っています。 ク ラスタ

内の各ノードに WebLogic SPI をインス トールするための十分なディ スクの空き容量があるこ とを確認して

ください。

HPOM 管理サーバーのインス トール後、 次の手順を実行します。

• ク ラスタ内で最初にインス トールする場合 ( ノード  A): 標準のインス トール手順に従い、 製品を選

択します。 ノード  A へのインス トールが完了後、次のシステムのノード  B に進むよ うに指示されま

す。

• ク ラスタ内のノード  B にインス トールする場合 :  同じ手順に従います。 製品を選択する必要はあ り

ません。 インス トール時にクラスタの構成が検出され、 必要な製品選択情報がノード  A から ノード

B にコピーされます。

• ク ラスタ内のノード  C および残りのすべてのシステムにインス トールする場合: ノード  B と同じ手

順に従います。 製品を選択する必要はあ り ませんが、 インス トールがすべて完了するまでインス

トール パッケージをノード  B (既にインス トールが完了したク ラスタ内のシステム ) から ノード  C
( ク ラスタ内のインス トール対象のシステム ) にコピーします。

最初のクラスタ対応の管理サーバーへの WebLogic SPI の選択およびインストール

すべてのタスクをローカル管理サーバー (16ページ ) に記載されたとおりに実行し、 次の管理サーバーに進

みます。

次のクラスタ対応の管理サーバーへの WebLogic SPI のインストール

以下の手順をインス トールがすべて完了するまで、 ク ラスタ内の各管理サーバー上で繰り返し実行します

(HP Operations Manager ク ラスタインス トールで定義されている とおり )。

1 HP Operations Smart Plug-ins DVD を管理サーバー システムの DVD ド ラ イブに挿入し、表示される

説明に従います。

インス トールを開始した後、 [キャンセル ] ボタンを選択しても、 インス トール プロセス全体は中止されませ

ん。 現在インス トール中の製品 (ステータス領域に表示されている ) のインス トールのみが中止され、選択し

た次の製品のインス トールが開始されます。

開始する前に、 インス トール対象の WebLogic SPI をインス トールするための十分なディ スクの空き容量が

各管理サーバーにあるこ とを確認して ください。 インス トール中にインス トールをキャンセルする と、 一部

のコンポーネン トだけがインス トールされ、それらのインス トール済みのコンポーネン ト を手動で削除する

必要がある場合があ り ます。
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2 インス トールが完了後、 ク ラスタ内のすべての管理サーバーへのインス トールが完了するまで、 次の管

理サーバーに進みます。

インス トールの確認

次の手順を実行して、 WebLogic SPI のインス トールを確認します。

• インス トールされている  SPI のポ リシーのバージ ョ ンを確認します。 7.00 である必要があ り ます。

• すべてのプログラム ファ イルが\%OvShareDir%\Instrumentation\Categoriesに存在するこ と

を確認します。

• %ovinstalldir% にある  cscript List_Installed_SPI_Versions.vbs を実行して、インス トー

ル済み SPI のバージ ョ ンを確認できます。

WebLogic SPI のアップグレード

サポー ト される ソフ ト ウェア、 機能強化、 修正、 および既知の問題と回避策については、 HP Operations
Smart Plug-ins DVD の
 \Documentation\Releasenotes\WebLogic_AppServer_Releasenotes.html に収録されている

『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server Release Notes』 (英語 ) を参照してください。

WebLogic SPI は、 HP Operations Smart Plug-in Upgrade Toolkit (SPI Upgrade Toolkit) または HPOM
for Windows コンソールからアップグレードできます。

HP Operations Smart Plug-in Upgrade Toolkit を使用した WebLogic SPI の
アップグレード

HP Operations Smart Plug-in Upgrade Toolkit (SPI Upgrade Toolkit) バージ ョ ン 2.0 を使用する と、ポ リ

シーに対するカス タマイズを維持したま ま、 WebLogic SPI をア ップグレード でき ます。 SPI Upgrade
Toolkit では、 WebLogic SPI アップグレード処理中に、 ポ リ シーのカスタマ バージ ョ ンに加えた変更を保

存できます。 特定のポ リ シーに対して、 SPI Upgrade Toolkit はベース、 カスタマおよびファ ク ト リの 3 つ
のバージ ョ ンを分析および比較し、要件に応じてベース、 カスタマおよびファ ク ト リ  バージ ョ ンのポ リ シー

の設定を選択できます。 SPI Upgrade Toolkit を使用して WebLogic SPI をアップグレードするには、 『HP
Operations Smart Plug-in Upgrade Toolkit Windows User Guide(HP Operations Smart Plug-in Upgrade
Toolkit Windows ユーザー ガイ ド ) 』 に定義された指示に従ってください。

ポリシーの変更

アップグレード処理中に、 SPI for WebLogic Server ポ リシー グループに含まれる既存の WebLogic SPI ポ
リシーは、 別のポ リシー グループに保存されます。 過去に WebLogic SPI ポ リシーをカスタマイズしている

場合には、 新しいバージ ョ ンのポ リ シーを同じよ うにカスタマイズする必要があ り ます。 新し く インス トー

ルしたポ リシーを旧バージ ョ ンのポ リシーと比較して、 新しいポ リシーをカスタマイズしてください。

HPOM コンソールは、 ク ラスタ内のすべてのノードでインス トールが完了するまで、正常に機

能しません。
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前提条件

1 次の場所にある既存の WebLogic SPI 設定ファイルをバッ クアップします。

\%OvShareDir%\SPI-Share\wasspi\wls\conf\SiteConfig

2 InstallShield ウ ィザード  ( インス トーラ ) を実行して新しいバージ ョ ンの WebLogic SPI をインス トー

ルします。

イ ン ス ト ーラは、 旧バージ ョ ンの WebLogic SPI がイ ン ス ト ールされている こ と を検出する と、

WebLogic SPI を新しいバージ ョ ンにアップグレード します。 以下のタスクが実行されます。

• 既存の SPI for WebLogic Server ポリ シー グループの名前を  SPI for WebLogic Server - Saved
Policies に変更します。 SPI for WebLogic Server ポリ シー グループ内のカスタマイズしたデフォル

ト のポリ シーは、 SPI for WebLogic Server - Saved Policies ポリ シー グループに保存されています。

• 管理サーバー上の WebLogic SPI プログラムをアップデート します。

• 管理サーバーに新しいツール、 ポ リシー、 およびグラフ ファ イルをインス トールします。 

HPOM コンソールによる WebLogic SPI のアップグレード

WebLogic SPI をバージ ョ ン 7.00 にアップグレードするには、 以下の手順を実行します。

1 WebLogic SPI バージ ョ ン 7.00 ソフ ト ウェアをインス トールします。 WebLogic SPI のインス トール

(16ページ ) を参照して ください。

2 SPI for WebLogic Server ノード  グループを更新します。

コンソール ツ リーで、 [ ツール ] → [SPI for WebLogic Server]  → [WebLogic Server Admin]  → [Create

WLSSPI Node Groups] を選択します。

WebLogic SPI サービス  マップにある ノードはすべて、 SPI for WebLogic Server ノード  グループに配

置されています。

3 既存のノードから旧バージ ョ ン (バージ ョ ン 5.x 以前 ) の変更された WebLogic SPI ポ リシー (ポ リ シー

の変更 (19ページ ) 参照 ) をすべてアンインス トールします。 こ こでは、 旧 SPI for WebLogic Server ポ
リ シー グループから移動され、 SPI for WebLogic Server - Saved Policies ポ リ シー グループに含まれ

ていないカスタマイズされたポ リシーもすべて削除します。

a コンソール ツ リーで、 [ポリシー管理 ] → [ポリシー グループ ] を選択します。

b [SPI for WebLogic Server - Saved Policies] ポ リシー グループを選択します。

c このバージ ョ ンで変更されたポ リシーを右ク リ ッ ク します。

d [すべてのタスク ]  → [アンインス トールする対象ノード ] を選択します。

e [SPI for WebLogic Server] ノード  グループを選択します。 [OK] をク リ ッ ク します。

f SPI for WebLogic Server - Saved Policies ポ リシー グループに含まれていない、カスタマイズされ

ているすべての WebLogic SPI ポ リシーに対してこれらの手順を繰り返します。

SPI をアップグレードする場合、 既存の WebLogic SPI データソースを手動で削除する必要があ り ます。 
例 : ddfutil /<Agent_Dir>/wasspi/wls/datalog/graph.log -rm all。 新しいデータソースが作

成され、 既存のデータは失われます。 CODA または HP Performance Agent のいずれを使用している場合

でも、 データソースが削除されます。 以前のバージ ョ ンからアップグレード しても、 設定エン ト リはすべて

保存されます。
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4 以下の手順に従って、 SPI for WebLogic Server ノード  グループに新しいプログラムを配布します。

a [SPI for WebLogic Server] ノード  グループを右ク リ ッ ク します。

b [すべてのタスク ] → [プログラムの配布] を選択します。 

c [SPI for WebLogic Server]、 [WLSSPI Discovery]、 および [SPI for JMX Application Servers] を選択

します。

d [新しいプログラムを配布する前に、既存のプログラムをすべて削除する ] チェッ クボッ クスが選択

されていないこ とを確認します。

e [OK] をク リ ッ ク します。

5 WLSSPI ポ リシー グループ内の変更されたポ リシーを、 カスタマイズされている旧バージ ョ ンのポ リ

シーに合わせてカスタマイズします。 この作業は、 新旧のポ リシーを開いて、 横に並べて比較しながら

行います。

6 変更されたポ リシーを配布します。

WLSSPI ポ リ シー グループの変更されたポ リ シーをすべての WebLogic ノードに配布するには、 変更

されたポ リシーを SPI for WebLogic Server ノード  グループにド ラ ッグ アンド  ド ロ ップします。 

変更されたポ リシーを選択した WebLogic ノードに配布するには、 以下の手順を実行します。

a 変更されたポ リシーを右ク リ ッ ク します。

b [すべてのタスク ] → [配布先ノード ...] を選択します。

c ポ リシー グループを配布する ノード  (1 つまたは複数 ) を選択します。 

d [OK] をク リ ッ ク します。

WebLogic SPI のアップグレード後、 BEA WebLogic Server のインスタンスを管理ノードに追加する場合、

Discover or Configure WLSSPI ツール (Discover ツール ) をそのノードで実行する必要があ り ます。
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第3章 WebLogic SPI の設定
この章では、 HPOM 用に WebLogic SPI を設定する方法について説明します。 まず、設定の前提条件をすべ

て満たします。 その後で基本設定を行い、 環境に応じて追加設定を行います。

前提条件

WebLogic SPI を設定する前に、 以下のタスクを実行します。

アプリケーシ ョ ン サーバーのステータスを確認する

WebLogic 管理コンソールからアプ リ ケーシ ョ ン サーバーのステータスを調べる こ とによ り、 アプ リ ケー

シ ョ ン サーバーが動作しているこ とを確認できます。 WebLogic SPI 検出ポ リ シーは、 動作しているアプリ

ケーシ ョ ン サーバーだけしか検出しません。
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図3　 　WebLogic Server Console

WebLogic ログイン情報を収集する

各 WebLogic Administration Server の WebLogic ログインとパスワードを収集します。

既存のログインとパスワードを使用した くない場合は、 それらを新たに作成します。 ログインとパスワード

は、 WebLogic SPI 検出プロセスが基本設定情報を収集するため、 および WebLogic SPI データ  コレクタが

メ ト リ ッ クを収集するために使用します。

すべての WebLogic Administration Server にアクセスするためのログイン とパスワードが同じであれば、

WebLogic SPI の設定は簡単です。

WebLogic Server のインスタンスがデフォル ト とは異なるサーバー ログイン名とパスワードを持っている

場合には、 Discover or Configure WLSSPI ツールを起動する前に設定エディ タを使用して、 そのサーバー

のログイン情報を明示的に設定する必要があ り ます。 Discover or Configure WLSSPI ツールの詳細は、『HP
Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ』、 または 『HP Operations Smart
Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ PDF』 を参照して ください。
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WebLogic Server バージョ ン 9.x 以上の場合

WebLogic Server バージ ョ ン 9.x 以降を実行している場合は、 WebLogic Server のインス トール時に設定し

た管理ログインを使用するか、 WebLogic Administrators または Monitors グループに属するユーザーを使

用するこ とができます。

Administrators または Monitors グループに属するユーザーを設定するには、 WebLogic 管理コンソールを

使用します。 ユーザーの作成方法およびユーザーをグループに割り当てる方法の詳細は、 『WebLogic リ ソー

スのセキュ リティ』 の 「ユーザとグループ」 を参照して ください

(http://e-docs.bea.com/wls/docs70/secwlres/usrs_grps.html または

http://e-docs.bea.com/wls/docs81/secwlres/usrs_grps.html)。

HPOM 管理ノード名を収集する

WebLogic Administration Server が動作している  HPOM 管理対象ノードの名前を収集します。 WebLogic
SPI を設定する と きには、 それらの管理ノードを選択する必要があ り ます。

Monitors グループに属するユーザーは、 HPOM コンソールから  Start WebLogic または Stop WebLogic
ツールを使用して WebLogic Server を起動または停止したり、UDM を作成する場合に指定した属性に値を

割り当てて JMX アクシ ョ ンを実行する と きに、 JMX 呼び出しの 「設定」 を実行するこ とはできません。

WebLogic 管理サーバーだけしかインス トールされていない HPOM 管理対象ノードの名前は収集する必要

はあ り ません。 それらの管理対象ノードでは、 WebLogic 管理サーバーが動作している限り、 WebLogic SPI
の基本設定を完了した時点で自動的に WebLogic 管理サーバーが検出されます。 
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WebLogic SPI の設定

HTTP モードで動作している  WebLogic Server 用に WebLogic SPI の基本設定を行うには、 以下のタスク

を実行します。

1 プログラムの配布

2 Discovery の実行

3 検出プロセスを確認する

4 追加のプロパティを設定する

5 ポ リシーの配布

6 設定を実行する

HTTPS モードで動作している  WebLogic Server 用に WebLogic SPI を設定する方法の詳細は、 HTTPS
モードで動作している  WebLogic Server 用に WebLogic SPI を設定する  (30ページ ) を参照してください。

プログラムの配布

1 HPOM コンソールで、 [Operations Manager] → [ ノード ] を選択します。

2 Discover or Configure WLSSPI ツールを実行する管理ノードを右ク リ ッ ク します。

3 [すべてのタスク ] → [プログラムの配布] を選択します。 

[プログラムの配布 ] ウ ィンド ウが表示されます。

4 プログラム ファ イルのリ ス トから、 [JMX] → [SHS_Data_Collector] → [SPIDataCollector] →
 [WebLogic] を選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

これらのファイルの配布が成功したかど うかを確認するには、[ポ リシー管理 ] の下の [配布ジ ョブ ] をチェッ

ク します。 エラー メ ッセージがあってはいけません。

Discovery の実行

1 HPOM コンソールで、 [Integrations] → [HPOM for Unix Operational UI] を選択します。

2 Discover or Configure WLSSPI ツールを起動する ノードを選択します。

3 このノードを右ク リ ッ ク します。

4 [スタート ] → [SPI for WebLogic] → [SPI Admin] → [Discover or Configure WLSSPI] を選択します。 

[Tool Selector] ウ ィンド ウが表示されます。

5 Launch Discover ツールのラジオ ボタンを選択して、[OK] をク リ ッ ク します。 デフォルトでは、Launch
Configure ツールのラジオ ボタンが選択されています。

[Introduction] ウ ィンド ウが表示されます。

6 [Next] をク リ ッ ク します。 

[Configuration Editor] が開きます。

7 LOGIN、 PASSWORD、 HOME または BEA_HOME_LIST および JAVA_HOME プロパティを既に設

定している場合は、 手順 8 に進みます。
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LOGIN、 PASSWORD、 HOME または BEA_HOME_LIST および JAVA_HOME プロパティを設定し

ていない場合は、 次の手順を実行して、 これらの必須のプロパティを設定します。

a  [Select a Property to Set] ド ロ ップダウン リ ス トで、 [Login] または [Password] を選択します。 

[Set Access Info for Default Properties] ウ ィンド ウが表示されます。 

WebLogic ログイン情報を収集する  (24ページ ) で収集したユーザー名とパスワードを入力します。

LOGIN および PASSWORD プロパティは、 この情報に対して設定されます。 

このウ ィンド ウで設定した LOGIN および PASSWORD のプロパティは、デフォルトの WebLogic
Admin Server のログインとパスワード と して使用されます ( これらはグローバル プロパティのレ

ベルで設定されます )。 つま り、 NODE レベルやサーバー固有の LOGIN および PASSWORD のプ

ロパティが設定されていない場合、WebLogic SPI はすべての WebLogic Administration Server に
アクセスするために、 この WebLogic のログインとパスワードを使用する という こ とです。 

すべての HPOM 管理ノード上のWebLogic Admin Server のログインとパスワードが、 どの

WebLogic Server でも同じである場合、 [Set Access Info for Default Properties] ウ ィ ン ド ウで

LOGIN および PASSWORD プロパティを設定して、 [OK] をク リ ッ ク します。

WebLogic Admin Server のログインとパスワードが WebLogic の各インスタンスで異なる場

合は、 LOGIN および PASSWORD プロパテ ィ を ノード またはサーバー固有のレベルで設定し、

WebLogic SPI 設定をカスタマイズして、 [OK] をク リ ッ クする必要があ り ます。

b [Select a Property to Set...] ド ロ ップダウン リ ス ト を使用して、 [HOME] または [HOME_LIST] を
選択し、 [Set Property] をク リ ッ ク します。 [HOME] または [HOME_LIST] の値を設定します。

c [Select a Property to Set...] ド ロ ップダウン リ ス トから、 [JAVA_HOME] を選択し、 [Set Property]

をク リ ッ ク します。 [JAVA_HOME] の値を設定します。

8 [Next] をク リ ッ ク してあらゆる変更を保存し、 エディ タを終了します。

LOGIN、 PASSWORD、 HOME または BEA_HOME_LIST および JAVA_HOME プロパティ

は必須ですので、 設定されている こ と を確認して く ださい。 SPI の以前のバージ ョ ンでは、

LOGIN および PASSWORD のみが必要なプロパティになっていました。
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9 [Confirm Operation] ウ ィンド ウが表示されます。 操作が実行される ノードを確認します。 [OK] をク

リ ッ ク します。

検出プロセスを確認する

環境内の管理対象ノードの数によっては、 確認が完了するまで数分かかり ます。

検出プロセスが正常に完了したこ とを確認するには、 以下の手順を実行します。

1 各管理ノードのメ ッセージ ブラウザに以下のメ ッセージが表示されているこ とを確認します。

WASSPI302: WLSSPI Discovery is Successful

環境内の管理対象ノードの数によっては、 すべての管理対象ノードについてこれらのメ ッセージが表示

されるのに数分かかり ます。

これらのメ ッセージが存在すれば、 WLSSPI Discovery ポ リシーは正常に配布されています。

これらのメ ッセージが存在しない場合は、 追加のプロパティを設定する  (29ページ ) に進みます。 

2 HPOM コンソールから、[Operations Manager] → [サービス ] → [アプリケーシ ョ ン ] → [WebLogic] を選

択します。 サービス  マップが表示されます。 サービス  マップ全体が表示されるまで、 しばら く時間がか

かり ます。

3 WebLogic Server のインスタンスが正し く表示されているこ とを確認します。

4 サービス  マップが表示されてから  10 分後に Verify ツールを実行し、管理対象ノードにインス トールさ

れているポ リシーのバージ ョ ンを確認します。 Verify ツールを起動するには、以下の手順を実行します。

a HPOM コンソールから、 [Operations Manager]  → [ ツール ] → [SPI for WebLogic Server]  → [SPI

Admin] を選択します。 

b [Verify] をダブルク リ ッ ク します。 [ このツールの起動場所の選択 ] ウ ィンド ウが開きます。

c Verify ツールを実行する ノードを選択します。 WebLogic Administration Server および WebLogic
管理サーバーを実行するすべての管理対象ノードを選択します。

d [起動 ] をク リ ッ ク します。

e [閉じる ] をク リ ッ ク します。

確認して問題がなければ、 WebLogic SPI の追加設定 (33ページ ) に進みます。 問題がある場合は、 追加のプ

ロパティを設定するに進みます。 

[Cancel] をク リ ッ ク して、 設定に変更を加えた場合には、 それらの変更は管理サーバー上の設

定に残り ます。 選択した管理ノードの設定を変更するには、 ノードを選択し、 Discover or 
Configure WLSSPI ツールを起動し、 Discover ツールを起動して、 設定エディ タから  [Next] 
→ [OK] をク リ ッ クする必要があ り ます。

次のタスクに進む前に、 検出プロセスが完了するまで待ちます。 検出プロセスが完了するまで

に数分かかる場合があ り ます。

検出プロセスが完了した後、 該当する  WebLogic SPI グループ ポ リシーが管理対象ノード上に

配布されます。 ポ リシーが配布された後に、WebLogic SPI 操作用に管理ノードをセッ ト アップ

するための自動手順が開始します。
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検出が正常終了する と、下図のよ うにサービス  マップが表示されます。 サービス  マップを使用する と、問題

のあるアプ リ ケーシ ョ ン /サービスがわかり ます。 サービス  マップ内の線は、 重要度のレベルによって色分

けされています。 たとえば、 赤い線は、 アプリ ケーシ ョ ンに重大な問題が発生しているこ とを示します。

追加のプロパティ を設定する

LOGIN、 PASSWORD、 HOME または BEA_HOME_LIST、 JAVA_HOME プロパテ ィは、 検出プロセス

に必要な基本のプロパティです。 その他にも、 使用環境に応じて情報を追加設定する必要があ り ます。

『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンラ イン ヘルプ』 、 または 『HP Operations
Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ PDF』 に一覧表示された設定プロパティを設定

できます。

上記のプロパティ  (1 つまたは複数 ) を設定するには、 設定を実行する  (30ページ ) の手順に従います。

ポリシーの配布

1 HPOM for Windows コンソールで、 [Operations Manager] → [ポリシー管理 ] → [ポリシー グループ ] を
選択します。

2 右ク リ ッ クで、 [SPI for WebLogic Server] → [すべてのタスク ] → [配布先ノード ...] を選択します。

3 ポ リシーを配布する管理ノードを選択します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

ポ リシーがノードに配布されます。
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設定を実行する

1 HPOM コンソールで、 [Integrations] → [HPOM for Unix Operational UI] を選択します。

2 Discover or Configure WLSSPI ツールを起動する  1 つまたは複数のノードを選択します。 

3 ノードを右ク リ ッ ク して、 [ スタート ] → [SPI for WebLogic] → [SPI Admin] → [Discover or Configure

WLSSPI]を選択します。 

[Tool Selector] ウ ィンド ウが表示されます。

4 [OK] をク リ ッ ク します。 デフォルト では、Launch Configure ツールのラジオ ボタンが選択されています。

[Introduction] ウ ィンド ウが表示されます。

5 [Next] をク リ ッ ク します。 

[Configuration Editor] が開きます。

6 [Select a Property to Set...] ド ロ ップダウン リ ス トからプロパティを選択し、グローバルまたはサーバー

固有のレベルで設定プロパティ を設定して、 [Set Property] をク リ ッ ク し、 プロパティの値を設定しま

す。 設定エディ タの利用の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライ

ンヘルプ 』、または『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ PDF』
を参照して ください。

7 [Save] を選択し、 設定に加えた変更を保存します。 変更を保存する と、 自動的に元に戻すこ とはできま

せん。

8 [Finish] を選択してエディ タを終了し、 管理ノードで WebLogic SPI の設定を開始します。

設定構造の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンラインヘルプ 』 、 または

『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ PDF』 を参照してください。

HTTPS モードで動作している WebLogic Server 用に WebLogic SPI を設定する

WebLogic Administration Server が t3s (HTTPS) で動作し、 それに対応する  WebLogic サーバーが t3
(HTTP) で動作している場合には、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、 [Operations Manager]  → [ ツール ] → [SPI for WebLogic Server]  → [SPI

Admin] を選択します。

2 [Discover or Configure WLSSPI] をダブルク リ ッ ク します。

3 WebLogic Administration Server が動作している管理対象ノードを選択します。

4 [起動 ] をク リ ッ ク します。 

[Tool Selector] ウ ィンド ウが表示されます。

5 Launch Discover ツールのラジオ ボタンを選択して、[OK] をク リ ッ ク します。 デフォルトでは、Launch
Configure ツールのラジオ ボタンが選択されています。

LOGIN、 PASSWORD、 HOME または BEA_HOME_LIST および JAVA_HOME プロパティ

が設定されているこ とを確認します。 必要なプロパティが設定されていないと、 次のウ ィ ンド

ウに進むこ とができません。 プロパティの設定方法の詳細は、 ステップ 7 (26ページ ) を参照し

て ください。

[Cancel] をク リ ッ クする と、行った変更は選択した管理ノードの設定には保存されず、管理サーバー上の設

定に残り ます。
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[Introduction] ウ ィンド ウが表示されます。

6 この情報を読んでから  [Next] をク リ ッ ク します。

[Configuration Editor] が開きます。

7 LOGIN、 PASSWORD、 HOME または BEA_HOME_LIST および JAVA_HOME プロパティを既に設

定している場合は、 次の手順に進みます。

LOGIN、 PASSWORD、 HOME または BEA_HOME_LIST および JAVA_HOME プロパティを設定し

ていない場合は、 次の手順を実行して、 これらの必須のプロパティを設定します。

a  [Select a Property to Set] ド ロ ップダウン リ ス トで、 [Login] および [Password] を選択します。 

[Set Access Info for Default Properties] ウ ィンド ウが表示されます。 

WebLogic ログイン情報を収集する  (24ページ ) で収集したユーザー名とパスワードを入力します。

LOGIN および PASSWORD プロパティは、 この情報に対して設定されます。 

このウ ィンド ウで設定した LOGIN および PASSWORD のプロパティは、デフォルトの WebLogic
Admin Server のログインとパスワード と して使用されます ( これらはグローバル プロパティのレ

ベルで設定されます )。 つま り、 NODE レベルやサーバー固有の LOGIN および PASSWORD のプ

ロパティが設定されていない場合、WebLogic SPI はすべての WebLogic Administration Server に
アクセスするために、 この WebLogic のログインとパスワードを使用する という こ とです。 

すべての HPOM 管理ノード上のWebLogic Admin Server のログインとパスワードが、 どの

WebLogic Server でも同じである場合、 [Set Access Info for Default Properties] ウ ィ ン ド ウで

LOGIN および PASSWORD プロパティを設定して、 [OK] をク リ ッ ク します。

WebLogic Admin Server のログインとパスワードが WebLogic の各インスタンスで異なる場

合は、 LOGIN および PASSWORD プロパテ ィ を ノード またはサーバー固有のレベルで設定し、

WebLogic SPI 設定をカスタマイズして、 [OK] をク リ ッ クする必要があ り ます。

LOGIN、 PASSWORD、 HOME または BEA_HOME_LIST および JAVA_HOME プロパテ ィは必須です

ので、設定されているこ とを確認してください。 SPI の以前のバージ ョ ンでは、LOGIN および PASSWORD
のみが必要なプロパティになっていました。
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b [Select a Property to Set...] ド ロ ップダウン リ ス ト を使用して、 [HOME] または [HOME_LIST] を
選択し、 [Set Property] をク リ ッ ク します。 [HOME] または [HOME_LIST] の値を設定します。

c [Select a Property to Set...] ド ロ ップダウン リ ス トから、 [JAVA_HOME] を選択し、 [Set Property]

をク リ ッ ク します。 [JAVA_HOME] の値を設定します。

8 ADMIN_PORTS および PROTOCOL プロパティを設定します。 PROTOCOL のデフォルト値は、 t3s
です。

9 ADMIN_PORTS は アプリ ケーショ ン  サーバーがリ スンする  SSL ポート です。 PROTOCOL プロパティ

には、 アプリ ケーショ ン  サーバーのポート で使用している通信方式 (SSL または 非 SSL) を指定します。

10 必要に応じて、 PASSPHRASE および KEYSTORE プロパティを設定します。 [Next] をク リ ッ ク し、 選

択したノードで検出を実行します。

KEYSTORE は、 SSL 信頼キース ト ア ファ イルへの完全修飾パスです。

PASSPHRASE は、WebLogic Administration Server の SSL 環境の KEYSTORE に設定したパスワー

ドです。 

プロパティの設定の詳細は、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプを参照してください。

Discovery が正常に完了後、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、 [Operations Manager]  → [ ツール ] → [SPI for WebLogic Server]  → [SPI

Admin] を選択します。 

2 [Discover or Configure WLSSPI] をダブルク リ ッ ク します。

3 検出された新しいサーバーを選択します。

4 [起動 ] をク リ ッ ク します。 

[Tool Selector] ウ ィンド ウが表示されます。

5 [OK] をク リ ッ ク します。 デフォルト では、Launch Configure ツールのラジオ ボタンが選択されています。

[Introduction] ウ ィンド ウが表示されます。

6 [Next] をク リ ッ ク します。 

[Configuration Editor] が開きます。

7 PROTOCOL プロパティの値に、 WebLogic サーバーで使用する  t3 を設定します。 WebLogic サーバー

用に PROTOCOL プロパテ ィの値を変更しない場合には、 WebLogic Administration Server 用のデ

フォルト値 (t3s) が設定されます。 設定プロパティの詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for BEA
WebLogic Server オン ラ イ ンヘルプ 』 、 または 『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic
Server オンライン ヘルプ PDF』 を参照して ください。

8 アクティブな Security Realm の下の BEA に、 MONITOR USER を作成します。

9 SERVER プロパティ内に新し く作成したユーザーの資格証明を使用します (サーバーの LOGIN およ

び PASSWORD プロパティに、 Monitor User に設定したよ うな値を設定します )。

WebLogic Server の各インスタンスについて、 上記の手順を繰り返します。

プロパティ  KEYSTORE、 PASSPHRASE、 および PROTOCOL は、 任意のレベル ( グローバル、 グループ、

ノード、 またはサーバー ) で設定できます。 SSL を使用する場合には PROTOCOL が必要です。 KEYSTORE
および PASSPHRASE の設定は、SSL 環境でキース ト アおよびパスフレーズを使用する場合にのみ必要です。

LOGIN、 PASSWORD、 HOME または BEA_HOME_LIST および JAVA_HOME プロパテ ィが設定され

ているこ とを確認します。 必要なプロパティが設定されていないと、 次のウ ィンド ウに進むこ とができませ

ん。 プロパティの設定方法の詳細は、 ステップ7 (26ページ )を参照して ください。
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WebLogic Administration Server およびそれに対応している  WebLogic サーバーが共に t3s (HTTPS) で動

作している場合でも、 WebLogic Administration Server および WebLogic サーバーは上記と同様に設定で

きます。 ただし、 WebLogic サーバーは WebLogic Administration Server と同じモードで動作しているた

め、PROTOCOL プロパティに t3 を設定してはいけません。 PROTOCOL プロパティには、デフォルト値の

t3s を設定します。

WebLogic SPI の追加設定

WebLogic SPI の基本設定が正常に完了した後、 Discovery ポ リ シーでは自動的には検出されなかったプロ

パティを設定するか、または追加のコンポーネン ト をインス トールおよび設定するこ とによって、WebLogic
SPI 設定を完了させる必要があ り ます。 これらのプロパティをどれだけ設定するかと、 追加のコンポーネン

ト を設定するかど うかは、 ユーザーの環境によって異なり ます。 

• ユーザー定義のメ ト リ ッ クを設定する場合、 インス トールの詳細は、 JMX Metric Builder のリ リース

ノー ト を参照して ください。 また、 設定の詳細は、 『JMX Metric Builder オンラ イン ヘルプ』 または

『JMX Metric Builder オンライン ヘルプ PDF 』 を参照してください。

• HP Performance Manager (別途購入 ) がインス トールされている場合、インス トールおよび設定の詳細

は、 WebLogic SPI を HP Performance Manager に統合 (74ページ ) を参照してください。

• HP Reporter (別途購入 ) がインス トールされている場合、インス トールおよび設定の詳細は、WebLogic
SPI を HP Reporter に統合 (71ページ ) を参照してください。

設定を更新するには、 設定を実行する  (30ページ ) の手順を実行します。

WebLogic SPI のプロパティの詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライ

ン ヘルプ』、 または 『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ PDF』 の

設定プロパティに関する項を参照して ください。

プロパティ 設定が必要な場合

START_CMD および STOP_CMD HPOM コン ソールから  Start WebLogic および Stop WebLogic
ツールを実行する場合。
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高可用性環境での WebLogic SPI

高可用性とは、一般的な用語であ り、 ビジネス  ク リ ティカルであるためにリ ソースを冗長化してダウンタイ

ムから保護する必要がある環境を表します。 高可用性を実現するためには、 多くの場合、 ク ラスタ  システム

が使用されます。 

WebLogic SPI は、 フェイルオーバーによって中断のない WLS 可用性を実現しているク ラスタ環境に対応

させるよ うに設定するこ とができます。 WebLogic SPI による監視は、 ク ラスタ環境に同期させる と、 故障

したノードからアクティブなノードに切り替えて行う こ とができます。

前提条件

高可用性環境で WebLogic SPI を使用するための前提条件は、 以下のとおりです。

• 管理サーバー : HPOM for Windows 8.10

• ノード : HP-UX MCSG ク ラスタ、 Veritas ク ラスタ  (WebLogic Server バージ ョ ン 10.x のみ )

• HPOM 8.x HTTPS および DCE エージェン ト  バージ ョ ン (詳細については、 エージェン ト  ク ラスタの

サポート  マ ト リ ッ クスを参照 )

高可用性環境での WebLogic SPI の設定

高可用性環境で WebLogic SPI を使用するよ うに設定するには、 以下のタスクを実行します。

WebLogic SPI 監視機能の設定ファイルを作成する

WebLogic SPI は、 ク ラスタ  アプリ ケーシ ョ ン設定ファイルと連携する監視設定ファイル

 <appl_name>.apm.xml を使用します。

<appl_name>.apm.xml ファ イルには、 管理ノードの WebLogic SPI テンプレートがすべて リ ス ト されま

す。 そのため、 非アクティブなノード とアクティブ ノードに応じて、 これらのテンプレート を無効または有

効にするこ とができます。

WLS 環境用のクラスタ  アプリ ケーシ ョ ン設定ファイルを作成するには、 以下の手順を実行します。

1 以下の構文を使用して、 <appl_name>.apm.xml ファ イルを作成します。

<?xml version="1.0"?>

<APMApplicationConfiguration>

<Application>
<Name> ... </Name>
<Template> ... </Template>
<StartCommand>wasspi_wls_perl -S wasspi_wls_clusterSvrApp -opt 
startMonitor $instance</StartCommand>
<StopCommand>wasspi_perl -S wasspi_clusterSvrApp -opt stopMonitor 
$instancename</StopCommand>

</Application>
</APMApplicationConfiguration>

2 <Name></Name> タグ内に、 namespace_name を入力します。

<appl_name> は namespace_name です。 詳細については、 『HP Operations Manager for UNIX HTTPS
Agent Concepts and Configuration Guide』 を参照してください。
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3 このファ イルは、 DCE エージェン トの場合には、 $OvDataDir/bin/instrumentation ディ レク ト

リ に保存し ます。 HTTPS エージェン ト の場合には、 $OvDataDir/bin/instrumentation/conf

ディ レク ト リに保存します。 

サンプルの wlsspi.apm.xml ファイル

<?xml version="1.0"?>

<APMApplicationConfiguration>

   <Application>

      <Name>wlsspi</Name>

      <Template>WLSSPI Java Discovery Error Log</Template>

      <Template>WLSSPI Java Collector Error Log</Template>

      <Template>WLSSPI Error Log</Template>

      <Template>WLSSPI-Logfile-Monitor</Template>

      <Template>WebLogic Log Template</Template>

      <Template>WLSSPI-05min</Template>

      <Template>WLSSPI-15min</Template>

      <Template>WLSSPI-1h</Template>

      <Template>WLSSPI-ConfigCheck</Template>

      <Template>WLSSPI-Performance</Template>

       <StartCommand>wasspi_perl -S wasspi_clusterSvrApp -opt startMonitor 

$instanceName</StartCommand>

       <StopCommand>wasspi_perl -S wasspi_clusterSvrApp -opt stopMonitor 

$instanceName</StopCommand>

    </Application>

</APMApplicationConfiguration>

エージェン トにパッシブ ノードでのポ リ シーの実行を禁止させるには、 <template></template> タグ内

にポ リシー名を記述する必要があ り ます。

クラスタ化されたアプリケーシ ョ ンの設定ファイルを作成する

ク ラ ス タ  アプ リ ケーシ ョ ン設定フ ァ イル apminfo.xml と  WebLogic SPI の <appl_name>.apm.xml
ファ イルを連携させて使用するこ とによ り、 WebLogic SPI の監視対象インスタンスをク ラスタの リ ソース

グループに関連付けるこ とができます。 これによ り、 同一ク ラスタ内のノード間でリ ソース  グループを移動

させる と、 故障したノードでの監視が停止し、 新しいノードで監視が開始されるよ うになり ます。

ク ラスタ  アプリ ケーシ ョ ン設定ファイル apminfo.xml を作成するには、 以下の手順を実行します。

1 テキス ト  エディ タを使用して、 ファ イルを作成します。 構文は以下のとおりです。 

<?xml version="1.0"?>

<APMClusterConfiguration>

<Application>
<Name>namespace_name</Name>
<Instance>
  <Name><Instance Name></Name>
  <Package><Package Name></Package>
</Instance>

<Application>

<appl_name>.apm.xml は、 アプリ ケーシ ョ ンのネームスペースに依存します。 インスタンス  レベルには

依存しません。 したがって、 パッケージ切り替え時に実行する起動および停止アクシ ョ ンには、 第 1 パラ

メータに対応するインスタンス名を指定する必要があ り ます。 環境変数 $instanceName は、 起動または停

止タスクの実行時に ClAw によ り設定されます。
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</APMClusterConfiguration>

2 <Name></Name> タグ内に、 namespace_name を入力します。

3 apminfo.xml ファ イルは、 HTTPS エージェン トの場合には、 $OvDataDir/conf/conf ディ レク ト

リに保存します。 DCE エージェン トの場合には、$OvDataDir/conf/OpC ディ レク ト リに保存します。

サンプルの apminfo.xml ファイル

<?xml version="1.0"?>

 <APMClusterConfiguration>

    <Application>

       <Name>wlsspi</Name>

       <Instance>

         <Name>MedRecServer</Name>

         <Package>ClusterService</Package>

       </Instance>

    </Application>

</APMClusterConfiguration>

要件に基づいて、 HTTPS または DCE エージェン ト用に WebLogic SPI を設定する

HTTPS または DCE エージェン ト用に WebLogic SPI を設定するには、 以下の手順を実行します。

1 プログラム ファ イルをターゲッ ト  ク ラスタ  ノードに配布します。

2 アクティブなク ラスタ  ノードをターゲッ ト と して、 Discover or Configure WLSSPI ツールを起動しま

す。 Discovery ツールの起動方法の詳細は、 Discovery の実行 (26ページ ) を参照してください。 

3 アクティブなク ラスタ  ノードをターゲッ ト と して、 Discover or Configure WLSSPI ツールを起動しま

す。 設定ツールの起動方法の詳細は、 設定を実行する  (30ページ ) を参照してください。

4 アクティブなノードにすべての必要なポ リシーを配布します。 ポ リシーの配布の詳細は、 ポ リ シーの配

布 (29ページ ) を参照してください。

5 手順 2、 3 および 4 をパッシブ ノード上で繰り返し実行します。 これらの手順をパッシブ ノード上で実

行するには、 パッシブ ノードへのフェイルオーバーが必要です (WebLogic を使用可能にするため )
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その他の検出と設定のシナリオ

この項では、 異なるセッ ト アップで検出を実行する方法について説明します。 いくつかの一般的なシナリオ

について、 例を示します。

使用例 1: 管理ポートがオン (WebLogic サーバーは HTTPS モードで動作 )

WebLogic サーバーの管理ポートが有効である場合には、 2 通りの検出シナリオが考えられます。 

シナリオ 1: WebLogic Administration Server は t3s (HTTPS) で動作しているが、 それに対応する WebLogic 
サーバーは t3 (HTTP) で動作している。

検出

1 Discover or Configure WLSSPI を起動します。 Discovery の実行 (26ページ ) を参照してください。

2 Configuration Editor で、 ADMIN_PORTS プロパティを設定します。 ADMIN_PORTS は アプリ ケー

シ ョ ン サーバーがリ スンする  SSL ポートです。

3 PROTOCOL プロパティに、 t3s を設定します (t3s は PROTOCOL のデフォルト値 )。 PROTOCOL で
は、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバーのポートで SSL または 非 SSL のいずれを使用しているかを指定しま

す。

4 必要に応じて、 PASSPHRASE および KEYSTORE プロパティを設定します。 [Next] をク リ ッ ク し、 選

択したノードで検出を実行します。

KEYSTORE は、 SSL 信頼キース ト ア ファ イルへの完全修飾パスです。

PASSPHRASE は、WebLogic Administration Server の SSL 環境の KEYSTORE に設定したパスワー

ドです。 

プロパティの設定の詳細は、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプのプロパティの設定に関する項を参照

して ください。

設定

Discovery が正常に完了した後、 以下の手順を実行します。

1 Discover or Configure WLSSPI ツールを起動します ( このツールを起動する方法については、設定を実

行する  (30ページ ) を参照してください )。

WebLogic Administration Server が仮想 IP で動作している場合 ( 非ク ラ ス タ環境 ) には、

ADMIN_PORTS プロパテ ィ の設定時に仮想 IP ア ド レ ス を指定する必要があ り ます。

ADMIN_PORTS の値に、 <ip address>:port を設定します。 ク ラスタ環境での設定の詳細は、

高可用性環境での WebLogic SPI (34ページ ) を参照してください。

プロパティ  KEYSTORE、 PASSPHRASE、 および PROTOCOL は、 任意のレベル (グローバ

ル、 グループ、 ノード、 またはサーバー ) で設定できます。 SSL を使用する場合には 
PROTOCOL が必要です。 KEYSTORE および PASSPHRASE の設定は、 SSL 環境でキース

ト アおよびパスフレーズを使用する場合にのみ必要です。
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2 Configuration Editor で、 PROTOCOL プロパティの値に、 WebLogic サーバーで使用する  t3 を設定し

ます。

3 アクティブな Security Realm の下の BEA に、 MONITOR USER を作成します。 

4 SERVER_LOGIN および SERVER_PASSWORD プロパティの値に、 Monitor ユーザーの資格証明と

同等の設定をします。

5 WebLogic Server の各インスタンスについて、 1～4 の手順を繰り返します。

シナリオ 2: WebLogic Administration Server およびそれに対応している WebLogic サーバーが共に t3s (HTTPS) 
で動作している

1 Discover or Configure WLSSPI ツールを実行し、 プロパティをシナリオ 1 と同じよ うに設定します。

2 Discovery が正常に完了した後、 以下の手順を実行します。 

a Discover or Configure WLSSPI ツールを起動します ( このツールを起動する方法については、設定

を実行する  (30ページ ) を参照してください )。

b PROTOCOL プロパティに、 デフォルト値 t3s を設定します。

c アクティブな Security Realm の下の BEA に、 MONITOR USER を作成します。 

d SERVER_LOGIN および SERVER_PASSWORD プロパティの値に、 Monitor ユーザーの資格証

明と同等の設定をします。

e WebLogic Server の各インスタンスについて、 a～d の手順を繰り返します。

使用例 2: 管理ポートがオンでない (WebLogic サーバーは仮想 IP で動作 )

WebLogic サーバーが仮想 IP で動作し、管理ポート をオンにしていない場合には、以下の手順で検出を実行

します。

1 Discover or Configure WLSSPI を起動します。 Discovery の実行 (26ページ ) を参照してください。

2 Configuration Editor で、 NODE_NAMES および ADDRESS プロパティを設定します。 

3 [Next] をク リ ッ ク します。 [Confirm Operation] ウ ィンド ウが表示されます。

[OK] をク リ ッ ク し、 選択した管理対象ノードで検出を実行します。

WebLogic サーバー用に PROTOCOL プロパテ ィ の値を t3 に変更し ない場合には、

PROTOCOL には WebLogic Administration Server 用のデフォルト値 (t3s) が設定されます。

設定プロパティの優先順位の詳細は、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプのプロパティの設定

に関する項を参照して ください。

ク ラスタ環境での設定の詳細は、 高可用性環境での WebLogic SPI (34ページ ) を参照してください。
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WebLogic SPI を HP Performance Agent に統合

ユーザーの IT 環境で、履歴データからグラフとレポート を生成する必要がある場合、または大量のパフォー

マンス  データを格納する必要がある場合には、 HP Performance Agent を使用してパフォーマンス  データ

の収集と格納を行う こ とができます。 HP Performance Agent は、 別途購入する必要があ り ます。 

HP Performance Agent で収集されるデータは、 HP Reporter、 HP Performance Insight および HP
Performance Manager で使用されます。

HP Performance Agent を使用するよ うに WebLogic SPI データ  コレクタを設定するには、以下の手順を実

行します。

1 管理対象ノード上の以下のディ レク ト リに nocoda.opt ファ イルを作成します。 

ディ レク ト リ  dsi2ddf が存在しない場合は、 作成します。

2 nocoda.opt ファ イルを編集し、 以下の 1 行を追加します。

ALL

3 ファ イルを保存します。

HP Performance Agent 4.x for Linux を使用している場合には、 WebLogic SPI データ  コ レ ク タで HP
Performance Agent を使用するよ うに設定する必要はあ り ません。 デフォル ト で、 WebLogic SPI はこの

バージ ョ ンの HP Performance Agent を検出して使用し、 パフォーマンス  データを収集し格納します。

オペレーティング システム  ファイルの場所

HP-UX、 Linux、 Solaris /var/opt/OV/conf/dsi2ddf/ 

AIX /usr/lpp/OV/conf/dsi2ddf/

Windows (DCE) C:\Program Files\HP Openview\data\conf 

\dsi2ddf\

Windows (HTTPS) C:\Documents and Settings\All 

Users\Application Data\HP\HP BTO 

Software\wasspi\wls\conf\dsi2ddf\
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第4章 ツールの使用
WebLogic SPI では、 WebLogic Server を使用するシステムを一元的に監視して管理できるツールが提供さ

れます。 WebLogic SPI ツールでは、 特定の管理ノード上のサーバー インスタンスを選択し、 そのインスタ

ンス と管理サーバーの接続を設定できます。 WebLogic SPI ツールには、設定、 ト ラブルシューティング、 レ

ポート生成ユーティ リ ティがあ り ます。 

概要

WebLogic ツールのための SPI は、 次のツール グループに分かれています。

• WebLogic Admin

• メ ト リ ッ ク  レポート

• SAP Admin

• JMX Metric Builder: このツール グループは、 SPIJMB ソフ ト ウェア バンドルをインス トールしてい

る場合にのみ利用できます。 

SPI Admin ツール グループ

SPI Admin ツール グループには、 WebLogic SPI の設定、制御、およびト ラブルシューティングを実行でき

るツールが含まれています。 これらのツールには root ユーザー権限が必要なため、 このグループは HPOM
管理者に割り当てるこ とをお勧めします。

ユーザー定義メ ト リ ッ ク  (UDM) 用のその他の SPI Admin ツールは、SPIJMB ソフ ト ウェア バンドルで使用

できます。 ソフ ト ウェア バンドルおよびその他のツールのインス トール方法の詳細は、『JMX Metric Builder
オンラインヘルプ』 および 『JMX Metric Builder オンライン ヘルプ PDF』  を参照してください。 

WebLogic SPI Admin ツール グループには以下のツールがあ り ます。

• Discover or Configure WLSSPI: 設定エディ タを起動し、 WebLogic SPI の設定を維持するか、検出

に必要な基本設定プロパティを設定します。

• Self-Healing Info: HP のサポート担当者に送信するデータを収集できます。

• Start Monitoring: 管理対象ノード上の 1 つまたはすべてのアプリ ケーシ ョ ン サーバーのメ ト リ ッ ク

収集を開始します。 監視機能が開始されているか、 停止されているかを判定するには、 Verify ツールを

起動します。 デフォルトでは、 監視機能は有効になっています。

• Stop Monitoring: 管理対象ノード上の 1 つまたはすべてのアプリ ケーシ ョ ン サーバーのメ ト リ ッ ク

収集を停止します。 

• Start Tracing: SPI によって実行される動作に関する情報の収集を開始します。 このツールは、 HP の
サポート担当者に指示された場合のみ起動するよ うにして ください。

• Stop Tracing: SPI によって実行される動作に関する情報の収集を停止します。 このツールは、 HP の
サポート担当者に指示された場合のみ起動するよ うにして ください。
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• Verify: WebLogic SPI の機能 ( インス トルメンテーシ ョ ン、 設定、 ライブラ リ など ) に必要なファイル

がサーバーまたは管理ノードに正し く インス トールされているこ とを確認します。 

• View Error File: WebLogic SPI エラー ログ ファ イルの内容を表示できます。 

• View Graphs: Web ブラウザで HP Performance Manager で作成されたWebLogic SPI グラフを表示

できます。

• Create WLSSPI Node Groups: サポート されているバージ ョ ンの WebLogic を実行するすべての管

理ノードを含む WebLogic SPI ノード  グループを作成できます。

ツールの詳細は、 『 HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンラインヘルプ 』 、 および

『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ PDF』 を参照して ください。

WebLogic Admin ツールグループ

WebLogic Admin ツール グループを使用する と、 HPOM 管理者は WebLogic に関するルーチン タスクを実

行できます。 

WebLogic Admin ツール グループには以下のツールがあ り ます。

• Check WebLogic: WebLogic Server のインタラ クティブなステータス  チェッ クを実行します。

• Start WLS Console: Web ブラウザ (設定が必要 ) から  WebLogic Server Admin コンソールを起動し

ます。

• Start WebLogic: HPOM コンソール (設定が必要 ) から  WebLogic Server を起動できます。

• Stop WebLogic: HPOM コンソール (設定が必要 ) から  WebLogic Server を停止できます。

• View Deployed Apps: WebLogic Server インスタンスに配布されたすべてのツールの名前とバー

ジ ョ ンを表示できます。

• View WebLogic Log: WebLogic Server log ファ イルを表示できます。

• View WebLogic Servers: WebLogic ド メ イン設定、 ク ラスタ情報、および物理コンピュータを表示で

きます。

• View Application Activation Status: WebLogic Server で実行されるアプリ ケーシ ョ ンの稼動状況

を表示できます。

• View Application Timeout: WebLogic Server 上で実行中のアプリ ケーシ ョ ンがタイムアウ トで終

了するまでの残り時間を参照できます。

ツールの詳細は、『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンラインヘルプ 』、および『HP
Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ PDF』 を参照してください。

メ ト リ ッ ク  レポート

メ ト リ ッ ク  レポート  ツール グループには、 サーバーの WebLogic の状態に関する情報を示すレポートが含

まれています。 管理ノード上で設定されたすべての WebLogic Server に関するレポート を生成できます。 各
レポートでは、管理対象ノード上に設定されたすべての WebLogic Server インスタンスの状態が、 レポート

対象のメ ト リ ッ クに関連して示されます。 

メ ト リ ッ ク  レポートの詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンラインヘル

プ 』、 または 『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ PDF』 を参照し

て ください。
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JMX Metric Builder ツール

JMX Metric Builder ツール グループには以下のツールがあ り ます。

• Deploy UDM: UDM ファ イルを配布します。

• Gather MBean Data: JMX Metric Builder で使用する  MBean 情報を収集します。

• JMX Metric Builder: UDM の作成と  MBean の参照に使用する  JMX Metric Builder ツールを起動

します。

• UDM Graph Enable/Disable: UDM グラフ用のデータ収集を開始または停止します。 HPOM サブ

エージェン トの開始または停止も行います。

JMX Metric Builder ツール グループの詳細と  SPIJMB ソフ ト ウェア バンドルのインス トール手順につい

ては、 『JMX Metric Builder オンラインヘルプ』 および 『JMX Metric Builder オンライン ヘルプ PDF 』 を

参照して ください。

ツールの起動

この項では、 WebLogic SPI 用のツールを起動する方法を説明します。 Discover or Configure WLSSPI ツー

ルの起動の手順では、 Discover or Configure WLSSPI ツールを起動する方法、 すべてのツールの起動では、

すべてのツール (Discover or Configure WLSSPI ツール以外 ) を起動する方法を説明します。

Discover or Configure WLSSPI ツールの起動

Discover or Configure WLSSPI ツールの起動方法の詳細は、 Discovery の実行 (26ページ ) および設定を実

行する  (30ページ ) を参照してください。

すべてのツールの起動

1 HPOM コンソールから、 [ツール ] → [SPI for WebLogic] → [<ツール グループ>] を選択します。

2 [<ツール名>] をダブルク リ ッ ク します。

3 ツールを起動する管理ノードを選択します。

4 [起動 ] をク リ ッ ク します。

[ツールのステータス ] ウ ィンド ウが表示されます。 

5 [Launched Tools] フ ィールドで、 各ノードのツールのステータスを確認します。 

• Started/Starting: ツールは実行されています。 

• Succeeded: 管理ノード上の WebLogic サーバーの各インスタンスでステータス  レポートが使用できま

す。 [Launched Tools] フ ィールドでノードを選択し、 [ツールの出力 ] フ ィールド全体をスクロールしま

す。 

• Failed: ツールが失敗しました。 [Launched Tools] フ ィールドでノードを選択し、[ツールの出力 ] フ ィー

ルド全体をスクロールして問題の詳細を確認します。

6 [閉じる ] をク リ ッ ク して、 [ツールのステータス ] ウ ィンド ウを閉じます。 
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第5章 WebLogic SPI ポリシーのカスタマイズ
WebLogic SPI ポ リシーを使用する と、BEA WebLogic サーバーを監視できます。 これらのポ リシーは、ユー

ザーの IT 環境に応じてカスタマイズします。 この章では、 WebLogic SPI ポ リシーについての一般的なガイ

ド ラ インを示し、 ポ リ シーのカス タマイズ方法について説明し ます。 詳細については、 『HP Operations
Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ』、 または 『HP Operations Smart Plug-in for
BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ PDF』 の ト ピッ クポ リ シーを参照して ください。

概要

WebLogic SPI ポ リシーは、 ユーザーの IT 環境の必要に応じてカスタマイズできます。 ただし、 これらのポ

リシーは変更しな くても使用できます。

WebLogic SPI のポリシー グループ

WebLogic SPI のポ リシーは、 ト ップ レベルの SPI for WebLogic Server ポ リシー グループの下に整理され

ます (下図参照 )。

図4　 　WebLogic SPI 用のポリシー グループ

WebLogic ポ リシー グループには、 以下のメ ト リ ッ ク と ログファ イル ポ リシーが含まれています。

• Metrics ポリシー : WebLogic の可用性とパフォーマンスのメ ト リ ッ クを監視するしきい値設定に基づ

いてメ ッセージを生成します。 
  45



• Monitors ポリシー : 指定した収集間隔で収集されるよ う スケジュール設定されたすべてのメ ト リ ッ ク

に関係するポ リシーです (収集間隔に従ってグループ化されます )。 

• Logfiles ポリシー: WebLogic Server ログファ イルと  WebLogic SPI ログファ イルの両方で検出された

ログファイルとエラー テキス トに基づいてメ ッセージを生成します。

WLS-SPI Discovery ポ リ シーは、 サービス  マップ内の WebLogic 設定情報を自動的に更新します。 設定エ

ディ タの使用の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ』、 ま

たは 『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ PDF』 を参照して くだ

さい。

WebLogic SPI のポリシー タイプ

メ ト リ ッ ク  ポ リシーは、個々のメ ト リ ッ クのためのデータの収集方法を定義し、 しきい値を設定します。 こ

のし きい値を超える と メ ッセージ ブラウザにアラー ト / メ ッセージが表示されます。 ポ リ シーをダブルク

リ ッ ク し  [ しきい値レベル ] タブをク リ ッ ク し、 [レベルの概要 ] ペインの [ しきい値レベル ] をク リ ッ クするこ

とによって、 ポ リシー内のしきい値を変更できます。

メ ト リ ッ ク  WLSSPI-0012.1 の入力値は、 そのしきい値の限度と比較されます。 以下の図では、 デフォルト

のしきい値は 10 に設定されています。 

図5　 　 [ しきい値レベル ] ウィンドウ

Collector ポ リシー は、指定された間隔で収集するよ う スケジュール設定された WebLogic Server アプリケー

シ ョ ンのすべてのメ ト リ ッ クを定義します。 各Collector ポリシーの名前には、収集間隔が含まれています (た
とえば収集間隔が1 時間の場合、 WLSSPI-1h のよ うになり ます)。 Collector ポリシーを開く と、 コレクタ /ア
ナライザのコマンド  wasspi_ca の -m オプシ ョ ンの後の間隔で収集されたすべてのメ ト リ ッ クが (番号で )
表示されます。 
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ポリシーの基本的なカスタマイズ

この項では、 しきい値の変更、 データ収集のメ ト リ ッ クのスケジュール設定または削除、 Metrics ポ リ シー

やCollectorポ リシーを開く こ となど、 ポ リ シーの基本的なカスタマイズについて説明します。

ポ リシーのカスタマイズを開始する前に、元のポ リシーのコピーを作成してデフォルト  ポ リ シーを残してお

いてください。

メ ト リ ッ ク  ポリシーの変更

多くのメ ト リ ッ ク属性は、 WebLogic Server のすべての監視対象のインスタンスについて変更できます。 こ
れらの属性の一部は、 『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンラインヘルプ 』 およ

び 『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンラ イン ヘルプ PDF』 の設定プロパティ

のセクシ ョ ンで説明されています。

しきい値レベルとアクシ ョ ン

ポ リシーのしきい値レベルとアクシ ョ ンを変更するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、 [Operations Manager]  [ポリシー管理 ]  [ポリシー グループ ]  [SPI for

WebLogic Server]  [WLSSPI]  [Metrics] を選択します。

2 しきい値を変更するポ リシーをダブルク リ ッ ク します。 

ポ リシー ウ ィンド ウが表示されます。

3 [ しきい値レベル ] タブを選択します。

4 [レベルの概要 ] ペインで、 [ しきい値レベル] をク リ ッ ク します。 

[ しきい値レベル ] ウ ィンド ウが表示されます。
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このウ ィンド ウで、 メ ト リ ッ ク属性を変更できます。 

この図では、 WLSSPI-0026 の [ しきい値の限度 ] に 10 が設定されています。 このメ ト リ ッ クは、 ク ライア

ン トが EJB を利用する際にタイムアウ ト した 1 分当たりの回数を示しています。 値が 10 を超える と、 サー

バーの応答時間に影響が出ます。 これによ り、 警告メ ッセージが生成されます。

以下のメ ト リ ッ ク属性を変更できます。

• しきい値の限度 : この値に達した場合に、 または超えた場合に、 メ ッセージが生成されます。

• 短時間のピーク : 最小時間。 この時間内に監視対象の値がしきい値を超えた場合にのみメ ッセージが生

成されます。 メ ッセージが送信されるのは、 選択した時間内で値を評価するたびにこの値がしきい値を

超えている場合だけです。 時間を 0 に設定した場合、 またはこのボッ クスを空白のままにした場合、 値

がしきい値に達するか、 またはしきい値を超えたこ とを HPOM が検出する と、 直ちに警告通知が生成

されます。

• リセッ ト : 最低制限値。監視対象の値がこの限度よ り小さ くなったと き  (最小しきい値の場合はこの限度

を超えたと き ) にだけ、 監視対象のオブジェク トのステータスが正常域に戻り ます。

以下の図に示すよ うに、[ しきい値レベル ] ウ ィンド ウには 3 つのアクシ ョ ン タブがあ り ます。 アクシ ョ ン タ
ブの 1 つをク リ ッ ク し、 関連アクシ ョ ンを設定します。 
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• [開始アクシ ョ ン ]。 初めてしきい値を超えたと きに実行されるアクシ ョ ン

• [継続アクシ ョ ン ]。 リセッ ト値に達していない場合に、 その後の各ポーリ ング間隔ごとに実行されるア

クシ ョ ン

• [終了アクシ ョ ン ]。 しきい値がリセッ ト値を通過した後に実行されるアクシ ョ ン

各アクシ ョ ン タブで、 実行するアクシ ョ ンのタイプを設定できます。 

WebLogic SPI によ り、 Performance Manager のグラフやレポート を生成した り、 カスタム プログラムを

追加したりできます。 以下の手順によ り、 レポートやグラフを生成できます。

• [自動コマンド ]。 ルールに合致したと きに実行されるコマンド。 WebLogic SPI と と もに配信された自動

コマン ドによってスナップシ ョ ッ ト注釈レポー ト が生成されます。 そこにはしきい値を超えたこ とに

よってアクシ ョ ンが実行された時点のデータ値が示されます。 レポートは、 メ ッセージの注釈に表示で

きます。

• [オペレータ起動コマンド ]。 ルールがメ ッセージ ブラウザに送信する メ ッセージに添付されるコマン

ド。 このコマンドは、 メ ッセージ ブラウザから起動できます。 WebLogic SPI に付属のオペレータ起動

コマンドを使用する と、 オペレータは、 [開始 ] ボタンをク リ ッ クするこ とによって、 しきい値を超えた

ため (関連する他のメ ト リ ッ ク値と と もに ) メ ッセージを生成したメ ト リ ッ クのグラフを表示できるよ う

にな り ます。

メ ッセージと重要度

ポ リシーのメ ッセージと重要度を変更するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、 [Operations Manager]  [ポリシー管理 ]  [ポリシー グループ ]  [SPI for

WebLogic Server]  [WLSSPI]  [Metrics] を選択します。
WebLogic SPI ポリシーのカスタマイズ 49



2 重要度と メ ッセージ テキス ト を変更するポ リシーをダブルク リ ッ ク します。 

[Measurement Threshold] ウ ィンド ウが表示されます。

3 しきい値レベルの説明文をダブルク リ ッ ク します。 

新しいウ ィンド ウが表示されます。 

4 [開始アクシ ョ ン ] タブをク リ ッ ク します。

5 [ メ ッセージ ] をク リ ッ ク します。 

[発信メ ッセージ ] ウ ィンド ウが表示されます。 

以下の属性を変更できます。

• [重要度 ]。 このメ ッセージを生成したイベン トの重要性を示します。

• [ メ ッセージ テキス ト ]。 メ ッセージのテキス ト を変更するこ とはできますが、 メ ッセージ内で $ で
始ま り、 <> で囲まれたパラ メータは変更しないでください。

6 ポ リシー ウ ィンド ウで [Save and Close] をク リ ッ ク し、 変更を保存します。

ポリシーの高度なカスタマイズ

ポ リシーの高度なカスタマイズでは、デフォルトのポ リシー グループのコピーを作成していくつかの設定値

を変更し、 ポ リシーのコマンド行内でメ ト リ ッ クのグループ全体を削除します。
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新しいポリシー グループの作成

新しいポ リ シー グループを作成するこ とによって、 カスタム ポ リ シーを元のデフォルト  ポ リシーから独立

させるこ とができます。 新しいポ リシー グループを作成する前に、 変更する メ ト リ ッ クおよびポ リ シーを決

定する必要があ り ます。 新しいポ リシー グループを作成するには、 以下の手順を実行します。

1 新しいポ リシー グループを作成します。

a HPOM コンソールから、 [Operations Manager]  [ポリシー管理 ]  [ポリシー グループ ]  [SPI for

WebLogic Server] を選択します。

b コピーしたいポ リシー グループを右ク リ ッ ク し、 [ コピー ] を選択します。 

たとえば、 [WLSSPI] の下の [Metrics] ポ リシー グループを右ク リ ッ ク し  [ コピー ] を選択します。

c このポ リシー グループが置かれているグループを右ク リ ッ ク し  [貼り付け ] を選択します。

たとえば、 [WLSSPI] を右ク リ ッ ク し  [貼り付け ] を選択します。

d 新しいグループを右ク リ ッ ク し  [名前の変更] を選択します。 新しい名前を入力します。

たとえば、 [WLSSPI] を右ク リ ッ ク し  [名前の変更] を選択します。

2 新しいポ リシー グループ内の元のポリシーの名前を変更します。

a 新しいポ リシー グループをダブルク リ ッ ク して、 ポ リ シーのリ ス ト を取得します。

b ポ リシーをダブルク リ ッ ク します。 

ポ リシー ウ ィンド ウが表示されます。

c [ ファイル ] → [名前を付けて保存 ] を選択します。

[名前をつけて保存 ] ウ ィンド ウが表示されます。

d 新しいポ リシー名を入力し  [OK] をク リ ッ ク します。

e [ ファイル ]  [終了 ] をク リ ッ ク し、 ポ リ シー ウ ィンド ウを閉じます。

3 新しいポ リシー グループ内の元のポリシーをすべて削除します。 削除するには、 ポ リ シーを選択し、

Delete キーを押します。 

[複数項目の削除の確認 ] ウ ィンド ウが表示されます。

[はい ] をク リ ッ ク し、 削除に同意します。 同意しない場合には、 [いいえ ]をク リ ッ ク します。

4 必要に応じて、 新しいグループ内の名前を変更したポ リシーを変更します。
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WebLogic SPI コレクタ /アナライザ コマンドのパラメータ

wasspi_perl_su -S wasspi_ca -prod wls コマンドは、 すべてのコレクタ  テンプレートで使用され

ます。 HPOM のコマンド  ボッ クスで、 各Collector ポ リシー内のデフォルトのコマンド行パラ メータを表示

できます。 ポ リシーをダブルク リ ッ ク して、 ポ リ シー ウ ィンド ウを表示します。 コマンド  ボッ クスは、 ポ リ

シー ウ ィンド ウ内にあ り ます。

WebLogic Server コマンドの基本的なパラメータ

WebLogic SPI のデータ収集を開始するには、 wasspi_ca コマンド が必要です。 このコマンド には、 別のパラ

メ ータが追加できます。 以下の表に、 デフォルト のCollector ポリ シーで使用されるパラ メ ータをリ スト しま

す。

パラメータ 説明 構文と例

-e (exclude) 特定のサーバーを除外できま

す。 -i オプシ ョ ンと同時には使用でき

ません。

構文 : -e <server_name>

例 : -e server2,server4

-i (include) 監視する特定のサーバーを一

覧表示できます。 このオプシ ョ ンは、 -e 
オプシ ョ ンと同時には使用できません。

構文 : -i <server_name>

例 : -i server1,server3

-m (metric) データを収集する対象となる メ

ト リ ッ クの番号または番号の範囲を指定

します。

構文 : -m 
<metric_number,metric_number_range>

例 : -m 1,3-5,9-11,15

-matchver (match version) 監視する  WebLogic 
Server の正確なバージ ョ ンを指定しま

す。 このオプシ ョ ンは、 -minver オプ

シ ョ ンまたは -maxver オプシ ョ ンと同

時には使用できません。 一致するバー

ジ ョ ンが見つからない場合には、 このコ

マンドは実行されません。

構文 : -matchver <version_number>

例 : -matchver 7

-maxver (maximum version) 監視する  WebLogic 
Server の最も新しいバージ ョ ンを指定

します。 -minver と と もに使用する と、

バージ ョ ンの範囲を指定できます。 バー

ジ ョ ンが見つからない場合には、 このコ

マンドは実行されません。

構文 : -maxver <version_number>

例 : -matchver 10

-minver (minimum version) 監視する  WebLogic 
Server の最も古いバージ ョ ンを指定し

ます。 -maxver と と もに使用する と、

バージ ョ ンの範囲を指定できます。 一致

するバージ ョ ンが見つからない場合に

は、 このコマンドは実行されません。

構文 : -minver <version_number>

例 : -matchver 7
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例

• 設定されているすべてのサーバーから特定のデータを収集する場合 :

wasspi_ca -prod wls -m 10-14,25,26

• 特定のサーバーのみからデータを収集する場合 :

wasspi_ca -prod wls -m 245,246,260 -i server1,server3

• 特定のサーバーからデータを収集しない場合 :

wasspi_ca -prod wls -m 220-225 -e server1,server2

-r (report) 指定したメ ト リ ッ クに関する  
ASCII レポート を生成します。

構文 : -r

-t (tag) プレフ ィ ッ クスを既存のCollector 
ポ リシーおよびメ ト リ ッ ク番号に追加す

るこ とによって、 新たに作成したポ リ

シー グループを使用できます。

構文 : wasspi_ca -m <metric_number> -t 
<prefix>-

例 : wasspi_ca -m 220-223 -t DEV-

-prod (本稼動 ) ノード上でコマンドが実行さ

れる  SPI を識別します。 
構文 : -prod <SPI の名前>-

例 : wasspi_perl -S wasspi_ca
 -prod wls -m 220-223 -t DEV-

-x プロパティおよび値を指定できます。

構文 : -x <property>=<property_value>\

プロパティは以下のいずれかです。

• alarm: off にする と、 メ ト リ ッ ク  ポ リシーに設定されているすべての警告通知条

件を無効にします。

例 : -x alarm=off

• prefix: デフォルト : JMXUDM_。 メ ト リ ッ ク  ID のプレフ ィ ッ クスを指定します。

 例 : -x prefix=SALES_

• print: on にする と、 設定した警告通知やログ作成に加え、 メ ト リ ッ ク名、 インス

タンス名、 およびメ ト リ ッ ク値を STDOUT に出力します。 
例 : -x print=on

• graph: off にする と、 グラフ作成機能が停止します。

例 : -x graph=off

• report: off にする と、 レポート作成機能が停止します。

例 : -x report=off

パラメータ 説明 構文と例

ハイフン (-) で区切られたメ ト リ ッ クには、 異なるコレク タ /アナライザ ポ リシーは作成しないでください。

たとえば、 71 - 76 のよ うなメ ト リ ッ クです。
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JMX アクシ ョ ン コマンド  パラメータの使用方法

この項では、 JMX アクシ ョ ンを実行するために使用するコマンド  パラ メータについて説明します。 JMX ア
クシ ョ ンとは、MBean インスタンスまたは MBean タイプに対して実行する  1 つまたは複数の JMX 呼び出

し  (invoke、 get、 set) です。 1 つの JMX 呼び出しは、 コマンド行から実行できます。 複数の JMX 呼び出し

を指定する場合、 XML ファ イルに記述するか、 UDM ファ イルに Metric 子要素と して記述します。 

パラメータ 説明 構文と例

-a

必須

(action) JMX アクシ ョ ンを実行するこ

とを指示します。

構文 : -a

-i (include) JMX アクシ ョ ンを実行する

サーバー (1 つまたは複数 ) が指定でき

ます。 このパラ メータを指定しない場

合、 JMX アクシ ョ ンは設定されている

すべてのサーバーで実行されます。

構文 : -i <server_name>

例 : -i server1,server3

-m (metric) 実行するアクシ ョ ンを含むメ ト

リ ッ ク  ID を指定します。 メ ト リ ッ ク  ID 
は UDM ファ イルに定義されていなく

てはなり ません。 このオプシ ョ ンは、

-mbean または -xml オプシ ョ ンと と も

には使用できません。

構文 : -m <metric_id>

例 : -m TestUDM_1000
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例

• 警告を通知する  WebLogic 実行キューの最大スレッ ド数に 50 を設定する

 (<$OPTION(instancename)> には警告を通知するインスタンスを指定 ):

wasspi_perl -S wasspi_ca -prod wls -a 

-mbean PetStore:*,Type=ExecuteQueueConfig 

-set ThreadsMaximum 50 -o <$OPTION(instancename)>

• 複数の MBean インスタンスで MessagesMaximum 属性を 25000 に設定する :

wasspi_perl -S wasspi_ca -prod wls -a 

-mbean *:*,Type=JMSServerConfig -set MessagesMaximum 250000 -i examplesServer

-mbean 特定の MBean 上で JMX 呼び出しを実行します。 このオプシ ョ ンは、 -m または 
-xml オプシ ョ ンと と もには使用できません。 

構文 : -mbean <objectname> <action>

例 : -mbean *:*,Type=JMSServerConfig -get MessagesMaximum

<action> (JMX 呼び出し ) は以下のいずれかです。

• -get: 指定した属性の値を返します。

構文 : -mbean <objectname> -get <attribute>
例 -get MessagesMaximum

• -invoke [-type]: 指定したパラ メータで MBean オペレーシ ョ ンを実行しま

す。 パラ メータを受け取る操作の場合は、 type パラ メータを指定する必要があ り

ます。 -type は操作のオーバーロードをサポート します。

操作がパラ メータを必要と しない場合には、 -type を無視できます。

構文 : -mbean <objectname> -invoke <operation> [-type 
<parameter_type> <parameter_value>]...

<parameter_type> には、 以下のいずれかの型を指定します。 short、 int、

long、 double、 float、 boolean、 java.lang.Short、

java.lang.Integer、 java.lang.Long、 java.lang.Double、

java.lang.Float、 java.lang.Boolean、 または java.lang.String。

例 : -invoke stagingEnabled -type java.lang.String 
examplesServer

• -set: 指定した属性に指定した値を割り当てます。

構文 : -mbean <objectname> -set <attribute> <value>
例 : -set MessagesMaximum 250000

-o (object) MBean インスタンスを指定し

ます。

構文 : -o <mbean_instance>

例 : -o examplesJMSServer

-xml 実行する  JMX アクシ ョ ンを 1 つ以上含

む XML ファ イルを指定します。 このオ

プシ ョ ンは、 -m または -mbean オプ

シ ョ ンと同時には使用できません。

構文 : -xml <filename>

例 : -xml myJMXActions.xml

パラメータ 説明 構文と例
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• 特定の MBean インスタンスで MessagesMaximum 属性を 25000 に設定する :

wasspi_perl -S wasspi_ca -prod wls -a 

-mbean *:*,Type=JMSServerConfig -set MessagesMaximum 250000 -i examplesServer -o 

examplesJMSServer

• 複数の MBean インスタンスに対して操作を呼び出す :

wasspi_perl -S wasspi_ca -prod wls -a 

-mbean *:*,Type=ApplicationConfig -invoke staged 

-i examplesServer

• MessagesMaximum 属性を取得する  (set コマンドの実行後、 属性が設定されたこ とを確認するために

使用 ):

wasspi_perl -S wasspi_ca -prod wls -a 

-mbean *:*,Type=JMSServerConfig -get MessagesMaximum 

-i examplesServer

• wls_UDMMetrics-sample.xml ファ イル内でサンプル UDM TestUDM_1000 を使用する :

wasspi_perl -S wasspi_ca -prod wls -a -m TestUDM_1000 

-i examplesServer

• サンプル アクシ ョ ン xml ファ イルを使用する :

wasspi_perl -S wasspi_ca -prod wls -a 

-xml /<wasspi_wls_conf_dir>/JMXActions-sample.xml 

-i examplesServer

こ こ で、 <wasspi_wls_conf_dir> は DCE エージェ ン ト の場合には var/opt/OV/wasspi/wls/
conf、 HTTPS エージェン トの場合には /var/opt/OV/conf/wlsspi です。

スケジュール設定されたメ ト リ ッ クの収集間隔の変更

すべてのスケジュール設定されたメ ト リ ッ クの収集間隔を変更するには、対応する Collector ポ リ シーのポー

リ ング間隔を変更します。 たとえば、 WLSSPI-05min Collector ポ リ シーについて、 デフォルト  メ ト リ ッ ク

の収集間隔を 5 分から  10 分に変更するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、 [Operations Manager] → [ポリシー管理 ] → [ポリシー グループ ] →  [SPI for

WebLogic Server] → [WLSSPI] →[Monitor] を選択します。

2 Collector ポ リシー [WLSSPI-05min] をダブルク リ ッ ク します。 

[Scheduled Task] ウ ィンド ウが表示されます。

3 [ ファイル ] → [名前を付けて保存 ] をク リ ッ ク します。

[名前をつけて保存 ] ウ ィンド ウが表示されます。

4 [名前 ] ボッ クス内の既存名を、 WLSSPI-10min に変更します。

5 新しい間隔を設定します。

a [スケジュール] タブをク リ ッ ク します。

b [ タスクのスケジュール ] ド ロ ップダウン リ ス トから [間隔ごとに 1 回 ] を選択します。

c 間隔を 10 分に設定します。

6 新しいポ リシーを配布します。

a [WLSSPI-10min] を右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク ] → [配布先ノード ] を選択します。

b ポ リシーを配布する ノード  (1 つまたは複数 ) を選択します。
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c [OK] をク リ ッ ク します。 

選択したメ ト リ ッ クの収集間隔の変更

環境の要件に応じて、 選択した メ ト リ ッ クの収集間隔を変更でき ます。 た と えば、 Collector ポ リ シー

WLSSPI-05min のメ ト リ ッ ク  B070～B081 の収集間隔を、 5 分から  10 分に変更できます。

以下の手順を実行します。

1 選択したメ ト リ ッ クの名前を変更して、 新しい間隔を反映します。

a HPOM コンソールから、[Operations Manager] → [ポリシー管理 ] → [ポリシー グループ ] →  [SPI for

WebLogic Server] → [WLSSPI] →[Monitor] を選択します。

b Collector ポ リシー [WLSSPI-05min] をダブルク リ ッ ク します。 

[Scheduled Task] ウ ィンド ウが表示されます。

c [ ファイル ] → [名前を付けて保存 ] を選択します。 

[名前をつけて保存 ] ウ ィンド ウが表示されます。

d [名前 ] ボッ クス内で、 既存名を WLSSPI-10min に変更します。 [OK] をク リ ッ ク し、 保存します。

または、 [Cancel]をク リ ッ ク して変更を破棄します。

2 コマンド  ボッ クスで、 70-81 を除く、 -m の後のすべてのメ ト リ ッ クを削除します。

3 新しい間隔を設定します。

a [スケジュール] タブをク リ ッ ク します。 

b [ タスクのスケジュール ] ド ロ ップダウン リ ス トから、 [間隔ごとに1 回 ] を選択し、間 隔に 10 分を

設定します。

c [Save and Close] をク リ ッ ク して変更に同意し、 ポ リシー ウ ィンド ウを閉じます。

4 元のポリシーを編集して、 変更したメ ト リ ッ クを削除します。

a Collector ポ リシー WLSSPI-05min を右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク ] → [編集] を選択します。 

ポ リシー ウ ィンド ウが表示されます。

b コマンド  ボッ クスで、 -m の後のメ ト リ ッ ク  70-81 を削除します。

c [Save and Close] を選択し、 変更を保存します。

5 変更されたポ リシーを配布します。

a [WLSSPI-10min] を右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク ] → [配布先ノード ] を選択します。

b ポ リシーを配布する ノードを選択します。 

c [OK] をク リ ッ ク します。 

d [WLSSPI-05min] を右ク リ ッ ク し、 ステップ b～d を繰り返します。

個々のアプリケーシ ョ ン /EJB/サーブレッ ト /JDBC のしきい値のカスタマイズ

環境によっては、 特定のアプリ ケーシ ョ ンが他のアプリ ケーシ ョ ンよ り も重要な場合や、 アプリ ケーシ ョ ン

内で、 特定の EJB/サーブレッ ト /JDBC データソースが他のデータソースよ り も重要でその他は重要でない

場合があ り ます。 しきい値は、重要性に応じて、アプリ ケーシ ョ ンごとに、または EJB/サーブレッ ト /JDBC
データソースごとに設定できます。
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しきい値を変更するには、 既存の条件をコピーして変更します。 以下の手順を実行します。

1 既存の条件をコピーします。 

a HPOM コンソールから、[Operations Manager] → [ポリシー管理 ] → [ポリシー グループ ] → [SPI for

WebLogic Server] → [WLSSPI] → [Metrics] を選択します。

b メ ト リ ッ クをダブルク リ ッ  ク します。 

ポ リシー ウ ィンド ウが表示されます。 たとえば、 [WLSSPI_0253] をダブルク リ ッ ク します。 

c [ しきい値レベル ] タブをク リ ッ ク します。

d 既存のルールを選択し、 [ コピー ] をク リ ッ ク します。

2 ルールのコピーを選択し、 [インスタンス フ ィルタの指定] をク リ ッ ク します。 

[新しいルール ] ウ ィンド ウが表示されます。

3 [条件 ] タブをク リ ッ ク します。 [ルールの説明 ] ボッ クスに、 ルールの説明を入力します。

4 [オブジェク ト名 一致 ] フ ィールドに、 以下の詳細を入力します (必要なフ ィールドのみ入力します。 例

(58ページ ) を参照 )。

<ServerName.var1>:<ServerPort.var2>:<NodeName.var3>:<ApplicationName.var4>:
<EJBName/ServletName/JDBC DataSource.var5>:<Instance Name.var6>

var1、 var2、 var3、 var4、 var5、 および var6 は、 ユーザー定義変数です。 これらの変数は、 HPOM ポ
リシーの変数と異なっている必要があ り ます。

5 [アクシ ョ ン ] タブをク リ ッ ク します。 

6 新しいルールを選択し、 [編集 ...] をク リ ッ ク します。 

[ しきい値レベル ] ウ ィンド ウが表示されます。

7 [ しきい値レベルの説明 ] を変更し、[ しきい値の限度 ] ボッ クスでしきい値の限度を変更します。 [OK] を
ク リ ッ ク します。

8 [新しいルール ] ウ ィンド ウで [OK] をク リ ッ ク します。

9 [Measurement Threshold] ウ ィンド ウで [Save and Close] をク リ ッ ク します。

10 必要なノードにポ リシーを配布します。

a ポ リシーを右ク リ ッ ク し  [配布先ノード ] を選択します。

b ポ リシーを配布する ノードを選択します。

c [OK] をク リ ッ ク します。 

しきい値をカスタマイズする前に、サーバーで動作しているアプリ ケーシ ョ ン /EJB/サーブレッ ト /JDBC の
データソースを表示させたい場合があ り ます。 このためには、以下の WebLogic SPI ツールを使用できます。

• View WebLogic Servers: すべての実行中のアプリ ケーシ ョ ン サーバーと対応するポートの詳細を表示

します。

• View Deployed Apps: 特定のサーバーに配布されているすべてのアプリ ケーショ ンのリ スト を表示します。

以上のツールの詳細は、 WebLogic SPI のオンライン ヘルプを参照してください。 

例

[Object] フ ィールドに詳細なパターンを入力する例をいくつか、 以下に示します。

• 例 1: アプリ ケーシ ョ ン MedrecEAR のしきい値を設定する場合に、 このアプリ ケーシ ョ ン名がすべて

のノードで一意の場合には、 次のよ うに入力します。
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 <*.var1>:<*.var2>:<*.var3>:MedrecEAR:<*.var5>:<*.var6>

• 例 2: ノード  1 および 2 で利用可能なアプリ ケーシ ョ ン MedrecEAR のしきい値を設定する場合に、

ノード  1 で のみしきい値を設定する場合には、 次のよ うに入力します。

<*.var1>:<*.var2>:node1:MedrecEAR:<*.var5>:<*.var6>

• 例 3: アプリ ケーシ ョ ン MedrecEAR の下のサーブレッ ト  FileServlet のしきい値を設定する場合に、

FileServlet がすべてのノードで一意の場合には、 次のよ うに入力します。

 <*.var1>:<*.var2>:<*.var3>:MedrecEAR:FileServlet:<*.var6>

タグ付きのカスタム ポリシーの作成

ポ リシーは、 タグ オプシ ョ ン ( コマンド行上の -t) を使ってカスタマイズできます。 これによ り、名前にタ

グを付けてカスタマイズしたポ リ シーをコレク タ / アナライザで認識できます。 このオプシ ョ ンを使用する

と、 WebLogic Server の特定のインス トールに関する条件を定義したポ リシーを複数セッ ト持てる という柔

軟性が加わり ます。 また、WebLogic SPI をアップグレード したと きに、ポ リシーが上書きされずにすみます。

複数のノードをいくつかのグループで管理する と きにこのオプシ ョ ンを使う と、 特別にタグを付けたポ リ

シーを、 元の設定とは別に作成できます。 この場合、 ポ リ シーのコピーを作成し、 それの名前をタグを付け

て変更し、 タグ付きの名前を選択するよ う Collector ポ リ シーを編集し、 それをさまざまなグループに割り

当てます。 

たとえば、 ポ リシーのグループを作成し、 名前に CLIENT01 が含まれるよ う各ポ リ シー名を変更できます。

メ ト リ ッ ク  ポ リ シーには CLIENT01-WLSSPI_0012 (使用する メ ト リ ッ クの名前を含む ) と名前を付け、

Collector ポ リ シーには FIRST_CLIENT-WLSSPI-05min と名前を付けます。 同様に、 SECOND_CLIENT
には別のグループを設定し、 SECOND_CLIENT を含むよ うにポ リシー名を変更します。

新しいタグ付きポ リシー グループを作成するには、 以下の手順を実行します。

1 元のポリシー グループをコピーします。

a コピーしたいポ リシー グループを右ク リ ッ ク し、 [ コピー ] を選択します。

たとえば、 [WLSSPI] の下の [Metrics] ポ リシー グループを右ク リ ッ ク し  [ コピー ] を選択します。

b このポ リシー グループが置かれているグループを右ク リ ッ ク し  [貼り付け ] を選択します。

たとえば、 [WLSSPI] を右ク リ ッ ク し  [貼り付け ] を選択します。

c [Metrics のコピー ] を右ク リ ッ ク し  [名前の変更 ] を選択します。 新しいグループの名前を変更して、

新しいメ ト リ ッ ク  ポ リシーを識別できるよ うにします。

たとえば、 グループの名前を CLIENT01Metrics に変更します。

2 新しいポ リシー グループ内の元のポリシーの名前を変更します。

新しいグループ内のメ ト リ ッ ク  ポ リシー名は、新しい名前の後に元のメ ト リ ッ ク番号を含む必要があ り

ます。 たとえば、 WLSSPI_0001 のコピー にはCLIENT01-WLSSPI_0001 という名前を付けます。

新しいCollector ポ リ シーに付ける名前にも、 識別用の名前を含める必要があ り ます。 また、 コマンド

ボッ クスに -t プロパティを挿入して、 スケジュール設定した収集も新しいグループを含むよ うに変更

する必要があ り ます。 コマンド  ボッ クスは、Collector ポ リシーをダブルク リ ッ クする と表示されるポ リ

シー ウ ィンド ウにあ り ます。

例 : wasspi_ca -m 1,12,16 -t CLIENT01-

a ポ リシーを右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク ] → [編集 ] を選択します。 

ポ リシー ウ ィンド ウが表示されます。
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b [ ファイル ] → [名前を付けて保存 ] を選択します。 

[名前をつけて保存 ] ウ ィンド ウが表示されます。

c 新しいポ リシー名を入力し  [OK] をク リ ッ ク します。

3 新しいポ リシー グループ内の元のポ リシーを選択し、 Delete キーを押して、 元のポ リ シーをすべて削

除します。 

[複数項目の削除の確認 ] ウ ィンド ウが表示されます。

4 [はい ] をク リ ッ ク して、 削除に同意します。

デフォルトの WebLogic SPI ポリシーの復元

管理サーバー上でデフォルトの WebLogic SPI ポ リシー グループを復元するには、 WebLogic SPI を削除し

再インス トールする必要があ り ます。 詳細については、第8章 「WebLogic SPI の削除」 およびWebLogic SPI
のインス トール (16ページ ) を参照してください。

テキスト  ベースのレポートの表示

ポ リ シーには、 しきい値違反またはエラー条件のアクシ ョ ンが定義されているものがあ り ます。 これらのア

クシ ョ ンは、 自動的にレポート を生成します。 レポートは、 警告通知が行われた頃にサーバーから収集した

データ値のスナップシ ョ ッ トです。 

自動コマンド  レポート

多くのメ ト リ ッ クは、 自動コマンド  レポート を生成します。 これらのレポートは、 HPOM で警告通知が発

行される と直ちに生成されます。 自動コマンド  レポートは、しきい値が超えた単一の WebLogic Server イン

スタンスについて生成されます。

HPOM から自動コマンド  レポート を実行する と、追加データについてのクエリがサーバーに送信されます。

SUIAON 列を表示するよ うに HPOM コンソール メ ッセージ ブラウザを設定する と、「A」 列の下に 「S」 が

表示されます (次図を参照 )。 これは、生成されたレポートが [ メ ッセージ プロパティ ] の [注釈 ] 領域で使用

できるこ とを示します。

この項で説明しているレポートは、 HP Reporter のレポート とは異な り ます。 HP Reporter のレポートで

は、統合データが、管理用のプレゼンテーシ ョ ン形式で Web ページと して生成されます。 WebLogic SPI を
HP Reporter に統合 (71ページ ) を参照してください。
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図6　 　 メ ッセージ ブラウザ

自動コマンド  レポート を表示するには、 以下のいずれかの手順を実行します。

• HPOM メ ッセージ ブラウザでメ ッセージをダブルク リ ッ ク します。 

[ メ ッセージ プロパティ ] ウ ィンド ウが表示されます。 [注釈 ] タブを選択します。

• メ ッセージを右ク リ ッ ク し  [注釈] を選択します。 

[ メ ッセージ プロパティ ] ウ ィンド ウが表示されます。

レポートは、 [ メ ッセージ プロパティ ] ウ ィンド ウに表示されます。 レポートには、単一のサーバーのデータ

値が表示されます。 ウ ィンド ウ内の列の説明に、 さ らに詳しい説明があ り ます。

手作業で生成するレポート

レポートは、 管理対象ノードに設定されたすべての WebLogic Server インスタンスについて生成されます。

手作業で生成するレポートは、単一の WebLogic サーバー インスタンスに対して生成される自動コマンド  レ
ポート とは対照的に、管理対象ノード上のすべての WebLogic サーバー インスタンスの現在の状態が反映さ

れます。

手作業でレポート を生成するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、 [Operations Manager] → [ ツール ] → [SPI for WebLogic Server] → [Metric

Reports] を選択します。 

2 表示するレポート をダブルク リ ッ ク します。 

[ このツールの起動場所の選択 ] ウ ィンド ウが表示されます。

3 レポート を表示させる管理対象ノードを選択し、 [起動 ] をク リ ッ ク します。 

[ツールのステータス ] ウ ィンド ウが表示されます。

4 ツールの出力フ ィールドでレポート を確認します。

5 [閉じる ] をク リ ッ ク して、 ウ ィ ンド ウを閉じます。
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レポートのサンプル

WebLogic SPI のグラフ

ポ リシーには、 グラフを生成するオペレータ  アクシ ョ ンが対応付けられているものがあ り ます。 これらのグ

ラフを表示するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM メ ッセージ ブラウザでメ ッセージをダブルク リ ッ ク します。 

[ メ ッセージ プロパティ ] ウ ィンド ウが表示されます。

2 [ コマンド ] タブをク リ ッ ク します。 オペレータ起動コマンドが設定され、 データが収集されている場合

には、 グラフを生成できます。 

3 [開始 ] をク リ ッ ク して、 グラフを生成します。
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サポート されていないプラッ ト フォーム上の WebLogic 
Server を監視する方法

WebLogic SPI は、 WebLogic Server がインス トールされた HP-UX、 Solaris、 Linux、 Windows 2000、 お

よび AIX 上で動作するシステムの監視をサポート します。 ただし、WebLogic SPI を設定するこ とによって、

サポート されていないプラ ッ ト フォーム上で動作するシステム ( 「 リ モート  システム」 と呼ばれる ) にイン

ス トールされた WebLogic Server を監視するこ と もできます。

この項では、 ユーザーの環境がリモート監視を設定するのに適しているかど うかを判断する方法を説明しま

す。 環境が以下に説明する基準を満たしている と判断し、 また WebLogic SPI を使用するための知識が十分

備わっていれば、 この項で示す例を参考にして リモート監視を開始できます。

リモート  ノード  (WebLogic SPI がサポート していないプラッ ト フォーム上で

動作 ) の監視

HP-UX、 Solaris、 Linux、 Windows 2000、 AIX 以外のプラ ッ ト フォームで動作するシステムに WebLogic
Server をインス トールしている場合でも、 以下の条件に該当すれば、 WebLogic SPI を使用してそのリモー

ト  システムを監視できます。 最後の条件はオプシ ョ ンです。

• そのリモート  システムは、 購入したライセンスの対象範囲である  (Tier 1 の価格設定を使用 )

• 対象の WebLogic SPI はサポート されているプラ ッ ト フォーム上の少なく と も  1 つの管理対象ノード上

で動作している。 HP-UX、 Solaris、 Linux、 Windows 2000, または AIX.

• (オプシ ョ ン。 ログファ イルの監視用 ) そのリモート  システムは、 HP Operations エージェン ト  ソフ ト

ウェアがサポート しているプラ ッ ト フォーム上で動作している

リモート監視の実装

標準設定では、 WebLogic SPI のプログラム /ポ リシーは、 ローカルの管理対象ノード上に配布されます。 標
準でない設定では、 ローカル システムはプロキシと して使用され、 このプロキシを通じて、 リモート  メ ト

リ ッ ク情報にアクセスできるよ うにな り ます。

リモート  システムにおけるデータの収集および解釈は、 データ収集が設定されたプロキシと して機能する、

ローカルの管理対象ノードに依存します。 
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図7　 　 リモート監視

設定エン ト リの要件 :

設定に、 ローカル システム用と リモート  システム用の両方のエン ト リが含まれます。 複数のリモート  シス

テムのエン ト リ を 1 つのローカル システムのセクシ ョ ンに含めるこ とができます。 設定例 (65ページ ) には、

リモート  エン ト リがシステム IP アドレス と と もに表示される様子が示されています。

ポリシー配布の要件 :

ポ リシーはローカル ノード上に配布されている必要があ り ます。

HP Operations エージェン トの配布の要件 (オプシ ョ ンのログファイル監視):

リモートの WebLogic のログファ イルにアクセスするには、 そのリモート  システムに HP Operations エー

ジェン ト  ソフ ト ウェアをインス トールする必要があ り ます。 標準の HPOM プロセスを使用すれば、 適正な

ログファ イル名を指定するよ うに WebLogic SPI に付属の標準ログファ イルポ リ シーを変更してから、 リ

モート  システムにこれらを配布するこ とができます。 

リモート  システム監視の設定

以下のタス クを実行する と、 HP-UX、 Solaris、 Linux、 Windows 2000、 AIX のいずれでもないオペレー

ティング システムで動作している リモート  システム上にある  WebLogic サーバーを監視できます。

ローカル ノードの検出

Discover or Configure WLSSPI ツールを使用して、 ローカル ノードを検出します。

ログファ イルのバージ ョ ン指定を使用した リモート  システムの監視はサポート されていません。
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リモートの WebLogic Server を設定する

SPI Admin ツール グループの Discover or Configure WLSSPI ツールを使用して、リモート  WebLogic サー

バーと通信するローカルの各管理ノードを設定します。 この設定では、 リモート  WebLogic サーバーのため

のエン ト リ を追加します。 

1 Discover or Configure WLSSPI ツールを起動します。 詳細については、 設定を実行する  (30ページ ) を
参照して ください。

2 リモート  WebLogic Server を監視する拠点となる  WebLogic 管理対象ノードを選択します。

設定エディ タで、 各リモート  WebLogic サーバーごとに以下のエン ト リ を入力してプロパティを設定し

ます。 ADDRESS=<DNS サーバー名または IP アドレス > サーバー名および IP アドレスは、 それぞれリ

モート  サーバーのサーバー名と  IP アドレスに対応します。

以下の設定例は、 ローカルと リモートの WebLogic サーバーを同一ファイルに設定する様子を示してい

ます。 リモート  サーバーに対しては、 ADDRESS=<IP_address> の行を追加します。

ADDRESS=15.75.27.109 または 

ADDRESS=harley.hp.com

設定例

1 つのローカル WebLogic Server と  1 つのリモート  WebLogic Server を設定する場合、 リモート  ノー

ドの検出に成功する と、 ローカル ノード と リモート  ノードの設定は以下のよ うになり ます。

図8　 　 ローカル ノードの設定
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図9　 　 リモート  ノードの設定

リモート  システムの設定は、 ローカル システムの設定に似ていますが、 プロパティ  
ADDRESS=app.spi.hp.com が含まれています。 

HP Performance Agent を統合する (オプシ ョ ン )

HP Performance Agent の収集は、 リモート  システムではなく、管理対象ノードで行われます。 したがって、

HP Performance Manager を使用している場合に、 リモー ト  システムのデータをグラフ化したい場合は、

ローカルの管理ノードで HP Performance Agent 統合を有効にして ください。

ローカル ノードを WebLogic SPI ノード  グループに割り当てる

ローカル管理対象ノードを SPI for WebLogic Server ノード  グループに割り当てます。 

ログファイル用のリモート監視の設定 (オプシ ョ ン )

リモート  システムのログファイルの監視は、 以下の条件が満たされた場合にサポート されます。 

1 HP Operations Agent がリモート  システムで動作している。

2 システムは、 ログファ イルをローテーシ ョ ンしても、 ファ イル名は変更しない。 

ログファ イル監視を設定するには、 HPOM コンソールで WebLogic SPI のログファイル ポ リ シーをコピー

します。 次に、 コピーしたログファ イル ポ リ シーを設定し、 リモート  システムに割り当てた後、 これを配

布します。

リモート  ログファイルのログファイル ポリシーの設定

リモート  ログファ イル用のログファイル ポ リシーを設定するには、 以下の手順を実行します。

1 HP Operations Agent コンソールから、 [Operations Manager]  [ポリシー管理 ]  [ポリシー グループ ]

 [SPI for WebLogic Server]  [WLSSPI]  を選択します。

2 [Logfiles] を選択し、 ログ ポ リシーをダブルク リ ッ ク します。

3 [ ログファ イル ] パス名ボッ クスに、 リモート  システム上のログファイルの場所を入力します。 
/<パス >/<ファ イル名>

4 リモートの HP Operations Agent 管理対象ノードにログファ イル ポ リシーを割り当てて配布します。
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リモート  システムには、 ログファ イル ポ リ シーと  HP Operations Agent があるため、 WebLogic サーバー

のログファイル監視が可能になり ます。

図10　 　 ログファイルのリモート監視

リモート監視の制限

• WebLogic SPI と  HP Operations Agent は、 ログがローテーシ ョ ンするたびにログファイル名が変更さ

れる場合には、 ログファ イルへのアクセスをサポート していません。

• リモート  システム上に HP Operations Agent が存在しない場合には、 リモート  システム上の

 WebLogic のログファイルは監視できません。

• WebLogic SPI ツールは、 リモート  システム上では実行できません。

• WebLogic SPI は、 名前が同じアプリ ケーシ ョ ン サーバーをサポート していません。
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第6章 HP のレポート作成およびグラフ作成

ソリューシ ョ ンと  WebLogic SPI との統合
WebLogic SPI は、 以下の HP Software 製品と統合できます。 これらの製品は別途購入の必要があ り ます。

• HP Reporter

Reporter は、 履歴と傾向情報を表示する管理用の Web ページ レポート を生成します。

HP Reporter を WebLogic SPI と統合する と、 Reporter は、 設定されている管理ノード上の WebLogic
Server のパフォーマンスおよび可用性について統合的な情報を示す各種のレポート を、毎日、夜間に生

成します。 WebLogic SPI を HP Reporter に統合 (71ページ ) を参照してください。 

• HP Performance Insight 

HP Performance Insight は、 データの収集、 処理、 およびレポート を行うネッ ト ワーク管理システム

です。 このデータは、レポートの生成に使用されます。 詳細については、『HP Performance Insight 管理

ガイ ド』 を参照して ください。

WebLogic SPI レポート、 および WebLogic SPI と  HP Performance Insight を統合する方法の詳細は、

『Application Server Report Pack User Guide』 を参照してください。

• HP Performance Manager

HP Performance Manager はグラフ作成機能を提供します。

HP Performance Manager を WebLogic SPI と統合する と、翌日からグラフを表示できるよ うになり ま

す。 ただし、グラフが表示できるのは、パフォーマンス  データがデフォルトのパフォーマンス  サブエー

ジェン ト  CODA または HP Performance Agent で記録されている場合に限り ます。 CODA は自動的に

すべての HPOM 管理対象ノードに配布されます。 

WebLogic SPI を HP Performance Manager に統合 (74ページ ) を参照してください。
  69



図11　 　管理サーバーのコンソール ツリー
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WebLogic SPI を HP Reporter に統合

HPOM コンソールから  WebLogic SPI のレポートにアクセスするには、 ユーザーの環境に HP Reporter を
インス トールする必要があ り ます。

WebLogic SPI を HP Reporter に統合する前に、 WebLogic SPI を設定し、 対象となる管理対象ノードで、

ソフ ト ウェアの配布、 サーバー接続の設定、 ポ リシーの割り当て /配布を行っておく必要があ り ます。

WebLogic SPI を HP Reporter に統合するには、 以下の手順を実行します。

1 Reporter が動作する  Windows システムに WebLogic SPI レポート  パッケージをインス トールします。

a Reporter を実行している  Windows システムの DVD ド ラ イブに HP Operations Smart Plug-ins
DVD を挿入します。 

[HP Operations Smart Plug-ins InstallShield ウ ィザード ] が開きます。

b [次へ ] をク リ ッ ク します。 

[プログラムの保守 ] ウ ィンド ウが表示されます。 

c [製品のインストール ] をク リ ッ ク します。 

[アンインス トールする製品の選択 ] ウ ィンド ウが表示されます。

d 表示されたオプシ ョ ンから、 BEA WebLogic Server の [ レポート ] オプシ ョ ンを選択し、 [次へ ] を
ク リ ッ ク します。

e 進行に伴って表示される指示に従ってインス トールを完了します。  

2 [Reporter] ウ ィンド ウを表示するには、 [ スタート ] → [すべてのプログラム ] → [HP OpenView] →
[Reporter] → [Reporter] をク リ ッ ク します。

3 [Reporter] ウ ィンド ウ  (後の図を参照 ) で、 Reporter 設定への変更を確認します。

Reporter Status ペイン ([Reporter] ウ ィンド ウの下段 ) に、 実行中のプログラムについての情報、 およ

び管理対象ノードで発生しているエラーが表示されます。 ステータス  ペインをチェッ クするこ とによっ

て、 Reporter が WebLogic SPI レポートによって更新されたかど うかを確認できます。

Windows 2000 管理対象ノードでは WebLogic SPI レポート  パッケージをインス トールする

場合には、 インス トーラから、 システムに旧版のインス トーラを検出したとい うエラー メ ッ

セージが表示されるこ とがあ り ます。 このメ ッセージは無視してかまいません。 そのまま続行

して ください。
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Reporter のヘルプでは、対象となる ノードに WebLogic SPI レポート を割り当てる方法が説明されてい

ます。 ヘルプにアクセスするには、 以下の手順を実行します。

a Reporter のメ イン ウ ィンド ウの左側のパネルの [ レポート ] または [検出されたシステム ] を右ク

リ ッ ク します。

b [レポート  ヘルプ ] または [検出されたシステム ヘルプ ] を選択します。

c 「[検出されたシステム グループ ] にレポート定義を割り当てるには」 の項を参照してください。
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4 必要に応じて、 レポート を割り当てるこ とによ りグループと単一システム レポート を追加します。 詳細

については、 『Reporter ヘルプ』 およびオンラインの 『コンセプ ト  ガイ ド』 を参照してください。

HPOM 管理コンソールでレポート を表示

HPOM コンソールで WebLogic のレポートを表示するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM for Windows コンソールを閉じます (開いていた場合 )。

2 [HP Reporter] ウ ィンド ウを開き、 メニュー バーで [ ファイル ] → [設定 ] → [オプシ ョ ン ] をク リ ッ ク し

ます。 [Reporter オプシ ョ ンの設定 ] ウ ィンド ウが表示されます。 

3 [HPOM 設定 ] セクシ ョ ンで、 管理サーバー名とユーザー詳細情報を指定します。 ユーザーは、 HPOM
の管理者 (HP-OVE-Admins グループのメンバ ) である必要があ り ます。 [OK] をク リ ッ ク します。

4 再びメニュー バーで、 [実行 ] → [起動 ] → [すべて ] をク リ ッ ク します。

グループおよび単一システムの WebLogic SPI レポート では、 システムを完全名で指定する必要があ り ま

す。 たとえば、 abc.xyz.com は受け付けられますが、 abc は受け付けられません。
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これによ り、 HPOM から ノード  データが検出され、 レポートが生成されます。 これにはしばら く時間

がかかり ます。

5 HP Reporter のタスクが完了後、HPOM コンソールを開きます。 コンソール ツ リー内に、レポートが表

示されます。

WebLogic SPI Reporter パッケージの削除

WebLogic SPI Reporter パッケージを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 Reporter を実行している  Windows システムの DVD ド ラ イブに HP Operations Smart Plug-ins DVD
を挿入します。 

[HP Operations Smart Plug-ins InstallShield ウ ィザード ] が開きます。

2 [次へ ] をク リ ッ ク します。 

[プログラムの保守 ] ウ ィンド ウが表示されます。 

3 [製品の削除 ] をク リ ッ ク します。 

[アンインス トールする製品の選択 ] ウ ィンド ウが表示されます。

4 表示されたオプシ ョ ンから、 BEA WebLogic Server の [レポート ] オプシ ョ ンを選択し、 [選択したプロ

グラムの削除 ] ウ ィンド ウが表示されるまで [次へ] をク リ ッ ク します。

5 [削除 ] をク リ ッ ク します。

WebLogic SPI を HP Performance Manager に統合

HPOM コ ン ソールから  WebLogic SPI のグ ラ フにア ク セスするには、 HPOM 管理サーバーに HP
Performance Manager をインス トールする必要があ り ます。

WebLogic SPI を HP Performance Manager に統合するには、 以下の手順を実行します。

1 Performance Manager が動作している  Windows システムに WebLogic SPI グラフ パッケージをイン

ス トールします。

a Performance Manager を実行している  Windows システムの DVD ド ラ イブに HP Operations
Smart Plug-ins DVD を挿入します。 

[HP Operations Smart Plug-ins InstallShield ウ ィザード ] が開きます。

b [次へ ] をク リ ッ ク します。 

[プログラムの保守 ] ウ ィンド ウが表示されます。 

c [製品のインストール ] をク リ ッ ク します。

[アンインス トールする製品の選択 ] ウ ィンド ウが表示されます。

d 表示されたオプシ ョ ンから  (3 つの製品選択ウ ィンド ウがあ り ます )、 BEA WebLogic Server の [グ
ラフ ] オプシ ョ ンを選択し、 [次へ ] をク リ ッ ク します。

e 進行に伴って表示される指示に従ってインス トールを完了します。 

2 WebLogic Server メ ト リ ッ クのグラフを作成するには、データ  ソース名 WLSSPI_METRICS を使用し

ます。

レポー ト が非常に大きいためにユーザーがレポー ト を HTML で表示できない場合は、 ブラ ウザがク ラ ッ

シュします。 回避策と しては、 レポート を PDF で表示します。 
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警告通知条件を示すグラフの表示

WebLogic SPI は、 グラフ作成という目的のために、 タイプ別にメ ト リ ッ クを 4 つのグループに分けていま

す。 特定のメ ト リ ッ ク  (以下の項の表にリ ス ト ) に関する メ ッセージが生成される と、そのメ ト リ ッ クのグラ

フが、 他のメ ト リ ッ クの値と共に表示されます。 

警告通知条件 (オペレータ起動アクシ ョ ンは WebLogic SPI ポ リ シーを用いて定義するこ とが必要 ) に関連

するグラフを表示するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM メ ッセージ ブラウザで、 グラフを表示させる メ ッセージをダブルク リ ッ ク します。 [ メ ッセージ

プロパティ ] ウ ィンド ウが表示されます。

2 [ コマンド ] タブをク リ ッ ク します。

3 [オペレータ起動 ] セクシ ョ ン内の [開始 ] を押すこ とによってオペレータ起動コマンドを開始します。

オペレータ  アクシ ョ ンによ り  Web ブラウザが起動され、 グラフが表示されます。

過去/現在の状態を示すグラフの表示

手作業でグラフを生成するには、 以下の手順を実行します。

1 コンソールから、 [Operations Manager] → [グラフ ] → [SPI for WebLogic Server] を選択します。

2 生成したいグラフをダブルク リ ッ ク します。 

新しいウ ィンド ウが表示されます。
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3 データを取り出すノードを選択します。 グラフ用のデータの範囲と精度を選択します。

4 [完了 ] をク リ ッ ク します。

HP Performance Manager のコンソールにグラフを表示

HPOM 管理サーバーをインス トールしてあるシステムに HP performance Manager をインス トールしな

かった場合には、 HP Performance Manager のコンソールで WebLogic SPI グラフを表示できます。 以下の

手順を実行します。

1 [ スタート ] → [すべてのプログラム ] → [HP] → [HP BTO Software] → [Performance Manager] →
[Performance Manager] をク リ ッ ク します。 

Performance Manager のコンソールが表示されます。

2 [ ノードの選択 ] ペインで、 グラフを表示させる ノードを選択します。 ノードがリ ス トにない場合には、

以下のよ うにノードを追加します。

a メニュー バーの [アド ミ ン ] をク リ ッ ク します。 

[管理ノード ] ウ ィンド ウが表示されます。

b [ ノードの追加]  アイコンをク リ ッ ク します。 

[ ノードの追加 ] ウ ィンド ウが表示されます。

c ノード名を入力し  [追加] をク リ ッ ク します。

d メニュー バーの [ホーム ] をク リ ッ ク します。

3 [グラフの選択] ペインで、 [SPI for WebLogic Server] を選択します。

4 表示させるグラフを選択し、 [作成 ] をク リ ッ ク します。

WebLogic SPI グラフ作成パッケージの削除

WebLogic SPI Grapher パッケージを削除するには、 以下の手順を実行します。

1 Performance Manager を実行している  Windows システムの DVD ド ラ イブに HP Operations Smart
Plug-ins DVD を挿入します。 

[HP Operations Smart Plug-ins InstallShield ウ ィザード ] が開きます。

2 [次へ ] をク リ ッ ク します。 

[プログラムの保守 ] ウ ィンド ウが表示されます。

3 [製品の削除 ] をク リ ッ ク します。 

[アンインス トールする製品の選択 ] ウ ィンド ウが表示されます。

HPOM コンソール ツ リー内にグラフが表示されるのは、HPOM 管理サーバーがインス トールされているシ

ステムに HP Performance Manager をインス トールした場合に限り ます。

HP Performance Agent をインス トールしてパフォーマンス  データを収集している場合には、 [グラフの選

択 ] ペインで [SPI for WebLogic Server - OVPA <version>] を選択する必要があ り ます。
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4 表示されたオプシ ョ ンから、 BEA WebLogic Server の [グラフ ] オプシ ョ ンを選択し、 [選択したプログ

ラムの削除] ウ ィンド ウが表示されるまで [次へ] をク リ ッ ク します。

5 [削除 ] をク リ ッ ク します。
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第7章 ト ラブルシューティング
この章では、WebLogic SPI の基本的な ト ラブルシューティングについて説明します。 WebLogic SPI のオン

ライン ヘルプの 「Error messages」 の項には、 エラー メ ッセージが番号順に記載されています。

Self-Healing Info ツール

Self-Healing Info ツールは SPI に関する ト ラブルシューティング情報を収集し、ファ イルに格納します。 こ

のファ イルを HP サポート に提出すれば、 サポー ト を受ける こ とができます。 このツールの詳細は、 『HP
Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンラ イン ヘルプ』 および 『HP Operations Smart
Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ PDF』の ト ピッ クツールの下の「WLSSPI Admin ツー

ル」 を参照して ください。

Self-Healing Info ツールで作成されたファイルは、特定の Windows 管理対象ノードでは表示されないこ とが

あ り ます。 このファイルが表示されない場合には、Windows の Explorer を開き、[ツール] メニューから  [フォ

ルダ オプショ ン ] を選択します。 [表示] タブをク リ ッ ク します。 [ファイルとフォルダの表示] の下で、 [すべて

のファイルとフォルダを表示する ] を選択します。
  79



ログ記録

ログに記録されるファ イルは、管理ノードで管理されています。 これらのファイルに記録されたデータから、

WebLogic SPI に関する ト ラブルシューティング情報を収集できます。

管理ノード

以下のファイルは、UNIX および Windows 上で動作する管理ノード上にあ り ます (通常、/<OvAgentDir>/
は、 Unix では、 /var/opt/OV/ 、 Windows では、 \Documents and Settings\All 

Users\Application Data\HP\HP BTO Software\)。

ディレク ト リ /<OvAgentDir>/wasspi/wls/log/wasspi_perl.log (アーカイブ ファ イルの

ファイル名には 1 桁の数字が追加されます )

説明 HP のサポート担当者がデバッグに使用するファイル。 このファイルからは、 Perl 
のログ記録に関する情報が得られます (設定、 検出および収集)。 デフォルトでは、

エラー メ ッセージのみを表示できます。 すべてのタイプ (情報、 警告およびエラー ) 
のメ ッセージを表示するには、 Start Tracing ツールを実行します。 ト レース記録を

停止するには、 Stop Tracing ツールを実行します。 これらのツールの実行方法の詳

細は、 『 HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンラインヘル

プ 』、 または 『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライ

ン ヘルプ PDF 』 を参照して ください。 10 MB のサイズで、 3 つのアーカイブ バー

ジ ョ ンが保存されます。 

ディレク ト リ /<OvAgentDir>/wasspi/wls/log/Discovery.log (アーカイブ ファ イルの

ファイル名には 1 桁の数字が追加されます )

説明 HP のサポート担当者がデバッグに使用するファイル。 このファイルからは、 Java 
Discovery のログ記録に関する情報が得られます。 デフォルトでは、 エラー メ ッ

セージのみを表示できます。 すべてのタイプ (情報、 警告およびエラー ) のメ ッセー

ジを表示するには、 Start Tracing ツールを実行します。 ト レース記録を停止するに

は、 Stop Tracing ツールを実行します。 これらのツールの実行方法の詳細は、 『 
HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンラインヘルプ 』、 ま

たは 『 HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘル

プ PDF 』 を参照してください。 10 MB のサイズで、 3 つのアーカイブ バージ ョ ン

が保存されます。 

ディレク ト リ /<OvAgentDir>/wasspi/wls/log/Collector.log (アーカイブ ファ イルの

ファイル名には 1 桁の数字が追加されます )

説明 HP のサポート担当者がデバッグに使用するファイル。 このファイルからは、

CollectorServer に対する  Java Collector のログ記録に関する情報が得られます。 デ
フォルトでは、 エラー メ ッセージのみを表示できます。 すべてのタイプ (情報、 警

告およびエラー ) のメ ッセージを表示するには、 Start Tracing ツールを実行しま

す。 ト レース記録を停止するには、 Stop Tracing ツールを実行します。 これらの

ツールの実行方法の詳細は、 『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic 
Server オンラインヘルプ 』、 または 『HP Operations Smart Plug-in for BEA 
WebLogic Server オンライン ヘルプ PDF』 を参照してください。 10 MB のサイズ

で、 3 つのアーカイブ バージ ョ ンが保存されます。 
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ディレク ト リ /<OvAgentDir>/wasspi/wls/log/CollectorClient.log (アーカイブ 
ファ イルのファイル名には 1 桁の数字が追加されます )

説明 HP のサポート担当者がデバッグに使用するファイル。 このファ イルからは、

CollectorClient に対する  Java Collector のログ記録に関する情報が得られます。 
デフォルトでは、 エラー メ ッセージのみを表示できます。 すべてのタイプ (情
報、 警告およびエラー ) のメ ッセージを表示するには、 Start Tracing ツールを

実行します。 ト レース記録を停止するには、 Stop Tracing ツールを実行します。 
これらのツールの実行方法の詳細は、 『 HP Operations Smart Plug-in for BEA 
WebLogic Server オンラインヘルプ 』、 または 『HP Operations Smart Plug-in 
for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ PDF』 を参照してください。 10 
MB のサイズで、 3 つのアーカイブ バージ ョ ンが保存されます。 
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検出プロセスのト ラブルシューティング

問題

WLSSPI Discovery ポ リシーが WebLogic Application Server の JDBC を検出しません。

解決策

JDBC URL にポート番号が含まれるよ うに、 アプリ ケーシ ョ ン サーバーのプロパティを編集します。

例 : SERVER1_JDBC=examples-demo#jdbc:pointbase:server://122.0.0.1:9082/
demo#examples-dataSource-demoPool#122.0.0.1#demo

問題

WLSSPI Discovery ポ リシーが、 WebLogic SPI 設定の検出と更新を自動的に行いません。

解決策

検出プロセスの ト ラブルシューティングを行うには、 必要に応じて、 以下のいずれかの手順を実行します。

• 検出されない管理対象ノードのメ ッセージ ブラウザでエラーの有無を確認します。 エラー メ ッセージ

が表示されていれば、 その指示に従います。

• 管理ノードの <OvAgentDir>/wasspi/wls/log/wasspi_perl.log ファ イルおよび 
<OvAgentDir>/wasspi/wls/log/discovery.log  ファ イルで、 エラーの有無を確認します。 

• 管理対象ノードにバージ ョ ンの異なる  WebLogic Server が複数インス トールされている場合は、

JAVA_HOME プロパティ を最も新しいバージ ョ ンの Java がインス トールされているディ レク ト リに

設定します。

• 同じシステムにバージ ョ ンの異なる  WebLogic Server がインス トールされている場合は、 HOME プロ

パティを設定して、 Discover or Configure WLSSPI ツールを実行します。

• WLSSPI Discovery ポ リシーが配布されているかど うかを確認します。

HPOM コンソールで、 [Operations Manager] → [ポリシー管理 ] → [配布ジ ョ ブ ] を選択します。

• WLSSPI Discovery ポ リシーの状態が [アクティ ブ ] の場合、ポ リシーは現在配布中です。 ポ リ シー

の配布が完了するのを待ちます。

• WLSSPI Discovery ポ リシーの状態が Suspended  または Error である場合、 メ ッセージ ブラウ

ザでエラー メ ッセージの有無を確認し、この項の残り を読んで問題のト ラブルシューティングを続

行します。

• WLSSPI Discovery ポ リシーが一覧表示されていない場合、メ ッセージ ブラウザで以下のメ ッセー

ジの有無を確認します。

WASSPI302: WLSSPI Discovery is Successful

このメ ッセージが存在すれば、 WLSSPI Discovery ポ リシーは正常に配布されています。 このメ ッ

セージが存在しない場合、 ポ リシーは正常に配布されていません。

この項の残り を読んで問題のト ラブルシューティングを続行します。

• WebLogic アプリ ケーシ ョ ン サーバーが管理対象ノードにインス トールされているこ とを確認します。

アプ リ ケーシ ョ ン サーバーがインス トールされていない場合、 WLSSPI Discovery ポ リ シー グループ

をその管理対象ノードからアンインス トールし、 アプリ ケーシ ョ ン サーバーをインス トールし、 第3章
「WebLogic SPI の設定」 に記載されている設定タスクを実行します。

• WebLogic アプリケーシ ョ ン サーバーの動作状況を確認します。 アプリケーシ ョ ン サーバーが動作して

いる必要があり ます。 詳細については、 アプリ ケーシ ョ ン サーバーのステータスを確認する  (23ページ )
を参照してください。
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• LOGIN/PASSWORD プロパティが設定されているこ と  ( 『HP Operations Smart Plug-in for BEA
WebLogic Server オンラインヘルプ 』 または『HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server
オンライン ヘルプ PDF』 参照 )、 および設定された WebLogic ユーザーに正しい権限があるこ とを確認

します。 WebLogic ログイン情報を収集する  (24ページ ) を参照して ください。

• Windows 管理対象ノードに、 HKEY_LOCAL_MACHINE\\Software\\BEA Systems\\BEAHOMELIST レ
ジス ト リ  キーが存在しない場合には、 これを設定するか、 ファ イル SystemDrive\BEA\beahomelist
を作成するか、 またはこの管理対象ノード用に BEA_HOME_LIST プロパティを設定します。

• Java のホーム ディレク ト リ を確認します。 Java ホーム ディ レク ト リの確認 (85ページ ) を参照してく

ださい。

• 検出エージェン トがその管理対象ノード上で動作しているこ とを確認します。

a コマンド  opcagt -status を実行します。

b 以下を探します。

Service Discovery Agent OvSvcDiscAgent.cmd (1084) is running

エージェン トが動作していなければ、 次のコマンドを実行してエージェン ト を起動します。 
opcagt -start -id 13 

• WebLogic Server 9.x 以上を実行していて、ド メ イン設定ファイル (たとえば config.xml) をデフォル

ト  ディ レク ト リに保存しなかった場合は、以下の手順のいずれかを実行します (デフォルト  ディ レク ト

リは <BEA_Home_Dir>/user_projects/<WebLogic_Domain_X>/ です。 こ こで、

<BEA_Home_Dir> は、 registry.xml ファ イルのあるディ レク ト リ )。

• Discover or Configure WLSSPI ツールを使用してサーバーを手作業で設定します。

• Discover or Configure WLSSPI ツールを使用して、手作業で ADMIN_PORTS ( ド メ イン設定ファ

イルに一覧表示されている  WebLogic Admin サーバーのポー ト 番号 ) を設定し ます。 それらの

WebLogic Admin サーバーが動作している ノードに対してグローバルの LOGIN と  PASSWORD
を設定する必要があ り ます。

• UNIX 管理対象ノードで、 BEA_HOME_LIST のディ レク ト リ  パス名にスペースが含まれていないこ とを

確認します。 現時点では、 検出処理はディレク ト リ名の中のスペースをサポート していません。

• WLSSPI Discovery レベルで Discovery ポ リシーを配布した場合、または Discovery ポ リ シーを手作業

で配布 (85ページ ) に示されている順序どおりには配布しなかった場合には、Discovery ポ リ シーをアン

インス トールし再配布します。

a HPOM コンソールから、[Operations Manager] → [ポリシー管理 ] → [ポリシー グループ ] → [SPI for

WebLogic Server] を選択します。

b [WLSSPI Discovery] を右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク ] → [ アンインストールする対象ノード ] を選

択します。 

[ポ リシーをアンインス トールする対象ノード ] ウ ィンド ウが表示されます。

c Discovery ポ リシーをアンインス トールする ノードを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

d Discovery ポ リシーを手作業で配布 (85ページ ) で示した手順に従って、検出ポリ シーを再配布しま

す。 ポ リ シーは、 記載されている順序で配布します。 グループと して配布してはいけません。 ポ リ

シーをグループと して配布した場合には、 正しい順序で配布されない場合があ り ます。

• Discover or Configur WLSSPI ツールが動作していないこ と、 あるいはエディ タで設定が開いていない

こ とを確認します。 設定にアクセスできるプロセスは 1 時点で 1 つだけです。 設定が開いている と、 こ

のファ イルにアクセスする必要のある他のプロセス  (検出ポ リシーなど ) は、このファイルが利用可能に

なるまで停止します。
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他の検出関連の問題

 

問題 WLSSPI Discovery ポ リシーが、 誤った情報を設定に追加しています。

解決策 • LOGIN と  PASSORD が正しいこ とを確認します。 詳細については、

WebLogic ログイン情報を収集する  (24ページ ) を参照してください。

• Java のホーム ディ レク ト リ を確認します。 詳細については、Java ホーム ディ

レク ト リの確認 (85ページ ) を参照してください。 

設定ファイルを更新します。

問題 複数の WebLogic ド メ インが同じ管理対象ノード上の WebLogic Server を管理し

ていました。

解決策 1 HPOM コンソールで、 [Operations Manager] → [ポリシー管理] → [配布ジョ ブ ]

を選択します。 

2 エラー 状態のジ ョブを見つけます。

3 再起動したい各ジ ョブについて、 そのジ ョブを右ク リ ッ ク し  [すべてのタスク ]

→ [ジ ョブの再起動 ] を選択します。

問題 以下のエラー メ ッセージが表示されます。 

PMD51) Error: Unable to deploy instrumentation files from 

directory <directory_name>: (NUL16389E) Unspecified error 

(0x80004005). Please check the error log on the managed node.

解決策 1 HPOM コンソールで、 [Operations Manager] → [ポリシー管理 ] → [配布ジョブ ]

を選択します。 

2 エラー 状態のジ ョブを見つけます。

再起動したい各ジョ ブについて、そのジョ ブを右ク リ ッ ク し  [すべてのタスク ] → [ジョ

ブの再起動] を選択します。

問題 HPOM コンソールの重大なエラー メ ッセージのプロパテ ィが以下のよ うになって

います。 

Errors occurred during the distribution of the monitors. Solve the problems and
distribute the monitors again. (OpC30-1030.

解決策 1 HPOM コンソールで、 [Operations Manager] → [ポリシー管理 ] → [配布ジ ョブ ]

を選択します。 

2 エラー 状態のジ ョブを見つけます。

3 再起動したい各ジ ョブについて、そのジ ョブを右ク リ ッ ク し  [すべてのタスク ] →
[ジ ョ ブの再起動 ] を選択します。
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Discovery ポリシーを手作業で配布

Discover or Configure WLSSPI ツールを実行したと きに WLSSPI Discovery ポ リ シーが正常に配布されな

かった場合には、 WebLogic Admin サーバーが動作している管理ノードに手作業で配布します (以下に示す

順序どおりに配布しなければなり ません )。

1 HPOM コンソールから、 [Operations Manager] → [ポリシー管理 ] → [ポリシー グループ ] → [SPI for

WebLogic Server] → [WLSSPI Discovery] を選択します。 

2 [WLSSPI-Messages] を右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク ] → [配布先ノード ] を選択します。 

[ポ リシーの配布先 ] ウ ィンド ウが表示されます。

3 自動検出ポリシーを配布する ノードを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

4 [WLSSPI Service Discovery] を右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク ] → [配布先ノード ] を選択します。 

[ポ リシーの配布先 ] ウ ィンド ウが表示されます。

5 自動検出ポリシーを配布する ノードを選択し、 [OK] をク リ ッ ク します。

Java ホーム ディ レク ト リの確認

WebLogic SPI Collector は、Java ホーム ディ レク ト リの情報に依存します。 Collector は、Java ホーム ディ

レク ト リの情報が正確でない場合、 または利用不可能の場合には機能しません。 したがって、 Windows 管理

対象ノード と  UNIX 管理対象ノードの両方で、 Java ホーム ディ レク ト リ を正し く設定しておく必要があ り

ます。

WLSSPI Discovery ポ リシーを正常に使用するには、 Java のホーム ディ レク ト リ を (Windows と  UNIX の
両方の管理対象ノード上で ) 正し く設定する必要があ り ます。

検出ポ リシーはこの情報を検索しますが、 この情報を検出できない場合、 またはその情報が正確でない場合

には、 検出ポリシーは完全には機能しません。

検出ポリシーを実行したい各管理対象ノード上で、以下 のいずれか 1 つが正しいこ とを確認します (検出ポ

リシーによる優先順位順に記載 )。

Collector を正し く機能させるには、 以下のいずれか 1 つが満たされているこ とを確認します。

• 設定の中で、 JAVA_HOME が正し く定義されているこ と。 設定を編集または表示するには、 以下に示

すよ うに Discover or Configure WLSSPI ツールを実行します。

a HPOM コンソールから、 [Operations Manager]  → [ ツール ] → [SPI for WebLogic Server]  → [SPI

Admin] を選択します。 

b [Discover or Configure WLSSPI] をダブルク リ ッ ク します。 

[パラ メータの編集] ウ ィンド ウが表示されます。

c 設定する ノードを選択し  [起動] をク リ ッ ク します。 

[Console Status] ウ ィンド ウ、 続いて、 [Configuration Editor] が表示されます。

d Configuration Editor で、 JAVA_HOME プロパティを設定します。 プロパティの設定の詳細は、 『

HP Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オン ラ イ ンヘルプ 』 、 または 『HP
Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オン ラ イ ン ヘルプ PDF』 の ト ピ ッ ク

「WLSSPI の設定」 を参照して ください。

e JAVA_HOME プロパティを追加または編集した管理ノードで、 Discover or Configure WLSSPI
ツールを実行します。 Discover or Configure WLSSPI ツールを実行する と、 サービス  マップが更

新されます。
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• Java が各 BEA ホーム ディ レク ト リ  (ファ イル beahomelist に記載されている各ディレク ト リ ) にイ

ンス トールされているこ と。

• JAVA_HOME システム変数が正し く定義されているこ と。

Windows 管理対象ノードでは、 以下の手順を実行します。

a [スタート ] → [設定] → [ コン ト ロール パネル ] を選択します。

b [システム ] をダブルク リ ッ ク します。

c [詳細 ] タブを選択します。

d [環境変数 ] を選択します。

e [システム環境変数 ] のリ ス ト をスク ロールします。 JAVA_HOME の値を確認します。

 JAVA_HOME が存在しない場合、 この変数が定義されていません。

UNIX 管理対象ノードでは、 以下のコマンドを実行します。

echo $JAVA_HOME

出力を確認します。 出力が返されない場合、 JAVA_HOME が定義されていません。
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設定のト ラブルシューティング

 

ノード名の確認

ノードまたはグループ ブロ ッ クで指定したノード名が、 HPOM で設定したプライマ リ  ノード名に一致して

いるこ とを確認します。 プライマ リ  ノード名を表示するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールで、 [Operations Manager] → [ ノード ] を選択します。

2 ノードを右ク リ ッ ク し  [プロパティ ] を選択します。

3 [ネッ トワーク ] タブを選択します。

問題 WebLogic SPI 設定に記載されている  WebLogic 管理サーバーについての情報

に欠落があるかまたは不正確です。

解決策 LOGIN と  PASSORD が正しいこ とを確認します。 詳細については、 WebLogic
ログイン情報を収集する  (24ページ ) および『HP Operations Smart Plug-in for
BEA WebLogic Server オン ラ イ ン ヘルプ』 、 または 『HP Operations Smart
Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ PDF』 を参照して くださ

い。 これが、 リモート  ノード上で動作している  (HPOM 管理対象ノード上で動

作していない ) WebLogic 管理サーバーについての情報が誤っている場合の最も

一般的な理由です。

問題 メ ッセージ ブラウザに 「Server status is unknown (down)」 メ ッセージ

が表示されますが、 サーバーは稼動しています。

解決策 以下のよ うに、 PORT、 PROTOCOL、 PASSPHRASE プロパティが正し く設定

されているこ とを確認します。

• PROTOCOL が t3 (非 SSLの場合 ) または t3s (SSL の場合 ) に設定されて

いるこ とを確認します。

• アプリ ケーシ ョ ン サーバーが SSL を使用している場合、 PORT が有効な

SSL ポート番号に設定されているこ と、 および PROTOCOL が t3s に設定

されているこ とを確認します。

• アプリ ケーシ ョ ン サーバーが SSL を使用していない場合、PORT が有効な

非 SSL ポート番号に設定されているこ と、および PROTOCOL が t3s に設

定されているこ とを確認します。

• キース ト アにパスワードが定義されている場合は、タイプ ミ スの可能性もあ

るため PASSPHRASE を リセッ ト します。
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収集のト ラブルシューテ ィング

問題 メ ト リ ッ クに対する警告が受信できません。

解決策 • メ ト リ ッ クに対応するモニタ  ポ リシーがノードに配布されているこ とを確認しま

す。

• メ ト リ ッ クの <OvAgentDir>/wasspi/wls/conf/MetricDefinitions.xml 
ファ イルで、 alarm=yes が指定されているこ とを確認します。

問題 管理ノードでのコレクタ  コマンドの手動による実行時に、 メ ト リ ッ クの値が 
STDOUT で、 [No instance,No data] と印刷されます。

解決策 対応する  MBean の存在を Admin コンソールで確認します。

問題 データがログに記録されません。

解決策 • SPIDataCollector インス トルメンテーシ ョ ン カテゴ リが管理ノードに配布され

ているこ とを確認します。 これはデータソース  WLSSPI_METRICS の作成に必

要です。

• WLSSPI-Performance ポ リシーがノードに配布されているこ とを確認します。

• <servername>.dat ファ イルが <OvAgentDir>/wasspi/wls/datalog に作成

されているこ とを確認します。

• データソース  WLSSPI_METRICS が作成されているかを確認します。

• メ ト リ ッ クの <OvAgentDir>/wasspi/wls/conf/MetricDefinitions.xml 
ファ イルで、 graph=yes が指定されているこ とを確認します。 
MetricDefinitions.xml で、 graph=yes に指定されている メ ト リ ッ クのみ

がログに記録されます。 デフォルト値は、 no です。
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メ ッセージ Configuration variable SERVER<n>_START_CMD missing for server

"Default Server"

解決策 Start WebLogic ツールを正常に実行できるよ うにするには、 START_CMD プ
ロパティを設定する必要があ り ます。 [Discover or Configure WLSSPI] ツール

を使用してこのプロパテ ィ を設定します。 ツールの詳細は、 『 HP Operations
Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンラインヘルプ 』 、 または 『 HP
Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ PDF』
を参照してください。

メ ッセージ Configuration variable SERVER<n>_STOP_CMD missing for server

"Default Server"

解決策 [Stop WebLogic] ツールを正常に実行できるよ うにするには、 STOP_CMD プ
ロパティを設定する必要があ り ます。 [Discover or Configure WLSSPI] ツール

を使用してこのプロパテ ィ を設定します。 ツールの詳細は、 『 HP Operations
Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンラ インヘルプ 』 、 または 『HP
Operations Smart Plug-in for BEA WebLogic Server オンライン ヘルプ PDF』
を参照してください。

問題 [Check WebLogic] ツールがサーバー インスタンスのステータスを間違って表

示します。

解決策 サーバーが実行中にもかかわらず [Check WebLogic] ツールがサーバーのス

テータス 「NOT_RUNNING」 を返す場合、 以下の手順に従って特定のサーバーの

監視を有効化します。

1 [ツール ] → [SPI for WebLogic Server] → [SPI Admin] → [Start Monitoring]

を選択します。

2 ステータスが 「NOT_RUNNING」 と表示されたサーバー インスタンスを選択

します。 監視が有効になったこ とを確認します。 

3 [Check WebLogic] ツールを起動して、 サーバーのステータスを確認しま

す。

問題 ツールを起動する と、 ツールがハングするか出力があ り ません。

解決策 メモ リ不足の場合、ツールは動作しません。 ノード と管理サーバーのパフォーマ

ンスをチェッ ク して ください。 使用できる物理メモ リは 500 MB 以上必要です。
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問題 Verify ツールが管理サーバー関連のファイルやディ レク ト リ を 「missing」 と し

て リ ス ト します。 たとえば、 以下のよ うになり ます。

/MGMT_SERVER/SPI-Share/wasspi/wls/bin/parseDefs.pl

/MGMT_SERVER/SPI-Share/wasspi/wls/bin/

processWASSPIDiscovMsg.pl

/MGMT_SERVER/SPI-Share/wasspi/wls/conf

解決策 これは既知の問題です。 WebLogic Server を管理サーバー自身にインス トール

している場合、Verify ツールは管理サーバー関連のファイルを リ ス ト します。 こ
の問題は、 管理対象ノード と管理サーバーがどちら も同じコンピュータである

場合に起こ り ます。

問題 Check WebLogic ツールからの出力が全くあ り ません。

解決策 そのノードの WebLogic Server のインスタンスに対してコレクタが起動してい

るこ とを確認してください。

問題 Start WebLogic ツールで All オプシ ョ ンを使用し て もすべての WebLogic
Server が起動しません。

解決策 これは既知の問題です。 Start WebLogic ツールの All オプシ ョ ンは機能しませ

ん。 各サーバーを個別に起動する必要があ り ます。

問題 Start WebLogic ツールで WebLogic Server を起動した後も、 ツールの出力に

finished ステータスは表示されません (出力ステータスは 実行中 )。

解決策 解決策はあ り ません。

問題 Verify ツールが、 起動時に不正な出力を生成します。

解決策 Verify ツールを起動する前に、 SPI DVD から最新の Self-Healing Service
(SHS) コンポーネン ト をインス トールしたこ とを確認します。 

問題 Self-Healing Info アプリ ケーシ ョ ンが、 起動時に不正な出力を生成します。

解決策 SPI DVD から最新の Self-Healing Service (SHS) コンポーネン ト をインス トー

ルしたこ とを確認します。 
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第8章 WebLogic SPI の削除
この章では、 さまざまな環境からの WebLogic SPI コンポーネン ト の削除について説明します。 WebLogic
SPI を削除するために必要なすべての指示および手順について説明します。 

DVD の使用

DVD を使用して管理サーバーから  SPI をアンインス トールする前に、 SPI コンポーネン ト を手動で削除す

る必要があ り ます。

SPI コンポーネン トの削除

WebLogic SPI のすべてのポリシーを管理ノードから削除する

1 コンソール ツ リーで、 [ポリシー管理 ] → [ポリシー グループ ] を選択します。

2 [SPI for WebLogic] を右ク リ ッ ク し、[すべてのタスク ] → [アンインスト ールする対象ノ ード ] を選択します。 

[ ノード選択 ] ウ ィンド ウが表示されます。

3 ポ リシーがインス トールされている ノードを選択します。

4 [OK] をク リ ッ ク します。

5 ポ リシーがアンインス トールされたこ とを確認します。 ポ リシー グループの下の [配布ジ ョ ブ ] でジ ョブ

の状態を確認します。 次のタスクを開始する前に、 すべての WebLogic SPI ポ リ シーをアンインス トー

ルしておく必要があ り ます。

他の HPOM ポ リ シー グループに属するポ リ シー (WebLogic SPI のデフォルト  ポ リ シーのコピー ) をカス

タマイズしている場合、 そのポ リシーも削除する必要があ り ます。

管理サーバー上の WebLogic SPI ノード  グループを削除する

Create WLSSPI Node Groups ツールの実行または手作業によ り  SPI for WebLogic ノード  グループを作成

していた場合には、 以下の手順に従ってそのグループを削除する必要があ り ます。

1 コンソール ツ リーで、 [ ノード ] → [SPI for WebLogic] を選択します。

2 ノード設定エディ タを開きます。

a コンソール ツ リーで、 [ ノード ] フォルダを選択します。

b 設定ツールバーのノード  アイコン  をク リ ッ ク してエディ タを開きます。 ノード  リ ス トが表示

されます。

3 削除する ノード  グループの名前を選択し、 Delete キーを押します。 ノード  グループを右ク リ ッ ク して、

[削除 ] を選択するこ と もできます。 
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[確認して削除 ] ウ ィンド ウが表示されます。

4 [はい ] をク リ ッ ク します。

5 [OK] をク リ ッ ク して、 [管理ノードの設定 ] ウ ィンド ウを閉じます。

管理サーバーから  SPI ソフ トウェアを削除する

WebLogic SPI を削除するには、 以下の手順を実行します。

1 HP Operations Smart Plug-ins DVD を管理サーバーの DVD ド ラ イブに挿入します。 

[HP Operations Smart Plug-ins InstallShield ウ ィザード ]  が開きます。

2 最初の画面で、 [次へ ] を選択します。 

[プログラムの保守 ] ウ ィンド ウが表示されます。

3  [製品の削除] を選択します。 
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[アンインス トールする製品の選択 ] ウ ィンド ウが表示されます。

4 [BEA WebLogic Server] チェッ クボッ クスを選択し、 [次へ ] をク リ ッ ク します。

5 進行に伴って表示される指示に従って削除を完了します。

WebLogic SPI が削除されました。

Windows の [ コン ト ロール パネル ] → [アプリケーシ ョ ンの追加

と削除 ] を使用する方法

管理サーバーから  SPI をアンインス トールする前に、 SPI コンポーネン ト を削除します。 SPI コンポーネン

ト を手動で削除するには、 SPI コンポーネン トの削除 (91ページ ) のタスクを実行します。
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管理サーバーから  SPI をアンインス トールするには、 以下の手順を実行します。

1 [スタート ] メニューから  [設定 ] → [ コン ト ロール パネル ] を選択し、 [アプリケーシ ョ ンの追加と削除 ] を
開きます。

2 [HP Operations Smart Plug-ins] を選択して、 [変更] をク リ ッ ク します。

3 ウェルカム画面で [次へ] をク リ ッ ク します。

4 [製品の削除 ] を選択し、 [BEA WebLogic Server] を選択します。

5 進行に伴って表示される指示に従って削除を完了します。

WebLogic SPI が削除されました。

クラスタ環境での SPI の削除

Smart Plug-in のコンポーネン トの管理ノードからの削除

WebLogic SPI のすべてのポ リシーを管理ノードから削除する  (91ページ ) の手順に従います。

クラスタ対応管理サーバーからの WebLogic SPI の削除

以下の手順に従って、 ク ラスタ内の各システムから製品を削除します。

1 管理コンソールで、 [ スタート ] → [設定 ] → [ アプリケーシ ョ ンの追加と削除 ] を選択し、 [HP Operations

Smart Plug-ins] を選択して [変更 ] をク リ ッ ク します。

または

HP Operations Smart Plug-ins DVD を DVD ド ラ イブに挿入します。

2 Smart Plug-ins DVD またはコン ト ロール パネルを使用して、 製品の選択画面に進み、 ク ラスタ対応管

理サーバー上にインス トールされている  BEA WebLogic Server を選択します。

3 [次へ ] をク リ ッ ク します。

4 [削除 ] をク リ ッ ク します。

5 1 つの管理サーバーでアンインス トールを完了後、 ク ラスタ内の次の管理サーバーに進みます。 (アンイ

ンス トールは、 ク ラスタ内のどの管理サーバーから開始してもかまいません。 最初のアンインス トール

が完了する と、 最後の管理サーバーのアンインス トールが完了するまで、 次の管理サーバーに進むよ う

に指示が表示されます。 )

Windows のコン ト ロール パネルを使用していずれかの SPI をアンインス トールする場合は、

以下の 2 つのアンインス トール方法を使用できます。 (1) 選択した SPI を削除する方法、 また

は (2) HPOM for Windows を一括削除する方法。 HPOM と  SPI の両方を削除する場合は、 最

初にすべての SPI を管理ノードから削除し、 次に管理サーバーから削除します。 その後で、

HPOM を削除できます。

アンインス トールする場合は、 アンインス トールの指示に従って最後まで実行して ください。

アンインス トールを開始した後、アンインス トールをキャンセルする と、プログラムのコンポー

ネン ト を後で手動で削除する必要があ り ます。
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6 ク ラスタ内の最初のノードから削除する  BEA WebLogic Server を選択し、 そのノード上でアンインス

トールを完了する と、 次のノードでのアンインス トールを継続するかど うかを確認する メ ッセージが表

示されます。 最初のノードで最初に選択した内容が、 2 番目のノードから同じ  Smart Plug-in を削除す

るために使用されます。

7 アンインス トールが完了したこ とが表示されます。
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第9章 ユーザー定義メ ト リ ック
WebLogic SPI は、 約 55 個のメ ト リ ッ クに関するデータを収集できます。 しかし、 独自のメ ト リ ッ クを追加

して、 この個数を増やすこ とができます。 独自のメ ト リ ッ クを定義する と、 独自のアプリ ケーシ ョ ンを監視

できるよ うにな り ます。

アプリ ケーシ ョ ン MBean を WebLogic MBean サーバーに登録し、この MBean からデータを収集するよ う

に WebLogic SPI に指示するユーザー定義メ ト リ ッ ク  (UDM) を作成します。 

UDM を作成するには、メ ト リ ッ ク定義 DTD を理解しておく 必要があり ます。 以降の項の説明では、XML (拡
張マークアップ言語) と  DTD (文書型定義 ) について十分に理解しているこ とを前提にしています。

カスタム MBean には 「Name」 属性が必要です。 WebLogic SPI は、 この名前を MBean の識別名と して使

用します。 カスタム MBean はマルチインスタンス  MBean で、各 MBean インスタンスの 「Name」 属性に

一意の値が必要です。 たとえば WebLogic の ServletRuntime MBean は、マルチインスタンスです。 配布さ

れた各サーブレ ッ ト ご とに WebLogic が ServletRuntime MBean のインス タンスを作成するからです。

MBean が監視している個々のサーブレッ トは、 MBean の Name 属性で特定されます。

MBean の作成の詳細は、JMX のマニュアルを参照してください。 また、MBean の登録の詳細は、WebLogic
のマニュアルを参照して ください。
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メ ト リ ック定義 DTD

MetricDefinitions.dtd フ ァ イルには、 作成する  XML フ ァ イルの構造と構文が記述されています。

WebLogic SPI は、 このファイルを使用して、作成する  XML ファ イルを解析および検証します。 以降の項で

は、 MetricDefinitions.dtd ファ イルについて説明し、 XML ファ イルの例を示します。

MetricDefinitions.dtd ファ イルは、 管理対象ノード上の以下のディ レク ト リにあ り ます。 

HPOM for Windows 8.10 では、 <OvAgentDir> は通常以下の場所にあ り ます。

Windows の場合 : C:\Documents and Settings\All Users\Application Data\HP\HP BTO 
Software\

Unix の場合 : /var/opt/OV/ または /usr/lpp/OV/ 

MetricDefinitions.dtd は以下の要素で構成されています。

• MetricDefinitions

• Metric

• MBean

• FromVersion/ToVersion

• Calculation/Formula

MetricDefinitions 要素

MetricDefinitions 要素は、 MetricDefinitions.dtd ファ イル内の最上位レベルの要素です。 これには、

1 つまたは複数のメ ト リ ッ ク定義からなる、 メ ト リ ッ クの集ま りが 1 つ含まれています。

<!ELEMENT MetricDefinitions (Metrics)>

<!ELEMENT Metrics (Metric+)>

例

<MetricDefinitions>

<Metrics>

.

.

.

</Metrics>

</MetricDefinitions>

オペレーティング システム ディレク ト リ

UNIX /<OvAgentDir>/conf/wlsspi

Windows \<OvAgentDir>\wasspi\wls\conf\

MetricDefinitions.dtd ファ イルはランタイム時に使用されるため、 このファ イルは編集、 名前変更、

移動をしないでください。
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Metric 要素

Metric 要素は、 1 つの メ ト リ ッ ク を表し ます。 各メ ト リ ッ クには、 一意の ID があ り ます ( た と えば、

WLSSPI_0701)。 ユーザー定義メ ト リ ッ クがアラーム、 グラフまたはレポート  メ ト リ ッ クの場合、 メ ト リ ッ

ク  ID は 「WLSSPI_0XXX」 である必要があ り ます。 こ こで、XXX は 700 から  799 の数字である必要があ り

ます。 それ以外で、 メ ト リ ッ クが別のメ ト リ ッ クの計算内でのみ使用される場合、 メ ト リ ッ ク  ID は文字 (大
文字と小文字とを区別 ) で始まる必要があ り ますが、 その後は文字、 数字または下線を任意に組み合わせて

使用できます (たとえば 「mbean1」 )。

1 つの Metric 要素には、 メ ト リ ッ クのデータ  ソースを表す 1 つまたは複数の要素が含まれています。

Mbean と  calculation という  2 つのデータ  ソースがサポート されています。 各メ ト リ ッ ク  データ  ソース要

素がスキャンされ、FromVersion または ToVersion という子要素を確認するこ とで、監視対象のアプリ ケー

シ ョ ン サーバーのバージ ョ ン用にはどのメ ト リ ッ ク  データ  ソース要素を使用するべきかが判断されます。

<!ELEMENT Metric (MBean+ | Calculation+)>

<!ATTLIST Metric id           ID         #REQUIRED

                 name         CDATA         ""

                 alarm       (yes | no)    "no"

                 report      (yes | no)    "no"

                 graph       (yes | no)    "no"

                 previous    (yes | no)    "yes"

                 description  CDATA      #IMPLIED >

以下の表に、 metric 要素の属性を示します。

例

<Metric id="WLSSPI_0700" name="UDM_700" alarm="yes">

.

.

.

</Metric>

属性 タイプ 必須 デフォルト 説明

id ID はい -- メ ト リ ッ ク  ID

name テキス ト いいえ いいえ グラフ作成とレポート作成に使用する メ ト リ ッ ク

名。 名前は、 最大 20 文字の長さが可能です。 

alarm はい

いいえ

いいえ いいえ 「はい」 の場合、 メ ト リ ッ ク値は opcmon を介して

エージェン トに送信されます。

report はい 
いいえ

いいえ いいえ 「はい」 の場合、 メ ト リ ッ ク値はレポート作成用に

ログ記録されます。

previous はい 
いいえ

いいえ はい 「はい」 の場合、 メ ト リ ッ ク値は履歴ファイルに保

存され、 デルタを計算できるよ うになり ます。 メ ト

リ ッ クのデルタを計算するつも りがなければ、 こ

れを "いいえ " に設定するこ とでパフォーマンスが

向上します。

graph はい 
いいえ

いいえ いいえ 「はい」 の場合、 ユーザー定義メ ト リ ッ クのグラフ

が作成されます。 

description テキス ト いいえ メ ト リ ッ クの説明
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MBean 要素

MBean 要素は、 メ ト リ ッ クのデータ  ソースが JMX MBean の属性である と きに使用します。 MBean 要素

には、 以下の要素が含まれています。

• ObjectName - JMX に準拠した、MBean のオブジェク ト名。 オブジェク ト名には、JMX 準拠のパター

ン マッチを含めるこ とができます。 

• Attribute - MBean の属性名 

• AttributeValueMapping (オプシ ョ ン ) - MBean の属性が返す値に代入するべき数値。 これを使用す

る と、 文字列属性を数値に変換できるので、 しきい値と比較できるよ うにな り ます。 
各 AttributeValueMapping には、 1 つまたは複数の Map 要素が含まれています。 各 Map 要素は、 割

り当てる値を 1 つ指定します。

• AttributeFilter (オプシ ョ ン ) - MBean の属性値に基づいて MBean の基本的なフ ィルタ処理を提供し

ます。

• FromVersion/ToVersion (オプシ ョ ン ) - MBean 要素が有効である  WebLogic Server のバージ ョ ン。

詳細については、 FromVersion 要素と  ToVersion 要素 (102ページ ) を参照して ください。

<!ELEMENT MBean (FromVersion?, ToVersion?, ObjectName, 

                 Attribute,AttributeValueMapping?,

                  AttributeFilter*)>

<!ATTLIST MBean instanceType  (single | multi) "single"

                dataType      (numeric | string) "numeric" >

<!ELEMENT ObjectName (#PCDATA)>

<!ELEMENT Attribute (#PCDATA)>

<!ELEMENT AttributeValueMapping (Map+)>

<!ELEMENT Map EMPTY>

<!ATTLIST Map from  CDATA #REQUIRED

              to    CDATA #REQUIRED >

<!ELEMENT AttributeFilter EMPTY>

<!ATTLIST AttributeFilter type  (include | exclude) "include"

                          name      CDATA #REQUIRED

                        operator (initialSubString |

                                     finalSubString |

                                     anySubString | match |

                                     gt | geq | lt | leq  | eq)

                                     #REQUIRED

                          value     CDATA #REQUIRED >

以下の表に、 MBean 要素の属性を示します。

属性 タイプ 必須 デフォルト 説明

instanceType single  
multi

いいえ single この MBean に複数のインスタンスが存在

するかど うかを示します。

dataType numeric  
string

いいえ numeric MBean の属性から返される値が文字列か

数値かを示します。
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以下の表に、 Map 要素の属性を示します。

以下の表に、 AttributeFilter 要素の属性を示します。 

例

<MBean instanceType="multi">

<FromVersion server="7.0" update="1"/>

<ObjectName>*:*,Type=ExecuteQueueRuntime</ObjectName>

<Attribute>PendingRequestCurrentCount</Attribute>

</MBean>

上記の例では、 コレクタが Mbean *:*,Type=ExecuteQueueRuntime の属性

 PendingRequestCurrentCount に関する メ ト リ ッ ク  データを収集する こ と を示しています。 このデータ

が収集されるのは、 サーバー バージ ョ ンが 7.1 以降である場合だけです。

属性 タイプ 必須 デフォルト 説明

from テキス ト はい デフォルト

なし

割り当てられる値

to テキス ト はい デフォルト

なし

割り当てられる値の代わりに返される新しい

メ ト リ ッ ク値

属性 タイプ 必須 デフォルト 説明

type include
exclude

いいえ include このフ ィルタに一致する  MBean を
データ  コレクタによって対象に含める

のか、 あるいは対象から除外するのか

を指定します。

name テキス ト はい デフォルト

なし

フ ィルタの適用先とする  MBean の属

性を指定します。

operator initialSubString

finalSubString

anySubString

match

gt

geq

lt

leq

eq

はい デフォルト

なし

適用するフ ィルタを指定します。 
initialSubString、 finalSubString、
anySubStringおよびmatchはテキス

ト値を返す MBean 属性と と もに使用

できます。

 gt、 geq、 lt、 leq、 eqは、 数値を返す 
MBean 属性で使用できます。 MBean 
のフ ィルタ処理の詳細は、 JMX のマ

ニュアルを参照してください。

value テキス ト または数値 はい デフォルト

なし

比較する値を指定します。 メ ト リ ッ ク

定義の作成者が、 value のデータ  タイ

プと、 対応する  MBean 属性のデータ  
タイプとを一致させる必要があ り ま

す。 
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FromVersion 要素と  ToVersion 要素

FromVersion 要素と  ToVersion 要素を使用して、 データ  ソースの要素が有効となる  WebLogic Server の
バージ ョ ンを指定します。

Metric 要素内のメ ト リ ッ クの各データ  ソース要素がどのアプ リ ケーシ ョ ン サーバー バージ ョ ンをサポー

ト しているかは、 以下のアルゴ リズムで決定されます。

• FromVersion 要素が存在しない場合には、 このメ ト リ ッ クがサポート しているサーバー バージ ョ ンに

は下限があ り ません。

• FromVersion 要素が存在する場合には、server 属性が、 このメ ト リ ッ クがサポート しているサーバーの

最下位バージ ョ ンを示します。 update 属性が存在する場合には、それはこのバージ ョ ンでサポート され

ている最も古いサービス  パッ クまたはパッチを示しており、サポート されているサーバーの最下位バー

ジ ョ ンはそれによってさ らに限定されます。

• ToVersion 要素が存在しない場合には、 このメ ト リ ッ クがサポート しているサーバー バージ ョ ンには上

限があ り ません。

• ToVersion 要素が存在する場合には、 server 属性が、 このメ ト リ ッ クがサポート しているサーバーの最

上位バージ ョ ンを示します。 update 属性が存在する場合には、それはこのバージ ョ ンでサポート されて

いる最も新しいサービス  パッ クまたはパッチを示しており、サポート されているサーバーの最上位バー

ジ ョ ンはそれによってさ らに限定されます。

<!ELEMENT FromVersion (EMPTY)>

<!ELEMENT ToVersion (EMPTY)>

<!ATTLIST FromVersion   server CDATA #REQUIRED

                        update CDATA     "*">

<!ATTLIST ToVersion     server CDATA #REQUIRED

                        update CDATA     "*">

以下の表に、 FromVersion および ToVersion 要素の属性を示します。

例

<FromVersion server="7.0"/>

<ToVersion server="7.999"/>

Calculation 要素と  Formula 要素

Calculation 要素は、 メ ト リ ッ クのデータ  ソースが他の定義メ ト リ ッ クを使用した計算である と きに使用し

ます。 Calculation 要素には、 中身が文字列である  Formula 要素が含まれています。 この文字列は、 最終メ

ト リ ッ ク値を得るための、 他のメ ト リ ッ ク値の数理操作を示します。 メ ト リ ッ クはその計算式の中で、 メ ト

リ ッ ク  ID で示されます。 計算結果がメ ト リ ッ ク値になり ます。

属性 タイプ 必須 デフォルト 説明

server 数値

文字列

はい なし プライマ リ  サーバーのバージ ョ ンを指定しま

す。 例 ：

<FromVersion server="7.0"/>

update 数値

文字列

いいえ * セカンダ リ  サーバーのバージ ョ ンを指定 しま

す。 たとえば、 サービス  パッ ク  1 の 場合は"1"
です。 "*"は、 そのメ ト リ ッ クがセカンダ リ  
サーバーのすべてのバージ ョ ンに有効であるこ

とを示します。
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<!ELEMENT Calculation (FromVersion?, ToVersion?,Formula)>

<!ELEMENT Formula (#PCDATA)>

構文

計算は、 以下の構文規則に従う必要があ り ます。 

• 使用できる演算子は、 ＋、 －、 /、 *、 および単項マイナスです。 

• 演算子の優先順位と結合は、 Java モデルに従います。

• かっこを使用して演算子のデフォルトの優先順位を変更できます。

• 許容可能なオペランドは、 メ ト リ ッ ク  ID と リ テラル ダブルです。 

メ ト リ ッ ク  ID は、MBean メ ト リ ッ クまたは別の計算メ ト リ ッ クのいずれかを参照できます。 リ テラル ダブ

ルは、 10 進表記であってもそ うでなくてもかまいません。 メ ト リ ッ ク  ID は、 メ ト リ ッ ク定義ドキュ メン ト

内の Metric 要素の id  属性を参照します。

関数

計算の構文解析プログラムは、 以下の関数もサポート しています。 関数の名前はすべて小文字であ り、 単一

のパラ メータを取り ます。 このパラ メータはメ ト リ ッ ク  ID でなければなり ません。

• delta は、 現在の値から前のメ ト リ ッ ク値を減算した結果を返します。 

• interval は、 最後にメ ト リ ッ クを収集してからの経過時間を ミ リ秒単位で返します。 

• sum は、 マルチインスタンス  メ ト リ ッ クのすべてのインスタンスの合計値を返します。

• count は、 マルチインスタンス  メ ト リ ッ クのインスタンスの数を返します。

例

以下の例では、 メ ト リ ッ クの値は Metric_3 に対する  Metric_1 の比率 (パーセン ト表示) です。

<Formula>(Metric_1 / Metric_3) *100</Formula>

以下の例は、 Metric_1 についての変化率 (1 秒当たりの回数 ) である メ ト リ ッ クを定義する方法を示してい

ます。

<Formula>(delta(Metric_1)/interval(Metric_1))*1000</Formula>

サンプル 1

メ ト リ ッ ク  10 は、 その計算の中で メ ト リ ッ ク  mbean1 を使用し ています。 この計算式は、 すべての

WebLogic Server バージ ョ ンに適用されます。 ただし、 この式の基本となる  MBean メ ト リ ッ クは変化して

います。 メ ト リ ッ ク  10 の MBean は当初、サーバー バージ ョ ン 6.0 のサービス  パッ ク  1 に導入されました。

しかし、バージ ョ ン 6.1 でその属性名が変更され、 この変更は現在のサーバー バージ ョ ンまでそのまま維持

されています。

<Metric id="mbean1" alarm="no">

<MBean>

<FromVersion server="6.0" update="1"/>

<ToVersion server="6.099"/>

<ObjectName>*:*,Type=ExecuteQueue</ObjectName>

<Attribute>ServicedRequestTotalCount</Attribute>
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</MBean>

<MBean >

<FromVersion server="6.1"/>

<ObjectName>*:*,Type=ExecuteQueue</ObjectName>

<Attribute>ServicedRequestCount</Attribute>

</MBean>

</Metric>

<Metric id="WLSSPI_0710" alarm="yes">

<Calculation>

<Formula>

(delta(mbean1) / interval(mbean1))*1000)
</Formula>

</Calculation>

</Metric>

サンプル 2

メ ト リ ッ ク  10 には、 サーバー バージ ョ ン 7.0 よ り、 1 秒当たりの率ではなく、 1 分当たりの率を指定しま

す (サンプル 1 に基づく ) 。 基本メ ト リ ッ ク と計算式がサポート しているバージ ョ ンは、必ずしも同期がとれ

ていないこ とに注意して ください。

<Metric id="mbean1" alarm="no">

<MBean>

<FromVersion server="6.0" update="1"/>

<ToVersion server="6.099"/>

<ObjectName>*:*,Type=ExecuteQueue</ObjectName>

<Attribute>ServicedRequestTotalCount</Attribute>

</MBean>

<MBean>

    <FromVersion server="6.1"/>

    <ObjectName>*:*,Type=ExecuteQueue</ObjectName>

    <Attribute>ServicedRequestCount</Attribute>

  </MBean>

</Metric>

<Metric id="WLSSPI_0710" alarm="yes">

<Calculation>

<FromVersion server="6.0"/>

<ToVersion server="6.999"/>

<Formula>

(delta(mbean1) / interval(mbean1))*1000)
</Formula>

</Calculation>

<Calculation>

<FromVersion server="7.0"/>

<Formula>

(delta(mbean1) / interval(mbean1))*1000 * 60)
</Formula>

</Calculation>

</Metric>
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サンプル 3 メ ト リ ッ ク定義ファイル

以下のサンプルのメ ト リ ッ ク定義ファ イルは、 ユーザー定義メ ト リ ッ クの作成方法を示しています。 このサ

ンプル ファ イルには、 計算メ ト リ ッ クの例も含まれています。

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<!DOCTYPE MetricDefinitions SYSTEM "MetricDefinitions.dtd">

<!-- UDM メ ト リ ッ ク設定ファイルのサンプル -->

<MetricDefinitions>

  <Metrics>

<!-- 以下のメ ト リ ッ クでは、 ユーザー定義メ ト リ ッ クを作成するときに

     利用可能なオプショ ンのいく つかを示しています。

  -->

    <!-- 以下のメ ト リ ッ クでは、 MBean サーバーに複数のインスタンスを

         設けることのできる MBean を 使用します。 

         JMX 準拠のパターン マッチを MBean ObjectName タグで

         使用できることに注意してく ださい。

      -->

    <Metric id="WLSSPI_0700" name="UDM_700" alarm="yes">

      <MBean instanceType="multi">

        <FromVersion server="6.0" update="1"/>

        <ObjectName>*:*,Type=ExecuteQueueRuntime</ObjectName>

        <Attribute>PendingRequestCurrentCount</Attribute>

      </MBean>

    </Metric>

    <!-- 以下の 2 つのメ ト リ ッ クは、「 基本」 メ ト リ ッ クです。 

         これらは、「 最終」 メ ト リ ッ クの計算に使用されるものであり 、

         これら自身で警告通知、 レポート 作成、 グラフ作成を

         行いません。 基本メ ト リ ッ クは「 id」 を持っている場合があります。

         この id は、 先頭が文字 ( 大文字と小文字とを区別) であり 、 

         その後ろは文字、 数字、 下線の任意の組み合わせです。

         基本メ ト リ ッ クは通常、 alarm="no" に設定されています。

      -->

    <Metric id="JVM_HeapFreeCurrent" alarm="no" >

      <MBean instanceType="single">

        <FromVersion server="6.0" update="1"/>

        <ObjectName>*:*,Type=JVMRuntime</ObjectName>

        <Attribute>HeapFreeCurrent</Attribute>

      </MBean>

    </Metric>

    <Metric id="JVM_HeapSizeCurrent" alarm="no">

      <MBean>
ユーザー定義メ ト リ ック 105



        <FromVersion server="6.0" update="1"/>

        <ObjectName>*:*,Type=JVMRuntime</ObjectName>

        <Attribute>HeapSizeCurrent</Attribute>

      </MBean>

    </Metric>

    <!-- 以下のメ ト リ ッ クは計算メ ト リ ッ クです。 

         この計算は、 前述の 2 つの「 基本」 メ ト リ ッ クに基づいて

         います。

      -->

    <Metric id="WLSSPI_0705" name="B705_JVMMemUtilPct" 

     alarm="yes" graph="yes">

      <Calculation>

        <FromVersion server="6.0" update="1"/>

        <Formula>((JVM_HeapSizeCurrent-JVM_HeapFreeCurrent)

         /JVM_HeapSize  Current)*100</Formula>

      </Calculation>

    </Metric>

    <!-- 以下のメ ト リ ッ クは、 MBean の属性が返す実際の文字列の値から

         数値への割り当てを示しています。 

         これにより 、 警告通知のしきい値をメ ト リ ッ ク ポリシー内に指定

         できるよう になります。 「 datatype」 には「 string」 を

         指定する必要があることに注意してく ださい。

      -->

    <Metric id="WLSSPI_0701" alarm="yes" report="no">

      <MBean dataType="string">

        <ObjectName>*:*,Type=ServerRuntime</ObjectName>

        <Attribute>State</Attribute>

        <AttributeValueMapping>

          <Map from="Running" to="1"/>

          <Map from="Shutdown Pending" to="2"/>

          <Map from="Shutdown In Progress" to="3"/>

          <Map from="Suspended" to="4"/>

          <Map from="Unknown" to="5"/>

        </AttributeValueMapping>

      </MBean>

    </Metric>

    <!-- コレクタのコマンド 行から参照されるメ ト リ ッ ク ID には、

         名前空間のプレフィ ッ クスと、 その後に 4 桁の数字が

         必要です。 デフォルト のネームスペース プレフィ ッ クスは、「 WLSSPI_」 です。
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         「 namespace」 オプショ ンを以下のメ ト リ ッ クのコマンド 行で

         使用する必要があります。

         このメ ト リ ッ クには、「 WLSSPI_」 とは異なるプレフィ ッ クスがあるからです。

         例: 

           wasspi_ca -c FIRST_CLIENT_60-5MIN 

             -x namespace=Testing_ -m 992 ...

-->

    <Metric id="Testing_0992" name="Testing_Metric" alarm="yes">

      <MBean>

        <ObjectName>*:*,Type=ServerRuntime</ObjectName>

        <Attribute>OpenSocketsCurrentCount</Attribute>

      </MBean>

    </Metric>

  </Metrics>

</MetricDefinitions>
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ユーザー定義メ ト リ ックの作成

UDM を作成するには、 以下のタスクを指定の順序で実行します。

グラフ作成を無効にする (有効な場合 )

グラフ作成が有効になっている場合は、 これを無効にします。

1 HPOM コンソールで、 [Operations Manager] → [ ノード ] を選択します。

2 UDM グラフ作成を無効にする ノードを右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク ] → [ ツールの起動 ] → [UDM

Graph Disable] を選択します。

メ ト リ ッ ク定義ファイルを作成する

作成する メ ト リ ッ ク定義ファイルは、メ ト リ ッ ク定義 DTD (98ページ ) で説明している メ ト リ ッ ク定義 DTD
ファ イルの形式に従った XML ファ イルである必要があ り ます。 

以下のメ ト リ ッ ク定義ファイルのサンプルが管理対象ノードにインス トールされています。  

HPOM for Windows 8.10 では、 <OvAgentDir> は通常以下の場所にあ り ます。

Windows の場合 : \Documents and Settings\All Users\Application Data\HP\HP BTO 
Software\

Unix の場合 : /var/opt/OV/ または /usr/lpp/OV/ 

メ ト リ ッ ク定義ファイルの名前と場所を設定する

UDM のデータ収集を行うには、 以下に示すよ うに WebLogic SPI の設定にメ ト リ ッ ク定義ファイルの名前

と場所を記述する必要があ り ます。

UDM_DEFINITIONS_FILE = <ユーザーのメ ト リック定義ファイルのフル パス>

パス名にはスラ ッシュ  ( 「/」 ) だけを使用してください。

UDM ファ イルの名前と場所を WebLogic SPI の設定に追加するには、 以下の手順を実行します。

1 HPOM コンソールから、 [Operations Manager]  →  [ ツール ] → [SPI for WebLogic Server] → [SPI

Admin] を選択します。

2 [Discover or Configure WLSSPI] をダブルク リ ッ ク します。 

3 メ ト リ ッ ク定義ファイルが存在する管理対象ノードを選択し、 [起動 ] をク リ ッ ク します。 

[Console Status] ウ ィンド ウが表示されます。

しばら くする と、 [Discover or Configuree WLSSPI Tool Introduction] ウ ィンド ウが表示されます。 こ
の情報を読んでから  [Next] を選択します。 [Configuration Editor] が開きます。

WebLogic SPI と と もにインス トールされた MetricDefinitions.dtd ファ イルは、 編集、 名前変更、 移

動をしないでください。

UNIX /<OvAgentDir>/conf/wlsspi/UDMMetrics-sample.xml

Windows \<OvAgentDir>\wasspi\wls\conf\UDMMetrics-sample.xml
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4 メ ト リ ッ ク定義ファ イルがすべての管理対象ノードについて同じ名前と場所を使用している場合、 デ

フォルト  (グローバル プロパティ ) レベルで UDM_DEFINITIONS_FILE プロパティを設定します。 そ
うでない場合は、 ステップ 3 で選択した各管理対象ノードについてプロパティを設定します。

a デフォルト  レベルで、 またはある ノードについて、 [Default Properties] をク リ ッ ク します。

b [Set Configuration Properties] タブをク リ ッ ク します。 

c [Select a Property to Add] ド ロ ップダウン メニューから、 [UDM_DEFINITONS_FILE] を選択し、

[Add Property] をク リ ッ ク します。 

d 値を入力します ( メ ト リ ッ ク定義ファイルの名前とその絶対パス名。 パス名にはスラ ッシュだけを

使用 )。

e [Save] をク リ ッ ク して変更を保存します。

f [Next] をク リ ッ ク します。 

[Confirm Operation] ウ ィンド ウが表示されます。

g [OK] をク リ ッ ク して変更を保存し、 Configuration Editor を終了します。

選択していない管理対象ノードに加えた変更は、 管理サーバー上の設定に保存されます。 ただし、 その

管理対象ノードを設定するには、 WLSSPI Service Discovery ポ リ シーをそのノードに配布する必要が

あ り ます。

UDM ポリシー グループとポリシーを作成する

UDM のデータ収集を実行し警報通知のためのしきい値を設定するには、 UDM ポ リ シー グループとポ リ

シーを作成します。

1 既存の WebLogic SPI ポ リシー グループをコピーします。

a HPOM コンソールから、[Operations Manager] → [ポリシー管理 ] → [ポリシー グループ ] → [SPI for

WebLogic Server] → [WLSSPI] を選択します。

b 起点と して使用するポ リシー グループを右ク リ ッ ク し  [ コピー ] を選択します。

c [WLSSPI] を右ク リ ッ ク し  [貼り付け ] を選択します。

2 新しいメ ト リ ッ ク と コレク タのポ リシーの識別方法に基づいて、新しいポ リシー グループの名前を変更

します。 たとえば、 グループがカスタム メ ト リ ッ ク  モニターで構成されているこ とを明示するために、

名前に UDM を含めます。

a ポ リシー グループを右ク リ ッ ク し  [名前の変更 ] を選択します。

b 新しい名前を入力します。

3 新しいグループ内の各ポリシーを編集し、 名前を変更します。

a 使用するポ リシーをダブルク リ ッ ク します。

b Collector ポ リシーのコマンド行 ([ コマンド ] テキス ト  ボッ クス内 ) に、 ポ リシー名と UDM のメ ト

リ ッ ク番号を入力します。 詳細については、ポ リシーの高度なカスタマイズ (50ページ ) を参照して

ください。

c 必要に応じて、 ポ リシー内にしきい値を設定します。 詳細については、 ポ リ シーの高度なカスタマ

イズ (50ページ ) を参照してください。

d [ ファイル ] → [名前を付けて保存 ] をク リ ッ ク し、 命名方法に従ってポ リシーの名前を変更します。 

グループ内の新しいメ ト リ ッ ク  ポ リシーに割り当てる名前には、それぞれの新しい UDM 番号を含

めます。 たとえば、 WLSSPI_0001 のコピー には WLSSPI_0701 という名前を付けます。 

新しいCollector ポ リシーに割り当てる名前にも、 識別用の名前を含める必要があ り ます。 
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4 新しいグループから元のポ リシーをすべて選択し、 Delete キーを押します。 

ポリシー グループを配布する

1 新しいポ リシー グループを右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク ] → [配布先ノード ] を選択します。

2 ポ リシー グループを配布する ノードを選択します。

3 [OK] をク リ ッ ク します。

グラフ作成機能を有効にする

グラフ作成のために製品 HP Performance Manager を使用する場合は、UDM のグラフ作成用にデータ収集

を有効にします。

1 HPOM コンソールで、 [Operations Manager] → [ ノード ] を選択します。 

2 UDM のグラフ作成を有効にする ノードを右ク リ ッ ク し、 [すべてのタスク ] → [ ツールの起動 ] → [UDM

Graph Enable] を選択します。

グラフを表示する前に、 十分に収集間隔を取ってください。
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用語集
ASCII

American Standard Code for Information Interchange の略。

HTTP (Hypertext Transfer Protocol)

WWW (World Wide Web) のク ライアン ト とサーバーが通信で使用するプロ ト コル。

HTTPS

Hypertext Transfer Protocol Secure の略。

HPOM

HP Operations Manager の略。

SPI (Smart Plug-in)

管理コンソールにインス トールされ、 特定の種類のビジネス  アプ リ ケーシ ョ ン、 データベース、 オペレー

ティング システム、またはサービスに固有の管理機能を提供する、事前にパッケージ化されたソフ ト ウェア。

アイコン

ユーザーに監視され操作されるオブジェク ト、 またはユーザーに実行されるアクシ ョ ンに対応する画面上の

イ メージ。

アプリケーシ ョ ン

一連の関連タスクを実行するための機能を備えたパッケージ ソフ ト ウェア。 アプリ ケーシ ョ ンは、一般的に、

ツールよ り も複雑です。

イベン ト

管理対象オブジェク ト内のエージェン ト またはプロセス、 あるいはユーザー アクシ ョ ンによって生成され

る、 SNMP ト ラ ップや WMI 通知のよ うな、 任意型の通知。 イベン トは、 通常、 管理対象オブジェク トの状

態変化を示し、 特定のアクシ ョ ンが行われる要因とな り ます。 

エージェン ト

リ モートのデバイスまたはコンピュータ  システムで動作するプログラムまたはプロセス。 管理要求に応答

し、 管理オペレーシ ョ ンを実行し、 パフォーマンスおよびイベン ト通知を送信します。 エージェン トには、

管理対象オブジェク トおよび MIB 変数へのアクセス、 リ ソース  ポ リシーの解釈、 リ ソースの設定などの機

能があ り ます。

エラー ログ

エラー メ ッセージを含む出力ファイル。
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カスタマイズ

特定のカスタマまたはユーザーの必要性と好みに合わせて、 ソフ ト ウェアの設計、 構築、 または変更を行う

プロセス。

管理コンソール

ユーザーが管理アプリ ケーシ ョ ンまたは管理アプ リ ケーシ ョ ン セッ ト を制御する、 ユーザー インタフェー

スのインスタンス。 コンソールは、 管理ソフ ト ウェアを含むシステム、 または管理ド メ イン内の別のシステ

ムに付属しています。

管理サーバー

ク ラ イアン トに対して、 管理サービス、 管理プロセス、 または管理用ユーザー インタフェースを提供する

サーバー。 管理サーバーは、 管理ステーシ ョ ンの一種です。

管理対象オブジェク ト

パフォーマンス、 ステータス、 およびメ ッセージが監視され、 管理ソフ ト ウェアのアクシ ョ ンによ り操作さ

れる、 ネッ ト ワーク、 システム、 ソフ ト ウェア、 またはサービスのオブジェク ト。

クライアン ト

コンテキス トがネッ ト ワーク  システムである場合には、 別のコンピュータ  (サーバー ) のサービスにアクセ

スする、 ネッ ト ワーク上のコンピュータ  システム。 コンテキス トがソフ ト ウェアである場合には、 サーバー

へサービスを要求するプログラムまたは実行プロセス。

クライアン ト  コンソール

アプ リ ケーシ ョ ンがサーバーで動作している と きに、 ク ラ イアン ト  システムで動作するユーザー インタ

フェースのインスタンス。

構成 (設定 )

ネッ ト ワークのコンテキス トでは、 ネッ ト ワークを形成する、 相互に関連するシステム、 デバイス、 および

プログラムの全集合。 たとえば、 ネッ ト ワークのコンポーネン トには、 コンピュータ  システム、 ルーター、

スイ ッチ、ハブ、 オペレーティング システム、 ネッ ト ワーク  ソフ ト ウェアなどがあ り ます。 ネッ ト ワークの

設定によって、 ネッ ト ワークの機能と使用法が決ま り ます。 ソフ ト ウェアのコンテキス トでは、 ソフ ト ウェ

アのパラ メータ と属性の設定の組み合わせであ り、 ソフ ト ウェアの動作、 使用法、 および表示方法を決定し

ます。

コマンド

コンピュータ  プログラムに対する指示。 この指示に基いて、 指定したオペレーシ ョ ンが実行されます。 コマ

ンドは、 通常、 コマンド行でユーザーによ り入力されます。

コンソール

ユーザーがアプ リ ケーシ ョ ンまたはアプリ ケーシ ョ ン セッ ト を制御する、 ユーザー インタフェースのイン

スタンス。

サーバー

コンテキス トがハード ウェアと ソフ ト ウェアを合せたものである場合は、 ネッ ト ワーク上の他のコンピュー

タ  システム ( ク ライアン ト ) にサービス  (たとえば、管理機能やファイル保管機能 ) を提供するコンピュータ

システム。 コンテキス トがソフ ト ウェア コンポーネン トである場合は、 ク ライアン トが発行したサービス要

求に応答するプログラムまたは実行プロセス。
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自動アクシ ョ ン

定義済みのプログラムまたはスク リプ ト。オペレータの介入なしで、イベン ト、 メ ッセージ、または管理デー

タベース内で変化のあった情報に反応して実行されます。

重要度

オブジェク トのステータスを示す、 オブジェク トのプロパティ。 重要度は、 オブジェク トに関連付けられた

イベン ト またはメ ッセージの影響度に基づきます。

接続

オブジェク ト間の論理的または物理的な関係の表現。

設定ファイル

ソフ ト ウェア プログラムの見え方と動作を決定する仕様または情報を含むファイル。

データ  タイプ

特定のデータ。 たとえば、 電子的に格納されているデータのデータベース  レポジ ト リ。 データベースは、 通

常、 体系化されているため、 データの取得や更新が可能です。

ト レース ログ

アプリ ケーシ ョ ン ソフ ト ウェアの実行記録を含む出力ファイル。

ノード

コンテキス トがネッ ト ワークの場合は、ネッ ト ワーク内のコンピュータ  システムまたはデバイス  (たとえば、

プリ ンター、 ルーター、 ブリ ッジ )。 コンテキス トがグラフ ィカルなポイン ト  ツー ポイン ト  レイアウ トの場

合は、図の中の、他のグラフ ィカル要素との結合点または接続点と しての機能を持つグラフ ィカル要素です。

配布

ソフ ト ウェア、 ハード ウェア、 機能、 またはサービスを、 ビジネス環境で機能するよ うにインス トールして

アクティブ化するプロセス。

配布する

ソフ ト ウェア、 ハード ウェア、 機能、 またはサービスを、 ビジネス環境で機能するよ うにインス トールして

起動させる。

配布済みアプリケーシ ョ ン

ビジネス環境で機能するよ うにインス トールして起動された、 アプリ ケーシ ョ ンとそのコンポーネン ト。

配布済みポリシー

コンピューティング環境内の 1 つ以上のリ ソースに配布されたポ リシー。

配布パッケージ

管理対象ノードに自動的に配布されてインス トールされるソフ ト ウェア パッケージ。

パラメータ

コンピュータ  プログラムまたはプログラム内のプロシージャの実行中に、使用する任意の値を指示する変数

または属性。
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パラメータ  タイプ

パラ メータで有効なデータの種類を決定する、 パラ メータの抽象化または分類。 たとえば、 パラ メータ値が

小数点で区切られた 4 つの数値で構成され、 それぞれの数値が 0～255 の範囲である  IP アドレスは、 パラ

メータ  タイプのうちの1つです。

パラメータの値

変数に割り当てられる値。

ポート

コンテキス ト がハード ウェアの場合は、 ネッ ト ワーク  デバイスの情報を送受信する場所。 コンテキス ト が

ECS の場合は、 相関処理ノードの情報を送受信する場所。

ポリシー

ネッ ト ワーク、 システム、 サービス、 およびプロセスの管理を自動化するのに役立つ、 1 つ以上の仕様ルー

ルまたは他の情報の集合。 ポ リシーは、各種のターゲッ ト  (たとえば、管理対象のシステム、デバイス、 ネッ

ト ワーク  インタフェース ) に配布可能で、 ネッ ト ワーク全体を通じて、 整合性のある、 自動化された管理機

能を提供します。

ポリシー管理

ネッ ト ワーク、 システム、 またはサービスの管理用に、 ポ リシーを制御するプロセス  (作成、編集、追跡、配

布、 削除など )。

ポリシー タイプ

ポ リシーの機能またはポ リシーがサポートするサービスに基く、 ポ リ シーの抽象化または分類。

メ タデータ

データを定義するデータ。

メ ッセージ

イベン ト、 指定した条件に関連するイベン トの評価、 またはアプリ ケーシ ョ ン、 システム、 ネッ ト ワークま

たはサービスのステータスの変化の結果と して生成される通知であ り、 構造化されていてわかりやすい。

メ ッセージ キー

特定のイベン トが契機となったメ ッセージを識別するために使われる、文字列で構成される メ ッセージ属性。

文字列には、 イベン トの重要な特製が要約されています。 メ ッセージ キーを使用する と、 メ ッセージで他の

メ ッセージを認識したり、 重複したメ ッセージを識別したりするこ とができます。

メ ッセージ ブラウザ

イベン ト、 指定した条件に関連するイベン トの評価、 またはアプリ ケーシ ョ ン、 システム、 ネッ ト ワークま

たはサービスのステータスの変化の結果と して生成される通知を表示する  GUI。

メ ッセージの重要度

メ ッセージの契機となったイベン ト または通知の影響度を示す、 メ ッセージのプロパティ。 「重要度」 も参

照して ください。

メ ッセージの説明

イベン ト またはメ ッセージに関する詳細情報。
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メ ト リ ッ ク

特定の動作特性またはパフォーマンス特性を定義する尺度。

モジュール

特定のタイプのタスクを実行、 または特定のタイプのデータを提示する、 自己完結型のソフ ト ウェア コン

ポーネン ト。 モジュールは、 他のモジュールまたは他のソフ ト ウェアと相互に作用します。

割り当て済みポリシー

コンピューティング環境内で 1 つ以上のリ ソースに割り当てられているが、 それらのリ ソースにまだ配布や

インス トールが行われていないポ リシー。
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